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医学教育モデル・コア・カリキュラム：教育内容ガイドラインの改訂に当たって

　平成13年3月27日に、医学・歯学教育の在り方に関する調査研究協力者会議（文部科学省主催、高久史麿座長）から、「21世紀における医学・歯学教育の改善方策について－学部教育の再構築のために－」の別冊として医学教育モデル・コア・カリキュラム－教育内容ガイドライン－が提示された。

　モデル・コア・カリキュラム作成の背景となったのは、膨大となった医学の知識と技術の量を整理するとともに、医学・医療に対する社会のニーズの変化に対応して全ての医学生が履修すべき必要不可欠な教育内容を提示することが求められてきたからである。また、見学型になりがちだった従来の臨床実習を見直し、学生が診療チームに参加することによってその抜本的改善をはかることも強く求められてきた。従来の教員・大学まかせの医学教育内容を精選し、必要最小限のコア教育内容を整理することは大変な困難を伴ったが、全医科大学（医学部）の70％以上から、コアとなる医学教育の内容をガイドラインとして提示することが望ましいとの意見を受け、全医学部・医科大学の協力を得て、モデル・コア・カリキュラム－教育内容ガイドライン－が作成された。必要不可欠な必須のモデル・コア・カリキュラム内容については、各大学のカリキュラムの中に有機的に盛り込まれることが求められている。しかし、モデル・コア・カリキュラム内容のみを履修させるのではなく、コア・カリキュラムの内容については、カリキュラム全体のおよそ2/3程度の時間（単位）で修得させるとともに、残りの約1/3程度で各大学の特色ある選択カリキュラムを策定すべきことも提言された。モデル・コア・カリキュラムには、大学卒業時までに修得すべき総合的知識･技能･態度についての一般目標と到達目標が具体的に記載されており、特に臨床実習開始前までに習得すべき知識・技能のレベルも提示された。

これらを受けて、平成14年から各医学部・医科大学においてカリキュラム改革が進められてきた。さらにモデル・コア・カリキュラムの到達目標に準拠した臨床実習開始前の全国的に共通な標準評価試験（共用試験：CBT及びOSCE）も平成14年から試行（トライアル）が始まり、平成17年度から正式実施されている。

　モデル・コア・カリキュラムの策定・導入とこれに準拠した共用試験は、我が国では医学・歯学系で始まった試みであるが、「我が国の高等教育の将来像」（中央教育審議会答申、平成17年1月）に、「学士課程の教育充実のため、分野ごとにコア・カリキュラムが作成

されることが望ましい。また、このコア・カリキュラムの実施状況は、機関別・分野別の大学評価と有機的に結びつけられることが期待される。」として大学教育改善全体への波及効果が期待されているところである。さらに、平成19年9月に公表された学士課程教育の再構築に向けて（中央教育審議会大学分科会、制度・教育部会、学士課程教育の在り方に関する小委員会　審議経過報告）においても、大学教育の各分野に関して、教育の質を維持・向上させる仕組み（分野別のコア･カリキュラムと到達目標の設定など）が必要とされたところである。

　モデル・コア・カリキュラムが平成13年3月に公表された後、医学・医療の内容や取り巻く環境は大きく変化し、「地域保健・医療を担う人材の育成」や横断的な「腫瘍学教育」、「医療安全教育」の充実など、社会的要請が高く、早急にモデル・コア・カリキュラムへ反映されることが望ましいものが生じていた。また、「医師として求められる基本的な資質」や「学部教育における研究の視点」もモデル・コア・カリキュラムに盛り込む必要が生じていた。さらに、平成13年3月公表のモデル・コア・カリキュラムの検討に当たっては時間的制約等もあり、記載上の明らかな誤りや重複が見られた。法制度・名称等の変更により、モデル・コア・カリキュラムの記述が現在の状況にそぐわなくなっている点も見られた。

　これらのことを踏まえて、平成17年5月に発足した「医学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議」（文部科学省主催、高久史麿座長）において、「医学教育モデル・コア・カリキュラム」の改訂に関するワーキンググループが設置され、早急に対応して改訂すべき事項の検討が行われた。ただし、平成13年度に行われたモデル・コア・カリキュラム導入による学生への教育効果を検証するためには、モデル・コア・カリキュラムによる教育を受けた学生が２～３回卒業するまで待つ必要があることから、今回の改訂は全面改訂ではなく、必要最小限の改訂とすることとした。基本的な改訂内容は、協力者会議の第1次および最終報告に記載され、公表されたところであり、本改訂冊子にはこれらの改訂内容が盛り込まれている。

　平成19年4月には、文部科学省に医学教育モデル・コア・カリキュラム及び歯学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に関する恒常的な組織として、専門的な調査研究等を行いモデル・コア・カリキュラムの改訂原案の作成等を行う専門研究委員会およびモデル・コア・カリキュラムの改訂等を決定する連絡調整委員会が設置された。

今回の改訂においては、医学・医療の進展に伴う医学用語の名称変更を始め、誤字･脱字を修正し、カリキュラム項目配列の階層性を整理した。法制度・名称等の変更による用語の修正等については、原則として医師国家試験出題基準との整合性を確保しつつ、最新の用語に改める作業（原則として、日本医学会医学用語辞典に準拠）が上記専門研究委員会において検討され、連絡調整委員会において決定されたところである。今回の改訂に当たっては、モデル･コア・カリキュラム本文に索引を添付するとともに、新旧対照表を用意し、改訂箇所を明示してある。なお、△印で表示された「卒業時までに修得すべきレベル」の到達目標（今回の作業では変更していない）については、原則として共用試験の直接の対象としてないが、臨床実習開始後から卒業までに修得させるべきとの意味ではなく、必要に応じて臨床実習開始前から学習すべき内容も含まれていることを指摘しておきたい。これらの詳細についても今後予定される本格改訂において検討されることとなる。

また、国際社会へ情報発信する必要から、モデル・コア･カリキュラムの英文化作業の早急な具体化も必要である。

この医学教育モデル・コア・カリキュラム－教育内容ガイドライン（平成19年度改訂版）が、医学生、医学教育に関わる大学教職員にいきわたり、積極的に活用されるだけではなく、医学系の教育病院・臨床研修病院等のスタッフ、さらに広く社会に周知されて、医学教育の改善が進むことを期待する。

平成19年12月

　　　　　　　　モデル・コア・カリキュラム改訂に関する連絡調整委員会

　　　　　　　　モデル・コア・カリキュラム改正に関する専門研究委員会
医学教育モデル・コア・カリキュラム：教育内容ガイドライン作成の背景と考え方

　近年の生命科学と科学技術など関連領域の著しい進歩によって医学の知識と技術の量は膨大となり、細分化されると同時に、新たな視点に立った学問領域や診療分野も生まれつつある。また 、今後、医学・医療に対する社会のニーズは多様化し、学際的な生命科学研究に携わる人材、地域医療、福祉・介護、国際医療協力、製薬等の様々な分野において医科大学（医学部）出身者の一層の活躍が求められている。このため、医科大学（医学部）における医学教育の質を一層高め、一定水準の質を確保すると同時に、教育内容を再編成して多様化を図る必要がある。しかし、膨大となった学習内容の全てを従来の教育手法を用いて履修させることは不可能になりつつある。また、これまで各大学や科目担当教員の裁量に委ねられていた教育内容については、講座単位の授業区分や教養教育、基礎医学・社会医学教育、臨床医学教育といった区分に縛られてその見直しが十分行われにくい状況も見受けられる。このような状況から、２１世紀医学・医療懇談会第１次及び第４次報告においても、医学教育の内容については、精選された基本的内容を重点的に履修させるコア・カリキュラムを確立するとともに、学生が主体的に選択履修できる科目を拡充することが必要であると提言されている。また、平成１０年度及び１１年度に「医学における教育プログラム研究開発事業委員会」が実施した全国アンケート調査においても、７０％以上の医科大学（医学部）から、コアとなる医学教育の内容をガイドラインとして提示することが望ましいとの結果が出されている。
　これらを背景として、医学教育全体の視点からこれまでの教育内容を見直し、科学技術の進歩と時代の要請に合わせて再編成するために、まず、すべての医学生が履修すべき必須の学習内容を精選する必要がある。また、社会から求められている患者とのコミュニケーションや安全性の確保などの学習内容を付加することも急務である。さらに、知識を詰め込むことを中心に行われてきたこれまでの教育方法から、生涯にわたり自ら課題を探求し、問題を解決していく能力を身につけられるような、学生主体の学習方法に積極的に転換することも必要である。同時に、学生の将来の進路や社会的需要の多様化に合わせて、学習内容も学生が自由に選択できるように多様化する必要もあり、このためには選択制カリキュラムの導入が不可欠であることも強調しておきたい。
　このガイドラインは、２１世紀における新たな医学教育の展開への布石として作成したものであり、各大学が編成するカリキュラムの参考となるよう、現時点で修得すべきと考えられる必須の基本となる教育内容が提示されている。ここに記載された内容について、どの程度の時間数（または、単位数）で、また、どのような授業科目の中で履修させ、どのような授業形態で実施するかは、各医科大学（医学部）の責任において教育理念に基づき決定すべきものであるが、およそ従来の３分の２程度の時間数（単位数）で履修させることが妥当と考えられる。残りの３分の１程度の時間で、各医科大学（医学部）がその教育理念や特色に基づいたカリキュラムを設定し、学生が余裕をもって自主的に選択できるような先端的内容や周辺領域の内容など、各大学の特色に合わせて多彩なメニューを選択的なカリキュラムとして作成することが必要である。
　このガイドラインは、各大学からの意見を反映させ、国家試験出題基準との整合性も考慮して作成されたため、学習内容のコアとしては量的に過剰となったきらいがある。しかし、具体的教育内容の包括的な提示は今回が初めてであり、このガイドラインが広く活用されることを希望するものである。今後、社会からの要請、医学・医療の進歩等を十分勘案しながら、継続的な改善作業が必要である。

１ 基本事項
　基本事項は、医師としての素養に関わる教育内容であり、教養教育、臨床前教育、臨床実習にわたる６年間のすべての医学教育課程を通じて確実に身につけ、また、生涯にわたってその向上に努めなければならないものである。すなわち医師の素養、資質と能力として必要な、患者中心の医療の実践、安全性への配慮、信頼される人間関係、自ら問題を発見する姿勢や研究への動機づけなどを含む課題探求・問題解決能力の育成などが提示されている。これらは、単なる知識の獲得よりも、今日の医学・医療の現場と一般社会から強く求められている教育内容である。したがって、ここに示す教育内容は、単に授業科目を設定して一定期間の履修で済ませる、形ばかりの教育であってはならない。学生は、講義にとどまらず、実際に患者と触れあうあらゆる形式の実習などを通じて学んでいくとともに、単に医学教育の現場のみならず、学生生活のすべての場面でその向上に努める必要がある。
　また、基本事項の学習者の到達度評価は、学習の各段階で行い、特に臨床実習開始前と卒業時に適切に評価する必要がある。

２ 臨床前医学教育の内容とその在り方
１）臨床前医学教育の在り方
　これまでの医学教育は、基礎医学、社会医学、臨床医学に区分され、講座単位による縦割りによる学問領域の閉鎖性に起因して、これらの有機的連携という観点が不十分であった。
　このため、教育内容ガイドラインにおいては、教育内容を整理して全体をまとめて表示することとし、従来の基礎医学、社会医学、臨床医学といった区分を用いず、基礎医学と臨床医学を関連づけて学べるような統合的なカリキュラムを編成することが重要である。
　これまでの医学教育では、教育に携わる者が、教えこまなければならないという使命感から知識伝授の講義形式が用いられることが多かった。一斉講義は知識の伝授には効率的であるが、学習者は受身の学習を強いられることが多く、課題探求・問題解決能力は育成されにくい。ここに示したガイドラインを生かすためには、授業方法に十分な工夫をするとともに、自己学習への指示や問題解決に取り組む機会と時間を与えなければならない。このためには、少人数の演習やテュートリアル教育なども取り入れることが有効である。

２）準備教育と臨床前医学教育の内容
　医学の専門教育を開始するに当たっては、基礎科学とくに生物学などの概念・知識・技能が十分備わっていなければならない。これらについては、高等学校の教育内容や、大学入学試験、教養教育の問題として議論されている。生物学のすべての内容が、医学が必要とする生物学的基礎知識と必ずしも重なるものではないため、医学専門教育の内容と効果的に連携させた教育内容を提示する必要がある。このガイドラインでは、「B 医学一般」等の中に生物学を含む基礎科学と密接に関連した医学教育の内容が含まれている。これらは臨床前医学教育の中核となるものであり、十分な教育が必要である。
　また、生物学をはじめとする基礎科学についても、医学に必要な内容を十分吟味して履修させることが望ましいと考え、準備教育モデル・コア・カリキュラムに基本となる内容（物理現象と物質の科学、生命現象の科学、情報の科学、人の行動と心理）を記載した。

３）臨床前医学教育における症候・病態からのアプローチ
　「Ｅ１ 症候・病態からのアプローチ」は、患者の症候からその病態を推理し、診療のプロセスを学ぶ（臨床推論）ために提示したものであり、他の区分で学習したことを単に

再履修（復習）することを目的としたものではない。
　また、「Ｅ２ 基本的診療知識」、「Ｅ３ 基本的診療技能」で示す到達目標は、臨床実習を開始するにあたって必要なものであり、視聴覚教材、模型、シミュレーター、学生相互の実習（ロールプレイ）、模擬患者などを通して身につけられるものを記載した。また、これらの評価には客観的臨床能力試験（Objective Structured Clinical Examination：OSCE）を利用することが推奨される。

４）臨床前医学教育における実習の在り方
　医学を学ぶためには、知識だけでなく、実習を通じて確認する学習が重要である。したがって、臨床前医学教育における実習を充実するとともに、適正な評価も行わなければならない。なお、臨床前医学教育における実習の実施時期については、講義・演習・テュートリアル等の授業内容と緊密に連携させるように設定すべきである。
　学生自身または実験動物を用いた実習に際しては、医の倫理や生命倫理的な配慮のもとに、予測される危険を回避し、常に安全を確認しながら手技や操作を行う習慣が身につくように指導することが必要である。また、高度な内容や応用的な内容の実習や、探究心の旺盛な学生を対象とする実験・実習については、選択制のカリキュラム等に振り分けることが望ましい。
　なお、実習の内容については別表３に例示する。

３ 臨床実習
１）臨床実習の考え方
　臨床実習は、学生が臨床現場を見学するだけでは不十分であり、効果的に学習するためには、実際の診療に携わることが不可欠である。指導医と研修医などによって構成される診療チームの一員として学生が実習する形態を診療参加型実習（クリニカル・クラークシップ）と呼び、今まで広く行われてきた見学型臨床実習や模擬診療型臨床実習と区別される。
　学生はチームの一員として患者の診療に参加し、診断・治療計画の策定、カルテへの記載、医療スタッフへの情報の伝達などを行う。個々の学生の態度・技能・知識の到達度に合わせてチーム内での役割を与え、能力が向上すればより進んだ役割へと移行させるべきである。そのためにも指導医は学生を評価し、形成的フィードバックを行うことが重要で

ある。

２）臨床実習の内容
　臨床実習では、症例として、①発生頻度が高い症候・疾患、②緊急を要する症候・疾患、③死亡原因として頻度の高い症候・疾患を経験するのに最低限必要とされるものを設定した。指導医のもと、診療チームの一員として、病棟及び外来において、患者の診察、診療記録、診療計画、基本的診療手技を含む患者マネジメントを行う。これらの診療参加型実習においては、単に診療手技を学生に行わせることが主な目的ではなく、患者や医療チームの職員とのコミュニケーションを保って医療の現場に溶け込むように自覚させることが最も重要である。また、医科大学・医学部附属病院ばかりでなく、他の医療機関における実習を含めることによって、多様な患者を経験する機会を増やすなど実践的な実習とすることが望ましい。

４ 表示の方法
１）項目立て
　このガイドラインは、いくつかの項目に区分されて表示されている。この項目立ては、カリキュラム作成の参考として利用しやすくすることと、学習者に学習内容の全体像を把握しやすくする構成となっている。しかし、これらの項目自体が授業科目名を意味するものではなく、また、項目配列の順序が履修の順序を示すものでもない。さらに、このガイドラインの項目Ｃでは、器官別の正常構造と機能、病態、診断、治療という項目立てになっているが、各臓器・器官にのみにとらわれることなく、全人的に診る姿勢を養えるように十分な配慮が必要である。

２）一般目標
　一般目標は、その領域における全般的な教育内容を示す。

３）到達目標
　到達目標は、一般目標に記載された項目について、学習者が具体的にどの程度のレベルまで修得しなければならないかの指標であり、その程度（深さ）は、各大学の教育理念に基づいて設定されるべきものである。
　なお、△印をつけたものは、卒業時までの到達目標として提示したものである。

４）量的提示
　各学習項目の量的提示については、報告書本文「２１世紀における医学・歯学教育の改善方策について」に記載されている前提をもとに、本ガイドラインに沿って複数の大学の現行カリキュラムを再編成した場合の平均的モデルを別表１に提示した。
　また、臨床実習の期間についても、米国と日本の医科大学の現状を勘案して、本ガイドラインに提示した学習内容を行うために必要な期間を別表２に提示した。

５ 選択制カリキュラムの設定
１）選択制カリキュラムの在り方
　このガイドラインでは、すべての医学生が共通して修得すべき必須の学習内容が提示されているに過ぎない。したがって、これだけで医学教育が完成するものではない。６年間の医学教育課程のすべてを画一化したコア・カリキュラムの履修にあてることは間違いであり、学生の学習ニーズや将来の進路に合わせて多様な選択自由なカリキュラムを提供しなければならない。このガイドラインの内容を確実に修得した上に、さらに高度な専門的あるいは広範囲な関連する領域の内容を選択して履修させることが必要である。
　選択制カリキュラムの作成に当たっては、各大学の教育理念と学生のニーズに基づき、個性ある独自の学習プログラムを準備すべきである。

２）選択制カリキュラムの例
①臨床前医学教育についての選択制カリキュラムの目的（例）
　コア・カリキュラムの内容を十分に修得した後に、学生各自の興味ある分野の科目を積極的に選択して履修する。選択した科目に応じて、より高度の内容や応用的内容を修得するばかりでなく、実験研究も選択することができる。これらを通して、医学・医療の先端的進歩状況の理解、実験研究方法の修得、生命倫理の一層の理解、フィールドワーク・疫学調査の手法などの修得を目指すばかりでなく、自らの判断で積極的に発展するための基本的能力を身につける。別表４にいくつかの例を掲げた。

②選択制臨床実習
　臨床実習において学生が学ぶべき必須の態度、技能、知識をコア・カリキュラムとして示したが、この内容は“すべての医師に必要な臨床能力を身につける”ことに限定されている。これに引き続き、より深く、広く学ぶための選択制カリキュラムを作ることにより、

個々の学生がさらなる臨床技能の向上を目指すことができる。
　選択制カリキュラムとしては、各科（内科、外科、精神科、小児科、産科婦人科、脳神経外科、眼科、耳鼻咽喉科、歯科口腔外科、胸部外科、泌尿器科、形成外科、整形外科、皮膚科、放射線科、リハビリテーション科、麻酔科、老年科、小児外科、NICU、ICU、検査部、輸血部、薬剤部等）における臨床実習が考えられる
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○　医師として求められる基本的な資質 XE "医師として求められる基本的な資質" \y "いしとしてもとめられるきほんてきなしし" 
1 　人の命と健康 XE "健康" \y "けんこう" を守る医師の職責への十分な自覚のもとに、医師の義務 XE "医師の義務" \y "いしのぎむ" や医療倫理を遵守し、絶えず患者本位の立場に立つ。
②　生命の尊厳についての深い認識のもとに、豊かな人間性を有する。

③　医師としての業務を遂行する職業人として必要な実践的能力（統合された知識、技能、態度 XE "態度" \y "たいど" ・行動に基づく総合的診療能力）を有する。

④　人間理解に立った高い協調性のもとに、医療チームの一員としての行動や後輩等に対する指導を適切に行える。

⑤　患者及びその家族 XE "家族" \y "かぞく" の秘密を守る。

⑥　医師として、地域における医療・保健 XE "保健" \y "ほけん" ・福祉等の連携および医療の経済的側面等の医療を巡る動向に関心・理解を有する。

⑦　医学・医療の進歩における医学研究の必要性を理解し、研究に参加するとともに、絶えず医療の質 XE "医療の質" \y "いりょうのしつ" の向上に生涯にわたり学習 XE "学習" \y "がくしゅう" する意欲と態度 XE "態度" \y "たいど" を有する。
Ａ　基本事項　

１　医の原則 XE "医の原則" \y "いのげんそ" 
（１）医の倫理と生命倫理 XE "医の倫理と生命倫理" \y "いのりんりとせいめいりん" 
一般目標：

医療と医学研究における倫理 XE "倫理" \y "りんり" の重要性を学ぶ。

到達目標：

1） 医学・医療の歴史的な流れとその意味を概説できる。

２）生と死に関わる倫理的問題を列挙できる。

3） 医の倫理 XE "医の倫理" \y "いのりんり" と生命倫理 XE "生命倫理" \y "せいめいりんり" に関する規範、ヒポクラテスの誓い XE "ヒポクラテスの誓い" \y "ひぽくらてすのちかい" 、ジュネーブ宣言 XE "ジュネーブ宣言" \y "じゅねーぶせんげん" 、ヘルシンキ宣言 XE "ヘルシンキ宣言" \y "へるしんきせんげん" などを概説できる。

（２）患者の権利 XE "患者の権利" \y "かんじゃのけん" 
一般目標：
　患者の基本的権利 XE "基本的権利" \y "きほんてきけんり" を熟知し、これらに関する現状の問題点を学ぶ。

到達目標：
１）患者の基本的権利 XE "基本的権利" \y "きほんてきけんり" の内容を説明できる。

２）患者の自己決定権 XE "自己決定権" \y "じこけっていけん" の意義を説明できる。
３）患者が自己決定できない場合の対処法を説明できる。

（３）医師の義務と裁量権 XE "医師の義務と裁量権" \y "いしのぎむとさいりょうけ" 
一般目標：
　患者のために全力を尽くす医師に求められる医師の義務 XE "医師の義務" \y "いしのぎむ" と裁量権 XE "裁量権" \y "さいりょうけん" に関する基本的態度 XE "基本的態度" \y "きほんてきたいど" 、習慣、考え方と知識を身につける。

到達目標：
１）患者やその家族 XE "家族" \y "かぞく" と信頼関係 XE "信頼関係" \y "しんらいかんけい" を築くことができる。

２）患者の個人的 XE "個人的背景" \y "こじんてきはいけい" 、社会的背景 XE "社会的背景" \y "しゃかいてきはいけい" 等が異なってもわけへだてなく対応できる。

３）患者やその家族 XE "家族" \y "かぞく" の持つ価値観が多様であり得ることを認識し、そのいずれにも柔軟に対応できる。

4） 医師が患者に最も適した医療を勧めなければならない理由を説明できる。

５）医師には能力と環境 XE "環境" \y "かんきょう" により診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" の限界があることを説明できる。

６）医師の法的義務 XE "法的義務" \y "ほうてきぎむ" を列挙し、例示できる。

（４）インフォームドコンセント XE "インフォームドコンセント" \y "いんふぉーむどこんせん" 
一般目標：
　将来、患者本位の医療を実践できるように、適切な説明を行った上で主体的な同意を得るために、対話能力と必要な態度 XE "態度" \y "たいど" 、考え方を身につける。

到達目標：
１）定義と必要性を説明できる。

２）患者にとって必要な情報を整理し、分かりやすい言葉 XE "分かりやすい言葉" \y "わかりやすいことば" で表現できる。

３）説明を行うための適切な時期、場所と機会に配慮できる。

４）説明を受ける患者の心理状態 XE "患者の心理状態" \y "かんじゃのしんりじょうたい" や理解度について配慮できる。

５）患者の質問に適切に答え、拒否的反応 XE "拒否的反応" \y "きょひてきはんのう" にも柔軟に対応できる。

２　医療における安全性確保 XE "安全性確保" \y "あんぜんせいかく" 
（１）安全性の確保 XE "安全性の確保" \y "あんぜんせいのかく" 
一般目標：
　医療上の事故等 XE "医療上の事故等" \y "いりょうじょうのじこなど" (インシデント（ヒヤリハット） XE "インシデント（ヒヤリハット）" \y "いんしでんと（ひやりはっと）" 、医療過誤等を含む。)は日常的に起こる可能性があることを認識し、事故を防止して患者の安全性確保 XE "安全性確保" \y "あんぜんせいかくほ" を最優先することにより、信頼される医療を提供しなければならないことを理解する。

到達目標：
１）実際の医療には、多職種が多段階の医療業務内容に関与していることを具体的に説明できる。

２）医療上の事故等 XE "医療上の事故等" \y "いりょうじょうのじこなど" を防止するためには、個人の注意力はもとより、組織的なリスク管理 XE "リスク管理" \y "りすくかんり" が重要であることを説明できる。

３）医療現場における報告・連絡・相談と記録の重要性や、診療録改竄の違法性について説明できる。

４）医療の安全性に関する情報 XE "安全性に関する情報" \y "あんぜんせいにかんするじょうほう" （薬害や医療過誤の事例、やってはいけないこと、模範事例等）を共有し、事後に役立てるための分析の重要性を説明できる。

５）医療機関における安全管理 XE "安全管理" \y "あんぜんかんり" 体制の在り方（事故報告書 XE "事故報告書" \y "じこほうこくしょ" 、インシデント・リポート XE "インシデント・リポート" \y "いんしでんと・りぽーと" 、リスク管理者 XE "リスク管理者" \y "りすくかんりしゃ" 、事故防止委員会 XE "事故防止委員会" \y "じこぼうしいいんかい" 、事故調査委員会 XE "事故調査委員会" \y "じこちょうさいいんかい" ）を概説できる。

６）医療の安全性確保 XE "安全性確保" \y "あんぜんせいかくほ" のための、職種・段階に応じた能力の向上を図ることができる。

（２）医療上の事故等への対処と予防 XE "医療上の事故等への対処と予防" \y "いりょうじょうのじことうへのたいしょとよぼ" 　

一般目標：
　医療上の事故等 XE "医療上の事故等" \y "いりょうじょうのじこなど" （インシデント（ヒヤリハット）、医療過誤等を含む。）が発生した場合の対処の仕方を学ぶ。

到達目標：
１）インシデント（ヒヤリハット）と医療過誤）の違いを説明できる。

２）医療上の事故等 XE "医療上の事故等" \y "いりょうじょうのじこなど" （インシデント（ヒヤリハット）、医療過誤）が発生したときの緊急処置や記録、報告について説明し、実践できる。

３）医療過誤に関連して医師に課せられた社会的責任と罰則規定（行政処分 XE "行政処分" \y "ぎょうせいしょぶん" 、民事責任 XE "民事責任" \y "みんじせきにん" 、刑事責任 XE "刑事責任" \y "けいじせきにん" ）を説明できる。

４）病理解剖、司法解剖 XE "司法解剖" \y "しほうかいぼう" 、行政解剖の役割と相違点について概説できる。

５）基本的予防策（ダブルチェック、チェックリスト法、薬品名称の改善、フェイルセイフ・フールプルーフの考え方など）について概説し、実践できる。

（３）医療従事者の健康と安全 XE "医療従事者の健康と安全" \y "いりょうじゅうじしゃのけんこうとあんぜ" 
一般目標：
　医療従事者が遭遇する危険性（感染を含む）について、基本的な予防・対処方法を学ぶ。

到達目標：
１）医療従事者の健康管理 XE "健康管理" \y "けんこうかんり" の重要性を説明できる。

２）標準予防策（Standard Precautions）の必要性を説明し、実行できる。

３）患者隔離の必要な場合について説明できる。

４）針刺し事故等に遭遇した際の対処の仕方を説明できる。

３　コミュニケーションとチーム医療 XE "コミュニケーションとチーム医療" \y "こみゅにけーしょんとちーむいりょ" 
（１）コミュニケーション XE "コミュニケーション" \y "こみゅにけーしょ" 
一般目標：
　医療の現場におけるコミュニケーション XE "コミュニケーション" \y "こみゅにけーしょん" の重要性を理解し、信頼関係 XE "信頼関係" \y "しんらいかんけい" の確立に役立つ能力を身につける。

到達目標：
1） コミュニケーション XE "コミュニケーション" \y "こみゅにけーしょん" の方法と技能（言語的と非言語的）を説明し、コミュニケーション XE "コミュニケーション" \y "こみゅにけーしょん" が態度 XE "態度" \y "たいど" あるいは行動に及ぼす影響を概説できる。

２）コミュニケーション XE "コミュニケーション" \y "こみゅにけーしょん" を通じて良好な人間関係を築くことができる。

（２）患者と医師の関係 XE "患者と医師の関係" \y "かんじゃといしのかんけ" 
一般目標：
　患者と医師の良好な関係を築くために、患者の個別的背景を理解し、問題点を把握する能力を身につける。

到達目標：
１）患者と家族 XE "家族" \y "かぞく" の精神的・身体的苦痛 XE "精神的・身体的苦痛" \y "せいしんてき・しんたいてきくつう" に十分配慮できる。

２）患者に分かりやすい言葉 XE "分かりやすい言葉" \y "わかりやすいことば" で対話できる。

３）患者の心理的 XE "心理的背景" \y "しんりてきはいけい" および社会的背景 XE "社会的背景" \y "しゃかいてきはいけい" や自立した生活を送るための課題を把握し、抱える問題点を抽出・整理できる。

４）医療行為が患者と医師の契約的な信頼関係 XE "契約的な信頼関係" \y "けいやくてきなしんらいかんけい" にもとづいていることを説明できる。

5） 患者の要望 XE "患者の要望" \y "かんじゃのようぼう" （診察・転医・紹介）への対処の仕方を説明できる。

６）患者のプライバシー XE "プライバシー" \y "ぷらいばしー" に配慮できる。

７）患者情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適切な取扱ができる。

（３）チーム医療 XE "チーム医療" \y "ちーむいりょ" 
一般目標：
　チーム医療 XE "チーム医療" \y "ちーむいりょう" の重要性を理解し、医療従事者との連携 XE "医療従事者との連携" \y "いりょうじゅうじしゃとのれんけい" を図る能力を身につける。

到達目標：
１）医療チームの構成や各構成員の役割、連携と責任体制について説明し、チームの一員として参加できる。

２）自分の能力の限界を認識し、他の医療従事者に必要に応じて援助を求めることができる。

３）保健 XE "保健" \y "ほけん" 、医療、福祉 XE "福祉" \y "ふくし" と介護 XE "介護" \y "かいご" のチーム連携 XE "チーム連携" \y "ちーむれんけい" における医師の役割 XE "医師の役割" \y "いしのやくわり" を説明できる。

４）地域の保健 XE "保健" \y "ほけん" 、医療、福祉 XE "福祉" \y "ふくし" と介護活動とそのネットワーク XE "ネットワーク" \y "ねっとわーく" の状況を説明できる。

４　課題探究・解決と学習の在り方 XE "課題探究・解決と学習の在り方" \y "かだいたんきゅう・かいけつとがくしゅうのありか" 
（１）課題探求・解決能力 XE "課題探求・解決能力" \y "かだいたんきゅう・かいけつのうりょ" 
一般目標：
　自分の力で課題を発見し、自己学習 XE "自己学習" \y "じこがくしゅう" によってそれを解決するための能力を身につける。

到達目標：
１）必要な課題を自ら発見できる。

２）自分に必要な課題を、重要性・必要性に照らして順位づけできる。

３）課題を解決する具体的な方法を発見し、課題を解決できる。

４）課題の解決にあたって、他の学習者や教員と協力してよりよい解決方法を見出すことができる。

５）適切な自己評価 XE "自己評価" \y "じこひょうか" ができ、改善のための具体的方策を立てることができる。　

（２）学習の在り方 XE "学習の在り方" \y "がくしゅうのありか" 
一般目標：
　医学・医療に関連する情報を重要性と必要性にしたがって客観的・批判的に統合整理する基本的能力（知識、技能、態度 XE "態度" \y "たいど" ・行動）を身につける。

到達目標：
１）講義、国内外の教科書・論文、検索情報などの内容について、重要事項や問題点を抽出できる。

２）得られた情報を統合し、客観的・批判的に整理して自分の考えを分かりやすく表現できる。

３）実験・実習の内容を決められた様式にしたがって文書と口頭で発表できる。

４）後輩等への適切な指導が実践できる。

５）各自の興味に応じて選択制カリキュラム（医学研究等）に参加する。

（３）生涯学習への準備 XE "生涯学習への準備" \y "しょうがいがくしゅうへのじゅん" 
一般目標：
学問や科学技術 XE "科学技術" \y "かがくぎじゅつ" の進歩と社会 XE "社会" \y "しゃかい" の変化に対応した生涯学習者 XE "生涯学習者" \y "しょうがいがくしゅうしゃ" としての能力（知識、技能、態度 XE "態度" \y "たいど" ・行動）を身につける。

到達目標：
１）生涯学習 XE "生涯学習" \y "しょうがいがくしゅう" の重要性を説明できる。

２）生涯にわたる継続的学習に必要な情報を収集できる。
（４）医療の評価・検証と科学的研究 XE "医療の評価・検証と科学的研究" \y "いりょうのひょうか・けんしょうとかがくてきけんきゅ" 
一般目標：
　医療の改善のために不断の評価・検証と倫理的および患者の利益と安全に配慮した科学的研究が必要であることを学ぶ。

到達目標：
１）科学的根拠にもとづいた医療 XE "科学的根拠にもとづいた医療" \y "かがくてきこんきょにもとづいたいりょう" の評価 XE "医療の評価" \y "いりょうのひょうか" と検証の必要性を説明できる。

２）患者による医療の評価 XE "医療の評価" \y "いりょうのひょうか" の重要性を説明できる。

３）研究は、医学・医療の発展や患者の利益の増進のために行われるべきことを説明できる。

４）医療改善のための科学的研究（臨床研究 XE "臨床研究" \y "りんしょうけんきゅう" 、疫学研究、生命科学研究等）に参加する。
Ｂ　医学一般
１　個体の構成と機能
（１）細胞の基本構造と機能 XE "細胞の基本構造と機能" \y "さいぼうのきほんこうぞうときの" 
一般目標：
　細胞の微細構造と機能を理解する。

【細胞の構造】

（準備教育モデル・コア・カリキュラム参照）

【細胞膜 XE "細胞膜" \y "さいぼうまく" 】

到達目標：
1） 細胞膜 XE "細胞膜" \y "さいぼうまく" の構造と機能を説明できる。

2） 細胞内液 XE "細胞内液" \y "さいぼうないえき" ・外液 XE "細胞外液" \y "さいぼうがいえき" のイオン組成、浸透圧 XE "浸透圧" \y "しんとうあつ" と静止（膜）電位 XE "静止電位" \y "せいしでんい" を説明できる。

３）膜のイオンチャネル XE "膜のイオンチャネル" \y "まくのいおんちゃねる" 、ポンプ XE "ポンプ" \y "ぽんぷ" 、受容体 XE "受容体" \y "じゅようたい" と酵素 XE "酵素" \y "こうそ" の機能を概説できる。

４）細胞膜 XE "細胞膜" \y "さいぼうまく" を介する物質の能動 XE "能動輸送過程" \y "のうどうゆそうかてい" ・受動輸送過程 XE "受動輸送過程" \y "じゅどうゆそうかてい" を説明できる。

５）細胞膜 XE "細胞膜" \y "さいぼうまく" を介する分泌と吸収 XE "吸収" \y "きゅうしゅう" の過程を説明できる。

６）細胞接着 XE "細胞接着" \y "さいぼうせっちゃく" の仕組みを説明できる。

【細胞骨格 XE "細胞骨格" \y "さいぼうこっかく" と細胞運動 XE "細胞運動" \y "さいぼううんどう" 】

到達目標：
１）細胞骨格 XE "細胞骨格" \y "さいぼうこっかく" を構成するタンパク質 XE "タンパク質" \y "たんぱくしつ" とその機能を概説できる。

２）アクチンフィラメント XE "アクチンフィラメント" \y "あくちんふぃらめんと" 系による細胞運動 XE "細胞運動" \y "さいぼううんどう" を説明できる。

３）細胞内輸送システム XE "細胞内輸送システム" \y "さいぼうないゆそうしすてむ" を説明できる。

４）微小管 XE "微小管" \y "びしょうかん" の役割や機能を説明できる。

【細胞の増殖 XE "細胞の増殖" \y "さいぼうのぞうしょく" 】

到達目標：
１）細胞分裂 XE "細胞分裂" \y "さいぼうぶんれつ" について説明できる。

２）細胞周期 XE "細胞周期" \y "さいぼうしゅうき" の各期とその調節を概説できる。

３）減数分裂 XE "減数分裂" \y "げんすうぶんれつ" の過程とその意義を説明できる。

（２）組織・各臓器の構成、機能と位置関係 XE "組織・各臓器の構成、機能と位置関係" \y "そしき・かくぞうきのこうせい、きのうといちかんけ" 
一般目標：
　細胞集団 XE "細胞集団" \y "さいぼうしゅうだん" としての組織・臓器の構成、機能分化 XE "機能分化" \y "きのうぶんか" と方向用語 XE "方向用語" \y "ほうこうようご" を理解する。

【組織・各臓器の構造と機能】
到達目標：
１）上皮組織 XE "上皮組織" \y "じょうひそしき" と腺の構造と機能を説明できる。

２）支持組織 XE "支持組織" \y "しじそしき" を構成する細胞と細胞間質 XE "細胞間質" \y "さいぼうかんしつ" （線維成分 XE "線維成分" \y "せんいせいぶん" と基質 XE "基質" \y "きしつ" ）を説明できる。

３）血管 XE "血管" \y "けっかん" とリンパ管 XE "リンパ管" \y "りんぱかん" の微細構造と機能を説明できる。

４）神経組織 XE "神経組織" \y "しんけいそしき" の微細構造を説明できる。

５）筋組織 XE "筋組織" \y "きんそしき" について、骨格筋 XE "骨格筋" \y "こっかくきん" 、心筋 XE "心筋" \y "しんきん" 、平滑筋 XE "平滑筋" \y "へいかつきん" の構造と機能を対比して説明できる。

6） 組織の再生 XE "組織の再生" \y "そしきのさいせい" の機序を説明できる。

【器官 XE "器官" \y "きかん" の位置関係】
１）位置関係を方向用語 XE "方向用語" \y "ほうこうようご" （上下、前後、内・外側、浅深、頭・尾側、背・腹側）で説明できる。

（３）個体の調節機構とホメオスターシス XE "個体の調節機構とホメオスターシス" \y "こたいのちょうせつきこうとほめおすたーし" 
一般目標：
生体の恒常性 XE "生体の恒常性" \y "せいたいのこうじょうせい" を維持するための情報伝達 XE "情報伝達" \y "じょうほうでんたつ" と生体防御 XE "生体防御" \y "せいたいぼうぎょ" の機序を理解する。

【情報伝達 XE "情報伝達" \y "じょうほうでんたつ" の機序】

①情報伝達 XE "情報伝達" \y "じょうほうでんたつ" の基本

到達目標：

１）情報伝達 XE "情報伝達" \y "じょうほうでんたつ" の種類と機能を説明できる。

２）受容体 XE "受容体" \y "じゅようたい" による情報伝達 XE "情報伝達" \y "じょうほうでんたつ" の機序を説明できる。

３）細胞内シグナル伝達過程 XE "細胞内シグナル伝達過程" \y "さいぼうないしぐなるでんたつかてい" を説明できる。

４）生体 XE "生体" \y "せいたい" 内におけるカルシウムイオン XE "カルシウムイオン" \y "かるしうむいおん" の多様な役割を説明できる。

②神経 XE "神経" \y "しんけい" による情報伝達 XE "情報伝達" \y "じょうほうでんたつ" の基礎

到達目標：

１）活動電位 XE "活動電位" \y "かつどうでんい" の発生機構と伝導を説明できる。

２）シナプス XE "シナプス" \y "しなぷす" （神経 XE "神経" \y "しんけい" ・筋接合部 XE "筋接合部" \y "きんせつごうぶ" を含む）の形態とシナプス伝達 XE "シナプス伝達" \y "しなぷすでんたつ" の機能（興奮性 XE "興奮性" \y "こうふんせい" 、抑制性 XE "抑制性" \y "よくせいせい" ）と可塑性 XE "可塑性" \y "かそせい" を説明できる。

３）軸索輸送 XE "軸索輸送" \y "じくさくゆそう" 、軸索の変性 XE "軸索の変性" \y "じくさくのへんせい" と再生 XE "再生" \y "さいせい" を説明できる。

４）刺激に対する感覚受容 XE "感覚受容" \y "かんかくじゅよう" の種類と機序を説明できる。

５）反射（弓） XE "反射（弓）" \y "はんしゃ（ゆみ）" を説明できる。

【生体防御 XE "生体防御" \y "せいたいぼうぎょ" の機序】

到達目標：
１）生体 XE "生体" \y "せいたい" の非特異的防御機構 XE "非特異的防御機構" \y "ひとくいてきぼうぎょきこう" を説明できる。

２）特異的防御機構 XE "特異的防御機構" \y "とくいてきぼうぎょきこう" である免疫系 XE "免疫系" \y "めんえきけい" の役割を説明できる。

３）体液性 XE "体液性免疫" \y "たいえきせいめんえき" と細胞性免疫 XE "細胞性免疫" \y "さいぼうせいめんえき" 応答を説明できる。

【ホメオスターシス XE "ホメオスターシス" \y "ほめおすたーしす" 】

到達目標：
１）生体 XE "生体" \y "せいたい" の恒常性維持 XE "恒常性維持" \y "こうじょうせいいじ" と適応を説明できる。

２）恒常性維持 XE "恒常性維持" \y "こうじょうせいいじ" のための調節機構 XE "調節機構" \y "ちょうせつきこう" （ネガティブフィードバック調節 XE "ネガティブフィードバック調節" \y "ねがてぃぶふぃーどばっくちょうせつ" ）を説明できる。

３）体温 XE "体温" \y "たいおん" の恒常性維持 XE "恒常性維持" \y "こうじょうせいいじ" の重要性とその調節機序を説明できる。

４）体液ｐH XE "体液ｐH" \y "たいえきぺーはー" の重要性と緩衝系を説明できる。

５）生体機能 XE "生体機能" \y "せいたいきのう" や体内環境 XE "体内環境" \y "たいないかんきょう" のリズム性変化 XE "リズム性変化" \y "りずむせいへんか" を説明できる。

（４）個体の発生 XE "個体の発生" \y "こたいのはっせ" 
一般目標：
個体と器官 XE "器官" \y "きかん" が形成される発生過程を理解する。

到達目標：
１）配偶子 XE "配偶子" \y "はいぐうし" の形成から出生 XE "出生" \y "しゅっしょう" に至る一連の経過と胚形成 XE "胚形成" \y "はいけいせい" の全体像を説明できる。

２）体節 XE "体節" \y "たいせつ" の形成と分化 XE "分化" \y "ぶんか" を説明できる。

３）体幹 XE "体幹" \y "たいかん" と四肢の骨格 XE "四肢の骨格" \y "ししのこっかく" と筋の形成過程 XE "筋の形成過程" \y "きんのけいせいかてい" を概説できる。

４）消化 XE "消化" \y "しょうか" ・呼吸器系 XE "呼吸器系" \y "こきゅうきけい" 各器官 XE "器官" \y "きかん" の形成過程を概説できる。

５）心血管系 XE "心血管系" \y "しんけっかんけい" の形成過程を説明できる。

６）泌尿生殖器系各器官 XE "器官" \y "きかん" の形成過程を概説できる。  

７）胚内体腔 XE "胚内体腔" \y "はいないたいこう" の形成過程を概説できる。

８）鰓弓 XE "鰓弓" \y "しきゅう" ・鰓嚢 XE "鰓嚢" \y "しのう" の分化 XE "分化" \y "ぶんか" と頭・頸部 XE "頭・頸部" \y "とうけいぶ" と顔面 XE "顔面" \y "がんめん" ・口腔 XE "口腔" \y "こうこう" の形成過程を概説できる。

９）神経管 XE "神経管" \y "しんけいかん" の分化 XE "分化" \y "ぶんか" と脳 XE "脳" \y "のう" 、脊髄 XE "脊髄" \y "せきずい" 、視覚器 XE "視覚器" \y "しかくき" 、平衡聴覚器 XE "平衡聴覚器" \y "へいこうちょうかくき" と自律神経系 XE "自律神経系" \y "じりつしんけいけい" の形成過程を概説できる。

（５）生体物質の代謝 XE "生体物質の代謝" \y "せいたいぶっしつのたいし" 
一般目標：
生体物質の代謝 XE "生体物質の代謝" \y "せいたいぶっしつのたいしゃ" の動態を理解する。

到達目標：


１）酵素 XE "酵素" \y "こうそ" の機能と調節について説明できる。

２）解糖 XE "解糖" \y "かいとう" の経路と調節機構 XE "調節機構" \y "ちょうせつきこう" を説明できる。

３）クエン酸回路 XE "クエン酸回路" \y "くえんさんかいろ" を説明できる。

４）電子伝達系 XE "電子伝達系" \y "でんしでんたつけい" と酸化的リン酸化 XE "酸化的リン酸化" \y "さんかてきりんさんか" を説明できる。

5） 糖新生 XE "糖新生" \y "とうしんせい" の経路と調節機構 XE "調節機構" \y "ちょうせつきこう" を説明できる。

６）グリコーゲン XE "グリコーゲン" \y "ぐりこーげん" の合成と分解の経路を説明できる。

７）五炭糖リン酸 XE "五炭糖リン酸" \y "ごはいとうりんさん" 回路の意義を説明できる。

８）脂質 XE "脂質" \y "ししつ" の合成と分解を説明できる。

９）リポタンパク XE "リポタンパク" \y "りぽたんぱく" の構造と代謝 XE "代謝" \y "たいしゃ" を説明できる。

10）タンパク質 XE "タンパク質" \y "たんぱくしつ" の合成と分解を説明できる。

11）アミノ酸 XE "アミノ酸" \y "あみのさん" の異化 XE "異化" \y "いか" と尿素合成 XE "尿素合成" \y "にょうそごうせい" の経路を概説できる。

12）ヘム・ポルフィリン XE "ヘム・ポルフィリン" \y "へむ・ぽるふぃりん" の代謝 XE "代謝" \y "たいしゃ" を説明できる。

13）ヌクレオチド XE "ヌクレオチド" \y "ぬくれおちど" の合成・異化 XE "異化" \y "いか" ・再利用経路 XE "再利用経路" \y "さいりようけいろ" を説明できる。

14）フリーラジカル XE "フリーラジカル" \y "ふりーらじかる" の発生と作用を説明できる。

15）ビタミン XE "ビタミン" \y "びたみん" の種類と機能を説明できる。

16）空腹時 XE "空腹時" \y "くうふくじ" （飢餓 XE "飢餓" \y "きが" ）、食後 XE "食後" \y "しょくご" （過食時 XE "過食時" \y "かしょくじ" ）と運動時 XE "運動時" \y "うんどうじ" における代謝 XE "代謝" \y "たいしゃ" を説明できる。

（６）遺伝と遺伝子 XE "遺伝と遺伝子" \y "いでんといでん" 
一般目標：
　遺伝子 XE "遺伝子" \y "いでんし" からタンパク質 XE "タンパク質" \y "たんぱくしつ" への流れにもとづいて生命現象 XE "生命現象" \y "せいめいげんしょう" を学び、遺伝子工学 XE "遺伝子工学" \y "いでんしこうがく" の手法と応用やヒトゲノム XE "ヒトゲノム" \y "ひとげのむ" の解析を理解する。

到達目標：
1） 遺伝子 XE "遺伝子" \y "いでんし" と染色体 XE "染色体" \y "せんしょくたい" の構造を説明できる。

2） ゲノム XE "ゲノム" \y "げのむ" と遺伝子 XE "遺伝子" \y "いでんし" の関係が説明できる。

３）DNA XE "DNA" の合成、複製 XE "複製" \y "ふくせい" と修復 XE "修復" \y "しゅうふく" を説明できる。

４）DNA XE "DNA" からRNA XE "RNA" を経てタンパク質合成 XE "タンパク質合成" \y "たんぱくしつごうせい" に至る遺伝情報 XE "遺伝情報" \y "いでんじょうほう" の変換過程を説明できる。

５）プロモーター XE "プロモーター" \y "ぷろもーたー" 、転写因子 XE "転写因子" \y "てんしゃいんし" などによる遺伝子発現 XE "遺伝子発現" \y "いでんしはつげん" の調節を説明できる

６）PCR XE "PCR" の原理とその方法を説明できる。

７）ゲノム解析にもとづくDNA XE "DNA" レベルの個人差を説明できる。

２　個体の反応 XE "個体の反応" \y "こたいのはんの" 
（１）生体と微生物 XE "生体と微生物" \y "せいたいとびせいぶ" 
一般目標：
各種微生物 XE "微生物" \y "びせいぶつ" の基本的性状、病原性 XE "病原性" \y "びょうげんせい" とそれによって生じる病態 XE "病態" \y "びょうたい" を理解する。

【ウイルス XE "ウイルス" \y "ういるす" の基本的性状と病原性 XE "病原性" \y "びょうげんせい" 】

到達目標： 

１）ウイルス粒子 XE "ウイルス粒子" \y "ういるすりゅうし" の構造を図示し、各部の機能を説明できる。

２）構造と性状によりウイルス XE "ウイルス" \y "ういるす" を分類できる。

３）DNAゲノム XE "DNAゲノム" とRNAゲノム XE "RNAゲノム" の複製 XE "複製" \y "ふくせい" ・転写 XE "転写" \y "てんしゃ" を一般化し、説明できる。

４）ウイルス XE "ウイルス" \y "ういるす" の吸着 XE "吸着" \y "きゅうちゃく" 、侵入 XE "侵入" \y "しんにゅう" 、複製 XE "複製" \y "ふくせい" 、成熟 XE "成熟" \y "せいじゅく" と放出 XE "放出" \y "ほうしゅつ" の各過程を説明できる。

５）ウイルス感染細胞 XE "ウイルス感染細胞" \y "ういるすかんせんさいぼう" に起こる変化を説明できる。

６）ウイルス感染 XE "ウイルス感染" \y "ういるすかんせん" の種特異性 XE "種特異性" \y "しゅとくいせい" 、組織特異性 XE "組織特異性" \y "そしきとくいせい" と病原性 XE "病原性" \y "びょうげんせい" を説明できる。

７）主な感染様式 XE "感染様式" \y "かんせんようしき" の具体例を説明できる。

【ウイルス感染 XE "ウイルス感染" \y "ういるすかんせん" に対する生体反応 XE "生体反応" \y "せいたいはんのう" ・予防】

到達目標：
１）ウイルス XE "ウイルス" \y "ういるす" に対する中和反応 XE "中和反応" \y "ちゅうわはんのう" と細胞性免疫 XE "細胞性免疫" \y "さいぼうせいめんえき" を説明できる。

２）ワクチン XE "ワクチン" \y "わくちん" によるウイルス感染症予防 XE "ウイルス感染症予防" \y "ういるすかんせんしょうよぼう" の原理を説明できる。

３）ワクチン XE "ワクチン" \y "わくちん" の種類と問題点を説明できる。

【各種のウイルス XE "ウイルス" \y "ういるす" の特徴と病原性 XE "病原性" \y "びょうげんせい" 】

到達目標：
１）主なDNAウイルス XE "DNAウイルス" （サイトメガロウイルス〈CMV XE "CMV" 〉、Epstein-Barr ウイルス〈EBV XE "EBV" 〉、アデノウイルス XE "アデノウイルス" \y "あでのういるす" 、パルボウイルスB19 XE "パルボウイルスB19"  、ヒトヘルペスウイルス XE "ヒトヘルペスウイルス" \y "ひとへるぺすういるす" 、B型肝炎ウイルス XE "B型肝炎ウイルス" \y "Bがたかんえんういるす" 、パピローマウイルス）が引き起こす疾患名を列挙できる。

２）主なRNAウイルス XE "RNAウイルス" （インフルエンザウイルス XE "インフルエンザウイルス" \y "いんふるえんざういるす" 、麻疹ウイルス XE "麻疹ウイルス" \y "はしかういるす" 、ムンプスウイルス XE "ムンプスウイルス" \y "むんぷすういるす" 、風疹ウイルス、ポリオウイルス XE "ポリオウイルス" \y "ぽりおういるす" 、コクサッキーウイルス XE "コクサッキーウイルス" \y "こくさっきーういるす" 、エコーウイルス XE "エコーウイルス" \y "えこーういるす" 、ライノウイルス XE "ライノウイルス" \y "らいのういるす" 、Ａ型肝炎ウイルス XE "Ａ型肝炎ウイルス" \y "Ａがたかんえんういるす" 、C型肝炎ウイルス XE "C型肝炎ウイルス" ）が引き起こす疾患名を列挙できる。

３）レトロウイルス XE "レトロウイルス" \y "れとろういるす" （HIV XE "HIV" ）の特性と一般ゲノム構造 XE "一般ゲノム構造" \y "いっぱんげのむこうぞう" を説明し、分類できる。

【細菌 XE "細菌" \y "さいきん" ・真菌 XE "真菌" \y "しんきん" 】

到達目標：
１）細菌 XE "細菌" \y "さいきん" の構造を図示し、形態と染色性により分類できる。

２）細菌 XE "細菌" \y "さいきん" の感染経路 XE "感染経路" \y "かんせんけいろ" を分類し、説明できる。

３）細菌 XE "細菌" \y "さいきん" が疾病を引き起こす機序を説明できる。

４）外毒素 XE "外毒素" \y "げどくそ" と内毒素 XE "内毒素" \y "ないどくそ" について説明できる。

５）グラム陽性球菌 XE "グラム陽性球菌" \y "ぐらむようせいきゅうきん" （ブドウ球菌 XE "ブドウ球菌" \y "ぶどうきゅうきん" 、レンサ球菌 XE "レンサ球菌" \y "れんさきゅうきん" ）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。

６）グラム陰性球菌 XE "グラム陰性球菌" \y "ぐらむいんせいきゅうきん" （淋菌 XE "淋菌" \y "りんきん" 、髄膜炎菌 XE "髄膜炎菌" \y "ずいまくえんきん" ）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。

７）グラム陽性桿菌 XE "グラム陽性桿菌" \y "ぐらむようせいかんきん" （破傷風菌 XE "破傷風菌" \y "はしょうふうきん" 、ガス壊疽菌 XE "ガス壊疽菌" \y "がすえそきん" 、ボツリヌス菌 XE "ボツリヌス菌" \y "ぼつりぬすきん" 、ジフテリア菌 XE "ジフテリア菌" \y "じふてりあきん" ）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。

８）グラム陰性桿菌 XE "グラム陰性桿菌" \y "ぐらむいんせいかんきん" （大腸菌 XE "大腸菌" \y "だいちょうきん" 、赤痢菌 XE "赤痢菌" \y "せきりきん" 、サルモネラ菌 XE "サルモネラ菌" \y "さるもねらきん" 、チフス菌 XE "チフス菌" \y "ちふすきん" 、ペスト菌 XE "ペスト菌" \y "ぺすときん" 、コレラ菌 XE "コレラ菌" \y "これらきん" 、百日咳菌 XE "百日咳菌" \y "ひゃくにちぜききん" 、腸炎ビブリオ菌 XE "腸炎ビブリオ菌" \y "ちょうえんびぶりおきん" 、緑膿菌 XE "緑膿菌" \y "りょくのうきん" 、ブルセラ菌 XE "ブルセラ菌" \y "ぶるせらきん" 、レジオネラ菌 XE "レジオネラ菌" \y "れじおねらきん" 、インフルエンザ菌 XE "インフルエンザ菌" \y "いんふるえんざきん" ）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。

９）グラム陰性スピリルム属病原菌 XE "グラム陰性スピリルム属病原菌" \y "ぐらむいんせいすぴりるむぞくびょうげんきん" （ヘリコバクター・ピロリ XE "ヘリコバクター・ピロリ" \y "へりこばくたー・ぴろり" ）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。

10）抗酸菌 XE "抗酸菌" \y "こうさんきん" （結核菌 XE "結核菌" \y "けっかくきん" 、非結核性（非定型）抗酸菌 XE "非結核性（非定型）抗酸菌" \y "ひけっかくせい（ひていけい）こうさんきん" ）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。

11）真菌 XE "真菌" \y "しんきん" （アスペルギルス XE "アスペルギルス" \y "あすぺるぎるす" 、クリプトコッカス XE "クリプトコッカス" \y "くりぷとこっかす" 、カンジダ XE "カンジダ" \y "かんじだ" 、ムコール XE "ムコール" \y "むこーる" ）の微生物学的特徴とそれが引き起こす疾

　　患を列挙できる。

12）スピロヘータ XE "スピロヘータ" \y "すぴろへーた" 、マイコプラズマ XE "マイコプラズマ" \y "まいこぷらずま" 、リケッチア XE "リケッチア" \y "りけっちあ" 、クラミジア XE "クラミジア" \y "くらみじあ" の微生物学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙

　　できる。

【寄生虫 XE "寄生虫" \y "きせいちゅう" 】

到達目標：
１）原虫類 XE "原虫類" \y "げんちゅうるい" ・蠕虫類 XE "蠕虫類" \y "ぜんちゅうるい" の分類および形態学的特徴を説明できる。

２）寄生虫の生活史 XE "寄生虫の生活史" \y "きせいちゅうのせいかつし" 、感染経路 XE "感染経路" \y "かんせんけいろ" と感染疫学 XE "感染疫学" \y "かんせんえきがく" 的意義を説明できる。

３）寄生虫感染宿主 XE "寄生虫感染宿主" \y "きせいちゅうかんせんやどぬし" の生体防御 XE "生体防御" \y "せいたいぼうぎょ" の特徴を説明できる。

４）日和見寄生虫症 XE "日和見寄生虫症" \y "ひよりみきせいちゅうしょう" と寄生虫症 XE "寄生虫症" \y "きせいちゅうしょう" の重症化を説明できる。

５）各臓器・器官 XE "器官" \y "きかん" の主な寄生虫症 XE "寄生虫症" \y "きせいちゅうしょう" を説明できる。

６）人畜共通寄生虫症 XE "人畜共通寄生虫症" \y "じんちくきょうつうきせいちゅうしょう" を説明できる。

７）寄生虫症 XE "寄生虫症" \y "きせいちゅうしょう" の診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と予防の概要を説明できる。

（２）免疫と生体防御 XE "免疫と生体防御" \y "めんえきとせいたいぼうぎ" 
一般目標：
免疫系 XE "免疫系" \y "めんえきけい" の機構を分子レベル XE "分子レベル" \y "ぶんしれべる" で理解し、病原体 XE "病原体" \y "びょうげんたい" に対する免疫反応 XE "免疫反応" \y "めんえきはんのう" 、主な自己免疫疾患 XE "自己免疫疾患" \y "じこめんえきしっかん" 、先天性 XE "先天性免疫不全症" \y "せんてんせいめんえきふぜんしょう" および後天性免疫不全症 XE "後天性免疫不全症" \y "こうてんせいめんえきふぜんしょう" とがん細胞に対する免疫系 XE "免疫系" \y "めんえきけい" の反応を理解する。

【免疫系の一般特性 XE "免疫系の一般特性" \y "めんえきけいのいっぱんとくせい" 】

到達目標：
1） 生体防御機構 XE "生体防御機構" \y "せいたいぼうぎょきこう" における免疫系 XE "免疫系" \y "めんえきけい" の特徴（特異性 XE "特異性" \y "とくいせい" 、多様性 XE "多様性" \y "たようせい" 、寛容 XE "寛容" \y "かんよう" 、記憶 XE "記憶" \y "きおく" ）を説明できる。

2） 免疫反応 XE "免疫反応" \y "めんえきはんのう" に関わる組織と細胞を説明できる。

３）免疫学的自己 XE "免疫学的自己" \y "めんえきがくてきじこ" の確立と破綻を説明できる。

４）自然免疫 XE "自然免疫" \y "しぜんめんえき" と獲得免疫 XE "獲得免疫" \y "かくとくめんえき" の違いを説明できる。

【自己 XE "自己" \y "じこ" と非自己 XE "非自己" \y "ひじこ" の識別に関与する分子とその役割】

到達目標：
１）MHCクラスI XE "MHCクラスI" とクラスII XE "MHCクラスⅡ" の基本構造、抗原提示経路 XE "抗原提示経路" \y "こうげんていじけいろ" の違いを説明できる。

２）免疫グロブリン XE "免疫グロブリン" \y "めんえきぐろぶりん" とT細胞抗原レセプター XE "T細胞抗原レセプター" の構造と反応様式を説明できる。

３）免疫グロブリン XE "免疫グロブリン" \y "めんえきぐろぶりん" とT細胞抗原レセプター遺伝子 XE "T細胞抗原レセプター遺伝子" の構造と遺伝子再構成 XE "遺伝子再構成" \y "いでんしさいこうせい" にもとづき、多様性獲得 XE "多様性獲得" \y "たようせいかくとく" の機構を説明できる。

４）自己 XE "自己" \y "じこ" と非自己 XE "非自己" \y "ひじこ" の識別機構の確立と免疫学的寛容 XE "免疫学的寛容" \y "めんえきがくてきかんよう" を概説できる。

【免疫反応 XE "免疫反応" \y "めんえきはんのう" の調節機構 XE "調節機構" \y "ちょうせつきこ" 】

到達目標：
１）抗原レセプター XE "抗原レセプター" \y "こうげんれせぷたー" からのシグナル XE "シグナル" \y "しぐなる" を増強あるいは減弱する調節機構 XE "調節機構" \y "ちょうせつきこう" を概説できる。

２）代表的なサイトカイン XE "サイトカイン" \y "さいとかいん" ・ケモカイン XE "ケモカイン" \y "けもかいん" の特徴を説明できる。

3） Th1/Th2細胞 XE "Th1/Th2細胞" それぞれが担当する生体防御反応 XE "生体防御反応" \y "せいたいぼうぎょはんのう" を説明できる。

【疾患と免疫 XE "免疫" \y "めんえき" 】
到達目標：
1） ウイルス、細菌 XE "細菌" \y "さいきん" と寄生虫 XE "寄生虫" \y "きせいちゅう" に対する免疫応答 XE "免疫応答" \y "めんえきおうとう" の特徴を説明できる。

2） 先天性免疫不全症 XE "先天性免疫不全症" \y "せんてんせいめんえきふぜんしょう" と後天性免疫不全症 XE "後天性免疫不全症" \y "こうてんせいめんえきふぜんしょう" を概説できる。

3） 免疫寛容 XE "免疫寛容" \y "めんえきかんよう" の維持機構とその破綻による自己免疫疾患 XE "自己免疫疾患" \y "じこめんえきしっかん" の発症を概説できる。

4） アレルギー発症の機序を概説できる。

5） がん免疫に関わる細胞性機序を概説できる。

（３）生体と放射線・電磁波・超音波 XE "生体と放射線・電磁波・超音波" \y "せいたいとほうしゃせん・でんじは・ちょうおん" 
一般目標：
　医学・医療の分野に広く応用されている放射線 XE "放射線" \y "ほうしゃせん" や放射線 XE "放射線" \y "ほうしゃせん" 以外の電磁波 XE "電磁波" \y "でんじは" などの医学への応用について理解する。

【放射線 XE "放射線" \y "ほうしゃせん" と生物】

到達目標：
１）放射線 XE "放射線" \y "ほうしゃせん" と放射能 XE "放射能" \y "ほうしゃのう" の種類、性質と単位を説明できる

２）放射線 XE "放射線" \y "ほうしゃせん" の人体への急性効果 XE "急性効果" \y "きゅうせいこうか" と晩発効果 XE "晩発効果" \y "ばんはつこうか" を説明できる。

３）種々の正常組織 XE "正常組織" \y "せいじょうそしき" の放射線感受性 XE "放射線感受性" \y "ほうしゃせんかんじゅせい" の違いを説明できる。

４）放射線 XE "放射線" \y "ほうしゃせん" の細胞への作用と放射線 XE "放射線" \y "ほうしゃせん" による細胞死 XE "細胞死" \y "さいぼうし" の機序を説明できる。

（４）生体と薬物 XE "生体と薬物" \y "せいたいとやくぶ" 
一般目標：
　薬物 XE "薬物" \y "やくぶつ" ・毒物 XE "毒物" \y "どくぶつ" の生体 XE "生体" \y "せいたい" への作用について、個体・細胞・分子のレベルにおける作用機序と、生体 XE "生体" \y "せいたい" と薬物分子との相互作用を理解し、的確な薬物療法を行うための基本的な考え方を学ぶ。

【薬理作用 XE "薬理作用" \y "やくりさよう" の基本】

到達目標：

1） 薬物 XE "薬物" \y "やくぶつ" ・毒物 XE "毒物" \y "どくぶつ" の濃度反応曲線 XE "濃度反応曲線" \y "のうどはんのうきょくせん" を描き、その決定因子を説明できる。

2） 薬物 XE "薬物" \y "やくぶつ" の受容体結合 XE "受容体結合" \y "じゅようたいけつごう" と薬理作用 XE "薬理作用" \y "やくりさよう" との定量的関連性を理解し、活性薬 XE "活性薬" \y "かっせいやく" と拮抗薬 XE "拮抗薬" \y "きっこうやく" を説明できる。

3） 薬物 XE "薬物" \y "やくぶつ" ・毒物 XE "毒物" \y "どくぶつ" の用量反応曲線 XE "用量反応曲線" \y "ようりょうはんのうきょくせん" を描き、有効量 XE "有効量" \y "ゆうこうりょう" ・中毒量 XE "中毒量" \y "ちゅうどくりょう" ・致死量 XE "致死量" \y "ちしりょう" の関係を説明できる。

【薬物 XE "薬物" \y "やくぶつ" の動態】

到達目標：

1） 薬物 XE "薬物" \y "やくぶつ" ・毒物 XE "毒物" \y "どくぶつ" の吸収 XE "吸収" \y "きゅうしゅう" 、分布 XE "分布" \y "ぶんぷ" 、代謝 XE "代謝" \y "たいしゃ" と排泄 XE "排泄" \y "はいせつ" を説明できる。

2） 薬物 XE "薬物" \y "やくぶつ" の生体膜通過 XE "生体膜通過" \y "せいたいまくつうか" に影響する因子を説明できる。

3） 薬物投与方法 XE "薬物投与方法" \y "やくぶつとうよほうほう" を列挙し、それぞれの薬物動態 XE "薬物動態" \y "やくぶつどうたい" を説明できる。

【薬物の評価 XE "薬物の評価" \y "やくぶつのひょうか" 】

到達目標：

１）薬物の評価 XE "薬物の評価" \y "やくぶつのひょうか" におけるプラセボ XE "プラセボ" \y "ぷらせぼ" の意義を説明できる。

３　病因と病態
（１）遺伝子異常と疾患・発生発達異常 XE "遺伝子異常と疾患・発生発達異常" \y "いでんしいじょうとしっかん・はっせいはったついじょ" 
一般目標：
　遺伝子 XE "遺伝子" \y "いでんし" ・染色体異常 XE "染色体異常" \y "せんしょくたいいじょう" と発生発達異常 XE "発生発達異常" \y "はっせいはったついじょう" や疾患の発生との関連を理解する。

到達目標：
１）胚（生殖）細胞 XE "胚（生殖）細胞" \y "はい（せいしょく）さいぼう" と体細胞 XE "体細胞" \y "たいさいぼう" 、それぞれにおける遺伝子異常 XE "遺伝子異常" \y "いでんしいじょう" が引き起こす疾患の相違点を説明できる。

２）メンデル遺伝 XE "メンデル遺伝" \y "めんでるいでん" の３つの様式を説明し、代表的な遺伝性疾患を列挙できる。

３）多因子遺伝 XE "多因子遺伝" \y "たいんしいでん" が病因となる疾患を列挙し、その特徴を説明できる。

４）染色体異常 XE "染色体異常" \y "せんしょくたいいじょう" による疾患の中で主なものを挙げ、概説できる。

５）個体の発達異常 XE "発達異常" \y "はったついじょう" における遺伝因子 XE "遺伝因子" \y "いでんいんし" と環境因子 XE "環境因子" \y "かんきょういんし" の関係を概説できる。

６）ミトコンドリア遺伝子の変異 XE "ミトコンドリア遺伝子の変異" \y "みとこんどりあいでんしのへんい" による疾患を例示できる。

　　

（２）細胞傷害・変性と細胞死 XE "細胞傷害・変性と細胞死" \y "さいぼうしょうがい・へんせいとさいぼう" 
一般目標：
　細胞傷害 XE "細胞傷害" \y "さいぼうしょうがい" ・変性と細胞死 XE "細胞死" \y "さいぼうし" の病因と細胞・組織の形態的変化を理解する。
到達目標：
１）細胞傷害 XE "細胞傷害" \y "さいぼうしょうがい" ・変性と細胞死 XE "細胞死" \y "さいぼうし" の多様性 XE "多様性" \y "たようせい" 、病因と意義を説明できる。

２）細胞傷害 XE "細胞傷害" \y "さいぼうしょうがい" ・変性と細胞死 XE "細胞死" \y "さいぼうし" の細胞と組織の形態的変化の特徴を説明できる。

３）ネクローシス XE "ネクローシス" \y "ねくろーしす" とアポトーシス XE "アポトーシス" \y "あぽとーしす" の違いを説明できる。

（３）代謝障害 XE "代謝障害" \y "たいしゃしょうが" 
一般目標
糖質 XE "糖質" \y "とうしつ" 、タンパク質 XE "タンパク質" \y "たんぱくしつ" 、脂質 XE "脂質" \y "ししつ" などの代謝異常 XE "代謝異常" \y "たいしゃいじょう" によって生じる多様な疾患について理解する。

到達目標：
１）糖質代謝異常 XE "糖質代謝異常" \y "とうしつたいしゃいじょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）タンパク質 XE "タンパク質代謝異常" \y "たんぱくしつたいしゃいじょう" ・アミノ酸代謝異常 XE "アミノ酸代謝異常" \y "あみのさんたいしゃいじょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

３）脂質代謝異常 XE "脂質代謝異常" \y "ししつたいしゃいじょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

４）核酸・ヌクレオチド代謝異常 XE "ヌクレオチド代謝異常" \y "ぬくれおちどたいしゃいじょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

５）無機質代謝異常 XE "無機質代謝異常" \y "むきしつたいしゃいじょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

（４）循環障害 XE "循環障害" \y "じゅんかんしょうが" 
一般目標：
　循環障害 XE "循環障害" \y "じゅんかんしょうがい" の病因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を理解する。
到達目標：
１）虚血 XE "虚血" \y "きょけつ" 、充血 XE "充血" \y "じゅうけつ" 、うっ血 XE "うっ血" \y "うっけつ" と血行静止 XE "血行静止" \y "けっこうせいし" の違いとそれぞれの病因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）出血 XE "出血" \y "しゅっけつ" の原因と止血 XE "止血" \y "しけつ" の機構を説明できる。

３）血栓症 XE "血栓症" \y "けっせんしょう" の病因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

４）塞栓 XE "塞栓" \y "そくせん" の種類と経路や塞栓症 XE "塞栓症" \y "そくせんしょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

５）梗塞 XE "梗塞" \y "こうそく" の種類と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

　　

（５）炎症と創傷治癒 XE "炎症と創傷治癒" \y "えんしょうとそうしょうち" 
一般目標：
　炎症 XE "炎症" \y "えんしょう" の概念と感染症 XE "感染症" \y "かんせんしょう" との関係、またそれらの治癒過程を理解する。
到達目標：
１）炎症 XE "炎症" \y "えんしょう" の定義を説明できる。

２）炎症 XE "炎症" \y "えんしょう" の分類、組織形態学的変化と経時的変化を説明できる。

３）感染症による炎症性変化 XE "感染症による炎症性変化" \y "かんせんしょうによるえんしょうせいへんか" を説明できる。

４）創傷治癒の過程を概説できる。

Ｃ　人体各器官の正常構造と機能、病態、診断、治療

１　血液・造血器・リンパ系 XE "血液・造血器・リンパ系" \y "けつえき・ぞうけつき・りんぱけ" 
一般目標：
血液 XE "血液" \y "けつえき" ・造血器 XE "造血器" \y "ぞうけつき" ・リンパ系 XE "リンパ系" \y "りんぱけい" の構造と機能を理解し、主な疾患の病因、病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。
（１）構造と機能 XE "構造と機能" \y "こうぞうときの" 
到達目標：
１）骨髄 XE "骨髄" \y "こつずい" の構造を説明できる。

２）造血幹細胞 XE "造血幹細胞" \y "ぞうけつかんさいぼう" から各血球 XE "血球" \y "けっきゅう" への分化 XE "分化" \y "ぶんか" と成熟 XE "成熟" \y "せいじゅく" の過程を説明できる。

３）脾臓 XE "脾臓" \y "ひぞう" 、胸腺リンパ節 XE "胸腺リンパ節" \y "きょうせんりんぱせつ" 、扁桃 XE "扁桃" \y "へんとう" とパイエル板 XE "パイエル板" \y "ぱいえるばん" の構造と機能を説明できる。

４）血漿タンパク質 XE "血漿タンパク質" \y "けっしょうたんぱくしつ" の種類と機能を説明できる。

５）赤血球 XE "赤血球" \y "せっけっきゅう" とヘモグロビン XE "ヘモグロビン" \y "へもぐろびん" の構造と機能を説明できる。

６）白血球 XE "白血球" \y "はっけっきゅう" の種類と機能を説明できる。

７）血小板 XE "血小板" \y "けっしょうばん" の機能と止血 XE "止血" \y "しけつ" や凝固 XE "凝固" \y "ぎょうこ" ・線溶 XE "線溶" \y "せんよう" の機序を説明できる。

（２）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（検査はＥ２、身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）

１）血漿タンパク質 XE "血漿タンパク質" \y "けっしょうたんぱくしつ" の基準値 XE "基準値" \y "きじゅんち" とその変化の意義を説明できる。

（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
　（【発熱 XE "発熱" \y "はつねつ" 】【全身倦怠感 XE "全身倦怠感" \y "ぜんしんけんたいかん" 】【黄疸 XE "黄疸" \y "おうだん" 】【出血傾向 XE "出血傾向" \y "しゅっけつけいこう" 】【腹部膨隆 XE "腹部膨隆" \y "ふくぶぼうりゅう" （腹水 XE "腹水" \y "ふくすい" を含む）・腫瘤 XE "腹部腫瘤" \y "ふくぶしゅりゅう"  XE "腹部腫瘤" \y "ふくぶしゅりゅう" 】【チアノーゼ XE "チアノーゼ" \y "ちあのーぜ" 】【貧血 XE "貧血" \y "ひんけつ" 】【リンパ節腫脹 XE "リンパ節腫脹" \y "りんぱせつしゅちょう" 】はＥ１参照）

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
①貧血 XE "貧血" \y "ひんけつ" 
到達目標：
１）貧血 XE "貧血" \y "ひんけつ" を分類し、鑑別に有用な検査を列挙できる。

２）鉄欠乏性貧血 XE "鉄欠乏性貧血" \y "てつけつぼうせいひんけつ" の病因、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）再生不良性貧血 XE "再生不良性貧血" \y "さいせいふりょうせいひんけつ" の病因、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と予後 XE "予後" \y "よご" を説明できる。

４）溶血性貧血 XE "溶血性貧血" \y "ようけつせいひんけつ" の病因、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△５）巨赤芽球性貧血 XE "巨赤芽球性貧血" \y "きょせきがきゅうせいひんけつ" の病因、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

②白血病 XE "白血病" \y "はっけつびょう" と類縁疾患

到達目標：
1） 急性白血病 XE "急性白血病" \y "きゅうせいはっけつびょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と予後 XE "予後" \y "よご" を説明できる。

2） 急性白血病 XE "急性白血病" \y "きゅうせいはっけつびょう" のFAB分類 XE "FAB分類" を概説できる。

3） 慢性骨髄性白血病 XE "慢性骨髄性白血病" \y "まんせいこつずいせいはっけつびょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と予後 XE "予後" \y "よご" を説明できる。

4） 骨髄異形成症候群 XE "骨髄異形成症候群" \y "こつずいいけいせいしょうこうぐん" の臨床像を説明できる。

△５）成人T細胞白血病の病因、疫学 XE "疫学" \y "えきがく" 、臨床所見を説明できる。

△６）小児白血病 XE "小児白血病" \y "しょうにはっけつびょう" と成人白血病 XE "成人白血病" \y "せいじんはっけつびょう" の違いを説明できる。

△７）真性多血症 XE "真性多血症" \y "しんせいたけつしょう" の病因、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

③悪性リンパ腫 XE "悪性リンパ腫" \y "あくせいりんぱしゅ" と骨髄腫 XE "骨髄腫" \y "こつずいしゅ" 
到達目標：
１）悪性リンパ腫 XE "悪性リンパ腫" \y "あくせいりんぱしゅ" の分類を概説し、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と予後 XE "予後" \y "よご" を説明できる。

２）多発性骨髄腫 XE "多発性骨髄腫" \y "たはつせいこつずいしゅ" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と予後 XE "予後" \y "よご" を説明できる。

△３）単クローン性免疫グロブリン血症 XE "単クローン性免疫グロブリン血症" \y "たんくろーんせいめんえきぐろぶりんちしょう" を概説できる。

④出血傾向 XE "出血傾向" \y "しゅっけつけいこう" ・紫斑病 XE "紫斑病" \y "しはんびょう" その他

到達目標：
１）出血傾向 XE "出血傾向" \y "しゅっけつけいこう" の病因、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

２）特発性血小板減少性紫斑病 XE "特発性血小板減少性紫斑病" \y "とくはつせいけっしょうばんげんしょうせいしはんびょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）血友病 XE "血友病" \y "けつゆうびょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と遺伝形式 XE "遺伝形式" \y "いでんけいしき" を説明できる。

４）播種性血管内凝固（症候群） XE "播種性血管内凝固（症候群）" \y "はしゅせいけっかんないぎょうこ（しょうこうぐん）" 〈DIC XE "DIC" 〉の基礎疾患、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△５）溶血性尿毒症症候群 XE "溶血性尿毒症症候群" \y "ようけつせいにょうどくしょうしょうこうぐん"  〈HUS XE "HUS" 〉 の基礎疾患、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△６）アレルギー性（血管性）紫斑病 XE "アレルギー性（血管性）紫斑病" \y "あれるぎーせい（けっかんせい）しはんびょう" を概説できる。

△７）血栓性血小板減少性紫斑病 XE "血栓性血小板減少性紫斑病" \y "けっせんせいけっしょうばんげんしょうせいしはんびょう" 〈TTP〉を概説できる。

⑤脾臓疾患 XE "脾臓疾患" \y "ひぞうしっかん" 
到達目標：
１）脾腫 XE "脾腫" \y "ひしゅ" をきたす疾患を列挙し、鑑別の要点を説明できる。

２　神経系 XE "神経系" \y "しんけいけ" 
一般目標：
神経系 XE "神経系" \y "しんけいけい" の正常構造 XE "正常構造" \y "せいじょうこうぞう" と機能を理解し、主な神経系疾患 XE "神経系疾患" \y "しんけいけいしっかん" の病因、病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。

（１）構造と機能 XE "構造と機能" \y "こうぞうときの" 
①神経系 XE "神経系" \y "しんけいけい" の一般特性

到達目標：
1） 中枢神経系 XE "中枢神経系" \y "ちゅうすうしんけいけい" と末梢神経系 XE "末梢神経系" \y "まっしょうしんけいけい" の構成を概説できる。

2） 脳の血管支配 XE "脳の血管支配" \y "のうのけっかんしはい" と血液 XE "血液" \y "けつえき" ・脳関門 XE "脳関門" \y "のうかんもん" を説明できる。

3） 脳 XE "脳" \y "のう" のエネルギー代謝 XE "エネルギー代謝" \y "えねるぎーたいしゃ" の特徴を説明できる。

4） 主な脳内神経伝達物質 XE "脳内神経伝達物質" \y "のうないしんけいでんたつぶっしつ" （アセチルコリン XE "アセチルコリン" \y "あせちるこりん" 、ドパミン XE "ドパミン" \y "どぱみん" 、ノルアドレナリン XE "ノルアドレナリン" \y "のるあどれなりん" 、グルタミン酸 XE "グルタミン酸" \y "ぐるたみんさん" ）とその作用を説明できる。

5） 髄膜・脳室系 XE "髄膜・脳室系" \y "ずいまく・のうしつけい" の構造と脳脊髄液 XE "脳脊髄液" \y "のうせきずいえき" の産生と循環を説明できる。

②脊髄 XE "脊髄" \y "せきずい" と脊髄神経 XE "脊髄神経" \y "せきずいしんけい" 
到達目標：
1） 脊髄 XE "脊髄" \y "せきずい" の構造、機能局在 XE "機能局在" \y "きのうきょくざい" と伝導路 XE "伝導路" \y "でんどうろ" を説明できる。

2） 脊髄反射 XE "脊髄反射" \y "せきずいはんしゃ" （伸張反射 XE "伸張反射" \y "しんちょうはんしゃ" 、屈筋反射 XE "屈筋反射" \y "くっきんはんしゃ" ）と筋の相反神経支配 XE "相反神経支配" \y "そうはんしんけいしはい" を説明できる。

３）脊髄神経 XE "脊髄神経" \y "せきずいしんけい" と神経叢 XE "神経叢" \y "しんけいしょう" （頸神経叢、腕神経叢、腰仙骨神経叢 XE "神経叢（頸神経叢、腕神経叢、腰仙骨神経叢" \y "しんけいしょう（けいしんけいしょう、わんしんけいしょう、ようせんこつしんけいしょう"  XE "腰仙骨神経叢" \y "ようせんこつしんけいしょう" ）の構成および主な骨格筋支配 XE "骨格筋支配" \y "こっかくきんしはい" と皮膚分布 XE "皮膚分布" \y "ひふぶんぷ" を概説できる。

③脳幹 XE "脳幹" \y "のうかん" と脳神経 XE "脳神経" \y "のうしんけい" 
到達目標：
1） 脳幹 XE "脳幹" \y "のうかん" の構造と伝導路 XE "伝導路" \y "でんどうろ" を説明できる。

２）脳神経 XE "脳神経" \y "のうしんけい" の名称、核の局在 XE "核の局在" \y "かくのきょくざい" 、走行・分布 XE "走行・分布" \y "そうこう・ぶんぷ" と機能を概説できる。

３）脳幹 XE "脳幹" \y "のうかん" の機能を概説できる。

④大脳 XE "大脳" \y "だいのう" と高次機能 XE "高次機能" \y "こうじきのう" 
到達目標：
1） 大脳 XE "大脳" \y "だいのう" の構造を説明できる。

2） 大脳皮質 XE "大脳皮質" \y "だいのうひしつ" の機能局在 XE "機能局在" \y "きのうきょくざい" （運動野 XE "運動野" \y "うんどうや" ・感覚野 XE "感覚野" \y "かんかくや" ・言語野 XE "言語野" \y "げんごや" ・連合野 XE "連合野" \y "れんごうや" ）を説明できる。

△３）記憶 XE "記憶" \y "きおく" 、学習 XE "学習" \y "がくしゅう" の機序を辺縁系 XE "辺縁系" \y "へんえんけい" の構成と関連させて概説できる。

⑤運動系 XE "運動系" \y "うんどうけい" 
到達目標：
1） 随意運動 XE "随意運動" \y "ずいいうんどう" の発現機構を錐体路 XE "錐体路" \y "すいたいろ" を中心として概説できる。

2） 小脳 XE "小脳" \y "しょうのう" の構造と機能を概説できる。

3） 大脳基底核 XE "大脳基底核" \y "だいのうきていかく" （線条体 XE "線条体" \y "せんじょうたい" 、淡蒼球 XE "淡蒼球" \y "たんそうきゅう" 、黒質 XE "黒質" \y "こくしつ" ）の線維結合 XE "線維結合" \y "せんいけつごう" と機能を概説できる。　

⑥感覚系 XE "感覚系" \y "かんかくけい" 
到達目標：

１）表在感覚 XE "表在感覚" \y "ひょうざいかんかく" と深部感覚 XE "深部感覚" \y "しんぶかんかく" の受容機序 XE "受容機序" \y "じゅようきじょ" と伝導路 XE "伝導路" \y "でんどうろ" を説明できる。

２）視覚 XE "視覚" \y "しかく" 、聴覚 XE "聴覚" \y "ちょうかく" ・平衡覚 XE "平衡覚" \y "へいこうかく" 、嗅覚 XE "嗅覚" \y "きゅうかく" 、味覚 XE "味覚" \y "みかく" の受容機序 XE "受容機序" \y "じゅようきじょ" と伝導路 XE "伝導路" \y "でんどうろ" を概説できる。

⑦自律機能 XE "自律機能" \y "じりつきのう" と本能行動 XE "本能行動" \y "ほんのうこうどう" 
到達目標：
１）交感神経系 XE "交感神経系" \y "こうかんしんけいけい" と副交感神経系 XE "副交感神経系" \y "ふくこうかんしんけいけい" の中枢内局在 XE "中枢内局在" \y "ちゅうすうないきょくざい" 、末梢分布 XE "末梢分布" \y "まっしょうぶんぷ" 、機能と伝達物質 XE "伝達物質" \y "でんたつぶっしつ" を概説できる。

２）視床下部 XE "視床下部" \y "ししょうかぶ" の構造と機能を内分泌 XE "内分泌" \y "ないぶんぴつ" および自律機能 XE "自律機能" \y "じりつきのう" と関連づけて概説できる。

３）ストレス反応 XE "ストレス反応" \y "すとれすはんのう" と本能 XE "本能" \y "ほんのう" ・情動行動 XE "情動行動" \y "じょうどうこうどう" の発現機序を概説できる。

（２）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（検査はＥ２、身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）
１）脳 XE "脳検査" \y "のうけんさ" ・脊髄CT XE "脊髄CT検査" \y "せきずいCTけんさ" ・MRI検査 XE "MRI検査" で得られる情報を説明できる。

２）神経系 XE "神経系" \y "しんけいけい" の電気生理学的検査 XE "電気生理学的検査" \y "でんきせいりがくてきけんさ" （脳波 XE "脳波" \y "のうは" 、筋電図 XE "筋電図" \y "きんでんず" 、末梢神経伝導速度 XE "末梢神経伝導速度" \y "まっしょうしんけいでんどうそくど" ）で得られる情報を説明できる。

△３）脳血管撮影検査 XE "脳血管撮影検査" \y "のうけっかんさつえいけんさ" で得られる情報を説明できる。

△４）神経 XE "神経" \y "しんけい" ・筋生検 XE "筋生検" \y "きんせいけん" で得られる情報を説明できる。

（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
　（【意識障害 XE "意識障害" \y "いしきしょうがい" ・失神 XE "失神" \y "しっしん" 】【頭痛 XE "頭痛" \y "ずつう" 】【運動麻痺 XE "運動麻痺" \y "うんどうまひ" ・筋力低下 XE "筋力低下" \y "きんりょくていか" 】【けいれん XE "けいれん" \y "けいれん" 】【めまい XE "めまい" \y "めまい" 】はＥ１参照）

①運動失調 XE "運動失調" \y "うんどうしっちょう" と不随意運動 XE "不随意運動" \y "ふずいいうんどう" 
到達目標：
1） 小脳性 XE "小脳性運動失調" \y "しょうのうせいうんどうしっちょう" ・前庭性 XE "前庭性運動失調" \y "ぜんていせいうんどうしっちょう" ・感覚性運動失調 XE "感覚性運動失調" \y "かんかくせいうんどうしっちょう" を区別して説明できる。

２）振戦 XE "振戦" \y "しんせん" を概説できる。

△３）その他の不随意運動 XE "不随意運動" \y "ふずいいうんどう" （ミオクローヌス XE "ミオクローヌス" \y "みおくろーぬす" 、舞踏運動 XE "舞踏運動" \y "ぶとううんどう" 、ジストニア XE "ジストニア" \y "じすとにあ" ）を概説できる。

②歩行障害 XE "歩行障害" \y "ほこうしょうがい" 
到達目標：
１）歩行障害 XE "歩行障害" \y "ほこうしょうがい" を病態 XE "病態" \y "びょうたい" にもとづいて分類できる。

③言語障害 XE "言語障害" \y "げんごしょうがい" 
到達目標：
１）失語症と構音障害 XE "構音障害" \y "こうおんしょうがい" の違いを説明できる。

△２）言語障害 XE "言語障害" \y "げんごしょうがい" を病態 XE "病態" \y "びょうたい" にもとづいて分類できる。

④頭蓋内圧亢進 XE "頭蓋内圧亢進" \y "ずがいないあつこうしん" 
到達目標：
１）脳浮腫 XE "脳浮腫" \y "のうふしゅ" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）急性 XE "急性頭蓋内圧亢進" \y "きゅうせいずがいないあつこうしん" ・慢性頭蓋内圧亢進 XE "慢性頭蓋内圧亢進" \y "まんせいずがいないあつこうしん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" を説明できる。

△３）脳ヘルニア XE "脳ヘルニア" \y "のうへるにあ" の種類と症候 XE "症候" \y "しょうこう" を説明できる。

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
①脳 XE "脳血管障害" \y "のうけっかんしょうがい" ・脊髄血管障害 XE "脊髄血管障害" \y "せきずいけっかんしょうがい" 
到達目標：
１）脳血管障害 XE "脳血管障害" \y "のうけっかんしょうがい" （脳梗塞 XE "脳梗塞" \y "のうこうそく" 、脳内出血 XE "脳内出血" \y "のうないしゅっけつ" 、くも膜下出血 XE "くも膜下出血" \y "くもまくかしゅっけつ" ）の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

２）一過性脳虚血発作 XE "一過性脳虚血発作" \y "いっかせいのうきょけつほっさ" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" を概説できる。

△３）脳血管障害 XE "脳血管障害" \y "のうけっかんしょうがい" の治療 XE "治療" \y "ちりょう" とリハビリテーション XE "リハビリテーション" \y "りはびりてーしょん" を概説できる。

△４）脊髄血管障害 XE "脊髄血管障害" \y "せきずいけっかんしょうがい" を概説できる。

②認知症 XE "認知症" \y "にんちしょう" と変性疾患 XE "変性疾患" \y "へんせいしっかん" 
到達目標：
１）認知症 XE "認知症" \y "にんちしょう" の病因を列挙できる。

２）認知症 XE "認知症" \y "にんちしょう" をきたす主な病態 XE "病態" \y "びょうたい" （アルツハイマー病 XE "アルツハイマー病" \y "あるつはいまーびょう" 、脳血管性認知症 XE "脳血管性認知症" \y "のうけっかんせいにんちしょう" ）の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

３）パーキンソン病 XE "パーキンソン病" \y "ぱーきんそんびょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

△４）筋萎縮性側索硬化症 XE "筋萎縮性側索硬化症" \y "きんいしゅくせいそくさくこうかしょう" を概説できる。

△５）脊髄小脳変性症 XE "脊髄小脳変性症" \y "せきずいしょうのうへんせいしょう" を概説できる。

③感染性 XE "感染性疾患" \y "かんせんせいしっかん" ・炎症性 XE "炎症性疾患" \y "えんしょうせいしっかん" ・脱髄性疾患 XE "脱髄性疾患" \y "だつずいせいしっかん" 
到達目標：
１）脳炎 XE "脳炎" \y "のうえん" ・髄膜炎 XE "髄膜炎" \y "ずいまくえん" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。
２) 多発性硬化症 XE "多発性硬化症" \y "たはつせいこうかしょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。


△３）脳膿瘍 XE "脳膿瘍" \y "のうのうよう" を概説できる。


④脳 XE "脳腫瘍" \y "のうしゅよう" ・脊髄腫瘍 XE "脊髄腫瘍" \y "せきずいしゅよう" 
到達目標：
１）主な脳 XE "脳腫瘍" \y "のうしゅよう" ・脊髄腫瘍 XE "脊髄腫瘍" \y "せきずいしゅよう" の分類と好発部位を説明し、病態 XE "病態" \y "びょうたい" を概説できる。

⑤頭部外傷 XE "頭部外傷" \y "とうぶがいしょう" 
到達目標：
１）頭部外傷 XE "頭部外傷" \y "とうぶがいしょう" の分類を説明できる。

２）急性硬膜外・硬膜下血腫 XE "急性硬膜外血腫" \y "きゅうせいこうまくがいけつしゅ" 

 XE "急性硬膜下血腫" \y "きゅうせいこうまくかけつしゅ" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

３）慢性硬膜下血腫 XE "慢性硬膜下血腫" \y "まんせいこうまくげけつしゅ" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

△４）頭部外傷 XE "頭部外傷" \y "とうぶがいしょう" の治療 XE "治療" \y "ちりょう" とリハビリテーション XE "リハビリテーション" \y "りはびりてーしょん" を概説できる。

⑥末梢神経疾患 XE "末梢神経疾患" \y "まっしょうしんけいしっかん" 
到達目標：
１）ニューロパチー XE "ニューロパチー" \y "にゅーろぱちー" の病因（栄養障害 XE "栄養障害" \y "えいようしょうがい" 、中毒 XE "中毒" \y "ちゅうどく" 、遺伝性 XE "遺伝性" \y "いでんせい" ）と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を分類できる。

２）ギラン・バレ症候群 XE "ギラン・バレ症候群" \y "ぎらん・ばれしょうこうぐん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断を説明できる。

△３）ベル麻痺 XE "ベル麻痺" \y "べるまひ" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△４）主な神経痛 XE "神経痛" \y "しんけいつう" （三叉 XE "三叉神経痛" \y "さんさしんけいつう" ・肋間 XE "肋間神経痛" \y "ろっかんしんけいつう" ・坐骨神経痛 XE "坐骨神経痛" \y "ざこつしんけいつう" ）を概説できる。

⑦筋疾患 XE "筋疾患" \y "きんしっかん" 
到達目標：
１）重症筋無力症 XE "重症筋無力症" \y "じゅうしょうきんむりょくしょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

２）進行性筋ジストロフィー XE "進行性筋ジストロフィー" \y "しんこうせいきんじすとろふぃー" の病因、分類、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

３）周期性四肢麻痺 XE "周期性四肢麻痺" \y "しゅうきせいししまひ" を概説できる。

△４）ミトコンドリア脳筋症 XE "ミトコンドリア脳筋症" \y "みとこんどりあのうきんしょう" を概説できる。

⑧発作性疾患 XE "発作性疾患" \y "ほっさせいしっかん" 
到達目標：
１）てんかん XE "てんかん" \y "てんかん" （小児 XE "小児" \y "しょうに" を含む）の分類、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△２）ナルコレプシー XE "ナルコレプシー" \y "なるこれぷしー" を概説できる。

⑨先天性 XE "先天性脳障害" \y "せんてんせいのうしょうがい" と周産期脳障害 XE "周産期脳障害" \y "しゅうさんきのうしょうがい" 
到達目標：
１）脳性麻痺 XE "脳性麻痺" \y "のうせいまひ" の病因、病型、症候 XE "症候" \y "しょうこう" とリハビリテーション XE "リハビリテーション" \y "りはびりてーしょん" を説明できる。

2） 水頭症 XE "水頭症" \y "すいとうしょう" の種類、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

△３）脊髄空洞症 XE "脊髄空洞症" \y "せきずいくうどうしょう" を概説できる。

△４）二分脊椎症 XE "二分脊椎症" \y "にぶんせきついしょう" を概説できる。
３　皮膚系 XE "皮膚系" \y "ひふけ" 　　　　　　　　　　　　　　

一般目標：
皮膚の構造と機能を理解し、主な皮膚疾患の病因、病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。

（１）構造と機能 XE "構造と機能" \y "こうぞうときの" 
到達目標：

（身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）

１）皮膚の組織構造 XE "皮膚の組織構造" \y "ひふのそしきこうぞう" を図示して説明できる。

２）皮膚の細胞動態 XE "皮膚の細胞動態" \y "ひふのさいぼうどうたい" と角化 XE "角化" \y "かくか" 、メラニン形成 XE "メラニン形成" \y "めらにんけいせい" の機構を説明できる。

３）皮膚の免疫防御能 XE "皮膚の免疫防御能" \y "ひふのめんえきぼうぎょのう" を説明できる。

４）皮脂分泌 XE "皮脂分泌" \y "ひしぶんぴつ" ・発汗 XE "発汗" \y "はっかん" ・経皮吸収 XE "経皮吸収" \y "けいひきゅうしゅう" を説明できる。

（２）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）
１）皮膚検査法 XE "皮膚検査法" \y "ひふけんさほう" （硝子圧法 XE "硝子圧法" \y "がらすあつほう" 、皮膚描記法 XE "皮膚描記法" \y "ひふびょうきほう" 、ニコルスキー現象 XE "ニコルスキー現象" \y "にこるすきーげんしょう" 、ツアンク試験 XE "ツアンク試験" \y "つあんくしけん" 、皮膚温測定法 XE "皮膚温測定法" \y "ひふおんそくていほう" 、発汗検査法 XE "発汗検査法" \y "はっかんけんさほう" 、皮脂測定法 XE "皮脂測定法" \y "ひしそくていほう" 、光線テスト XE "光線テスト" \y "こうせんてすと" ）を概説できる。
２）皮膚アレルギー検査法 XE "皮膚アレルギー検査法" \y "ひふあれるぎーけんさほう" （プリックテスト XE "プリックテスト" \y "ぷりっくてすと" 、皮内テスト XE "皮内テスト" \y "ひないてすと" 、パッチテスト XE "パッチテスト" \y "ぱっちてすと" ）を説明できる。
３）微生物検査法 XE "微生物検査法" \y "びせいぶつけんさほう" （検体採取法 XE "検体採取法" \y "けんたいさいしゅほう" 、KOH直接鏡顕法 XE "KOH直接鏡顕法" 、細菌・真菌培養法 XE "細菌培養法" \y "さいきんばいようほう"  XE "真菌培養法" \y "しんきんばいようほう" 、スピロヘータ検出法 XE "スピロヘータ検出法" \y "すぴろへーたけんしゅつほう" ）を概説できる。

（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
（【発疹 XE "発疹" \y "ほっしん" 】Ｅ１参照）

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
①湿疹 XE "湿疹" \y "しっしん" ・皮膚炎群 XE "皮膚炎群" \y "ひふえんぐん" 
到達目標：
１）湿疹反応 XE "湿疹反応" \y "しっしんはんのう" を説明できる。

２）湿疹 XE "湿疹" \y "しっしん" ・皮膚炎群 XE "皮膚炎群" \y "ひふえんぐん" の疾患（接触皮膚炎 XE "接触皮膚炎" \y "せっしょくひふえん" 、アトピー性皮膚炎 XE "アトピー性皮膚炎" \y "あとぴーせいひふえん" 、脂漏性皮膚炎 XE "脂漏性皮膚炎" \y "しろうせいひふえん" 、貨幣状皮膚炎 XE "貨幣状皮膚炎" \y "かへいじょうひふえん" 、皮脂欠乏性湿疹 XE "皮脂欠乏性湿疹" \y "ひしけつぼうせいしっしん" 、自家感作性皮膚炎 XE "自家感作性皮膚炎" \y "じかかんさくせいひふえん" ）を列挙し、概説できる。

②じんま疹 XE "じんま疹" \y "じんましん" 、紅斑症 XE "紅斑症" \y "こうはんしょう" 、紅皮症 XE "紅皮症" \y "こうひしょう" と皮膚掻痒症 XE "皮膚掻痒症" \y "ひふそうはしょう" 
到達目標：
１）じんま疹 XE "じんま疹" \y "じんましん" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）多形滲出性紅斑 XE "多形滲出性紅斑" \y "たけいしんしゅつせいこうはん" 、環状紅斑 XE "環状紅斑" \y "かんじょうこうはん" と紅皮症 XE "紅皮症" \y "こうひしょう" の病因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

３）皮膚掻痒症 XE "皮膚掻痒症" \y "ひふそうはしょう" の病因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

③紫斑 XE "紫斑" \y "しはん" ・血流障害 XE "血流障害" \y "けつりゅうしょうがい" と血管炎 XE "血管炎" \y "けっかんえん" 
到達目標：
１）皮膚血流障害 XE "皮膚血流障害" \y "ひふけつりゅうしょうがい" と血管炎 XE "血管炎" \y "けっかんえん" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

④薬疹 XE "薬疹" \y "やくしん" ・薬物障害 XE "薬物障害" \y "やくぶつしょうがい" 
到達目標：
１）薬疹 XE "薬疹" \y "やくしん" や薬物障害 XE "薬物障害" \y "やくぶつしょうがい" の発生機序、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△２）薬疹 XE "薬疹" \y "やくしん" を起こしやすい主な薬物 XE "薬物" \y "やくぶつ" を列挙できる。

⑤水疱症 XE "水疱症" \y "すいほうしょう" と膿疱症 XE "膿疱症" \y "のうほうしょう" 
到達目標：
１）自己免疫性水疱症 XE "自己免疫性水疱症" \y "じこめんえきせいすいほうしょう" の病因、病態 XE "病態" \y "びょうたい" と分類を説明できる。

２）膿疱症 XE "膿疱症" \y "のうほうしょう" の種類と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

△３）水疱症鑑別のための検査法 XE "水疱症鑑別のための検査法" \y "すいほうしょうかんべつのためのけんさほう" を説明できる。

△４）先天性表皮水疱症 XE "先天性表皮水疱症" \y "せんてんせいひょうひすいほうしょう" の種類と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

⑥乾癬 XE "乾癬" \y "かんせん" と角化症 XE "角化症" \y "かくかしょう" 
到達目標：
１）尋常性乾癬 XE "尋常性乾癬" \y "じんじょうせいかんせん" 、扁平苔癬 XE "扁平苔癬" \y "へんぺいたいせん" とジベルばら色粃糠疹 XE "ジベルばら色粃糠疹" \y "じべるばらいろひこうしん" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

⑦母斑 XE "母斑" \y "ぼはん" 、腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" と色素異常 XE "色素異常" \y "しきそいじょう" 
到達目標：
１）母斑 XE "母斑" \y "ぼはん" ・母斑症 XE "母斑症" \y "ぼはんしょう" の種類を列挙できる。

２）悪性黒色腫 XE "悪性黒色腫" \y "あくせいこくしょくしゅ" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と対応の仕方を説明できる。

３）白斑 XE "白斑" \y "はくはん" の種類と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

△４）皮膚良性腫瘍 XE "皮膚良性腫瘍" \y "ひふりょうせいしゅよう" 、前癌状態 XE "前癌状態" \y "ぜんがんじょうたい" と悪性腫瘍 XE "悪性腫瘍" \y "あくせいしゅよう" の種類と見分け方を説明できる。

△５）皮膚悪性リンパ腫 XE "皮膚悪性リンパ腫" \y "ひふあくせいりんぱしゅ" 、血管肉腫 XE "血管肉腫" \y "けっかんにくしゅ" と組織球症 XE "組織球症" \y "そしききゅうしょう" を説明できる。

⑧皮膚感染症 XE "皮膚感染症" \y "ひふかんせんしょう" 
到達目標：
１）皮膚細菌感染症 XE "皮膚細菌感染症" \y "ひふさいきんかんせんしょう" （伝染性膿痂疹 XE "伝染性膿痂疹" \y "でんせんせいのうかしん" 、せつ XE "せつ" \y "せつ" 、よう XE "よう" \y "よう" 、毛嚢炎 XE "毛嚢炎" \y "もうのうえん" 、丹毒 XE "丹毒" \y "たんどく" 、ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群 XE "ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群" \y "ぶどうきゅうきんせいねっしょうようひふしょうこうぐん" ）を列挙し、概説できる。

２）皮膚表在性 XE "皮膚表在性真菌" \y "ひふひょうざいせいしんきん" と深在性真菌症 XE "皮膚深在性真菌症" \y "ひふしんざいせいしんきんしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と病型を説明できる。

△３）皮膚結核 XE "皮膚結核" \y "ひふけっかく" 、ハンセン病 XE "ハンセン病" \y "はんせんびょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、病型と病因菌を説明できる。

△４）梅毒 XE "梅毒" \y "ばいどく" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、病期と合併症を説明できる。

⑨全身疾患 XE "全身疾患" \y "ぜんしんしっかん" 
到達目標：
△１）全身性疾患 XE "全身性疾患" \y "ぜんしんせいしっかん" （代謝異常 XE "代謝異常" \y "たいしゃいじょう" 、悪性腫瘍 XE "悪性腫瘍" \y "あくせいしゅよう" ）の皮膚症状 XE "皮膚症状" \y "ひふしょうじょう" を列挙できる。

４　運動器（筋骨格）系 XE "運動器（筋骨格）系" \y "うんどうききんこっかくけ" 
一般目標：

運動器系の正常構造 XE "運動器系の正常構造" \y "うんどうきけいのせいじょうこうぞう" と機能を理解し、主な運動器疾患 XE "運動器疾患" \y "うんどうきしっかん" の病因、病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。

（１）構造と機能 XE "構造と機能" \y "こうぞうときの" 
到達目標：
１）骨 XE "骨" \y "ほね" ・軟骨 XE "軟骨" \y "なんこつ" ・関節 XE "関節" \y "かんせつ" ・靱帯 XE "靱帯" \y "じんたい" の構造と機能を説明できる。

２）頭部 XE "頭部の骨" \y "とうぶのほね" ・顔面の骨 XE "顔面の骨" \y "がんめんのほね" の構成を説明できる。

３）四肢の骨 XE "四肢の骨" \y "ししのほね" ・関節 XE "四肢の関節" \y "ししのかんせつ" を列挙し、主な骨 XE "骨" \y "ほね" の配置を図示できる。

４）椎骨 XE "椎骨" \y "ついこつ" の構造と脊柱 XE "脊柱" \y "せきちゅう" の構成を説明できる。

５）四肢の主要筋群 XE "四肢の主要筋群" \y "ししのしゅようきんぐん" の運動と神経支配 XE "神経支配" \y "しんけいしはい" を説明できる。

６）骨盤 XE "骨盤" \y "こつばん" の構成と性差 XE "性差" \y "せいさ" を説明できる。

７）骨の成長 XE "骨の成長" \y "ほねのせいちょう" と骨形成 XE "骨形成" \y "こつけいせい" ・吸収 XE "骨吸収" \y "こつきゅうしゅう" の機序を説明できる。

△８）姿勢 XE "姿勢" \y "しせい" と体幹の運動 XE "体幹の運動" \y "たいかんのうんどう" にかかわる筋群を概説できる。

△９）抗重力筋 XE "抗重力筋" \y "こうじゅうりょくきん" を説明できる。

（２）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）
１）徒手検査 XE "徒手検査" \y "としゅけんさ" （関節可動域検査 XE "関節可動域検査" \y "かんせつかどういきけんさ" 、徒手筋力検査 XE "徒手筋力検査" \y "としゅきんりょくけんさ" ）と知覚検査 XE "知覚検査" \y "ちかくけんさ" を説明できる。

２）筋骨格系画像診断法 XE "筋骨格系画像診断法" \y "きんこっかくけいがぞうしんだんほう" （エックス線 XE "エックス線" \y "えっくすせん" 、MRI XE "MRI" 、脊髄造影 XE "脊髄造影" \y "せきずいぞうえい" 、骨塩定量 XE "骨塩定量" \y "こつえんていりょう" ）の適応を概説できる。

△３）筋骨格系の生理学的検査 XE "筋骨格系の生理学的検査" \y "きんこっかくけいのせいりがくてきけんさ" の種類と適応を概説できる。

△４）関節鏡検査 XE "関節鏡検査" \y "かんせつきょうけんさ" を概説できる。

（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" \b 
  （【腰背部痛 XE "腰背部痛" \y "ようはいぶつう" 】【関節痛・関節腫脹】【運動麻痺 XE "運動麻痺" \y "うんどうまひ" ・筋力低下 XE "筋力低下" \y "きんりょくていか" 】はＥ１参照）

①動揺 XE "動揺" \y "どうよう" 
到達目標：
１）関節動揺 XE "関節動揺" \y "かんせつどうよう" を概説できる。

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
到達目標：

１）骨折 XE "骨折" \y "こっせつ" の分類（単純 XE "単純骨折" \y "たんじゅんこっせつ" と複雑 XE "複雑骨折" \y "ふくざつこっせつ" ）、症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と合併症を説明できる。

２）骨粗鬆症 XE "骨粗鬆症" \y "こつそしょうしょう" の病因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明し、骨折 XE "骨折" \y "こっせつ" の好発部位を列挙できる。

３）関節の脱臼 XE "関節の脱臼" \y "かんせつのだっきゅう" 、亜脱臼 XE "亜脱臼" \y "あだっきゅう" 、捻挫 XE "捻挫" \y "ねんざ" 、靱帯損傷 XE "靱帯損傷" \y "じんたいそんしょう" の定義、重症度分類、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

４）変形性関節症 XE "変形性関節症" \y "へんけいせいかんせつしょう" を列挙し、症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

５）関節炎 XE "関節炎" \y "かんせつえん" の病因と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

６）骨肉腫 XE "骨肉腫" \y "ほねにくしゅ" とユーイング肉腫 XE "ユーイング肉腫" \y "ゆーいんぐにくしゅ" の診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

７）腰椎椎間板ヘルニア XE "腰椎椎間板ヘルニア" \y "ようついついかんばんへるにあ" の診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

８）脊髄損傷 XE "脊髄損傷" \y "せきずいそんしょう" の診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" とリハビリテーション XE "リハビリテーション" \y "りはびりてーしょん" を説明できる。

９）絞扼性神経障害 XE "絞扼性神経障害" \y "こうやくせいしんけいしょうがい" を列挙し、その症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b を説明できる。

△10）頸椎症性脊髄症 XE "頸椎症性脊髄症" \y "けいついしょうせいせきずいしょう" （脊柱靭帯骨化症 XE "脊柱靭帯骨化症" \y "せきちゅうじんたいこつかしょう" を含む）の神経症候を説明できる。

△11）腰部脊柱管狭窄症 XE "腰部脊柱管狭窄症" \y "ようぶせきちゅうかんきょうさくしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△12）腰椎分離 XE "腰椎分離" \y "ようついぶんり" ・すべり症 XE "すべり症" \y "すべりしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△13）転移性脊椎腫瘍 XE "転移性脊椎腫瘍" \y "てんいせいせきついしゅよう" の好発部位と診断を説明できる。

△14）四肢 XE "四肢" \y "しし" の基本的外固定法 XE "外固定法" \y "そとこていほう" を説明できる。

△15）骨形成不全症 XE "骨形成不全症" \y "こつけいせいふぜんしょう" と骨軟骨異形成症 XE "骨軟骨異形成症" \y "こつなんこついけいせいしょう" を概説できる。

△16）コンパートメント症候群 XE "コンパートメント症候群" \y "こんぱーとめんとしょうこうぐん" を概説できる。

△17）骨・関節疾患 XE "骨・関節疾患" \y "こつかんせつしっかん" のリハビリテーション XE "リハビリテーション" \y "りはびりてーしょん" を概説できる。

５　循環器系 XE "循環器系" \y "じゅんかんきけ" 
一般目標：

循環器系 XE "循環器系" \y "じゅんかんきけい" の構造と機能を理解し、主な循環器疾患 XE "循環器疾患" \y "じゅんかんきしっかん" の病因、病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。

（１）構造と機能 XE "構造と機能" \y "こうぞうときの" 
到達目標：

１）心臓 XE "心臓" \y "しんぞう" の構造と分布 XE "分布" \y "ぶんぷ" する血管 XE "血管" \y "けっかん" ・神経 XE "神経" \y "しんけい" を説明できる。

２）心筋細胞 XE "心筋細胞" \y "しんきんさいぼう" の微細構造と機能を説明できる。

３）心筋細胞 XE "心筋細胞" \y "しんきんさいぼう" の電気現象 XE "電気現象" \y "でんきげんしょう" と心臓 XE "心臓" \y "しんぞう" の興奮（刺激）伝導系 XE "興奮（刺激）伝導系" \y "こうふん（しげき）でんどうけい" を説明できる。

４）興奮収縮連関 XE "興奮収縮連関" \y "こうふんしゅうしゅくれんかん" を概説できる。

５）体循環 XE "体循環" \y "からだじゅんかん" 、肺循環 XE "肺循環" \y "はいじゅんかん" と胎児循環 XE "胎児循環" \y "たいじじゅんかん" を説明できる。

６）大動脈 XE "大動脈" \y "だいどうみゃく" の枝を図示し、分布域を概説できる。

７）頭頸部 XE "頭頸部動脈" \y "とうけいぶどうみゃく" と四肢の主な動脈 XE "四肢の主な動脈" \y "ししのおもなどうみゃく" を図示し、分布域を概説できる。

８）主な静脈 XE "静脈" \y "じょうみゃく" を図示し、門脈系 XE "門脈系の吻合部" \y "もんみゃくけいのふんごうぶ" と大静脈系の吻合部 XE "大静脈系の吻合部" \y "だいじょうみゃくけいのふんごうぶ" を説明できる。

９）毛細血管 XE "毛細血管" \y "もうさいけっかん" における物質・水分交換 XE "物質・水分交換" \y "ぶっしつ・すいぶんこうかん" を説明できる。

10）胸管 XE "胸管" \y "きょうかん" を経由するリンパの流れ XE "リンパの流れ" \y "りんぱのながれ" を概説できる。

11）心周期 XE "心周期" \y "しんしゅうき" にともなう血行動態 XE "血行動態" \y "けっこうどうたい" を説明できる。

12）心機能曲線 XE "心機能曲線" \y "しんきのうきょくせん" と心拍出量 XE "心拍出量" \y "しんはくしゅつりょう" の調節機序を説明できる。

13）主な臓器（脳 XE "脳" \y "のう" 、心、肺）の循環調節 XE "循環調節" \y "じゅんかんちょうせつ" を概説できる。

14）血圧調節 XE "血圧調節" \y "けつあつちょうせつ" の機序を説明できる。

△15）血流 XE "血流" \y "けつりゅう" の局所調節 XE "局所調節" \y "きょくしょちょうせつ" の機序を概説できる。

△16）運動時 XE "運動時" \y "うんどうじ" の循環反応 XE "循環反応" \y "じゅんかんはんのう" とその機序を説明できる。

（２）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（検査はＥ２、身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）
１) 胸部エックス線写真 XE "胸部エックス線写真" \y "きょうぶえっくすせんしゃしん" と断層心エコー図 XE "断層心エコー図" \y "だんそうしんえこーず" から心臓・大血管 XE "心臓・大血管" \y "しんぞう・だいけっかん" の画像診断 XE "画像診断" \y "がぞうしんだん" を説明できる。

△２）心カテーテル検査 XE "心カテーテル検査" \y "しんかてーてるけんさ" （心内圧 XE "心内圧" \y "しんないあつ" 、心機能 XE "心機能" \y "しんきのう" 、シャント率 XE "シャント率" \y "しゃんとりつ" の測定）と結果の解釈を説明できる。

（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" \b 
（【チアノーゼ XE "チアノーゼ" \y "ちあのーぜ" 】【胸痛 XE "胸痛" \y "きょうつう" 】【呼吸困難 XE "呼吸困難" \y "こきゅうこんなん" 】【ショック XE "ショック" \y "しょっく" 】【動悸 XE "動悸" \y "どうき" 】【浮腫 XE "浮腫" \y "ふしゅ" 】【意識障害 XE "意識障害" \y "いしきしょうがい" ・失神 XE "失神" \y "しっしん" 】はＥ1参照）

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
①心不全 XE "心不全" \y "しんふぜん" 
到達目標：

１）心不全 XE "心不全" \y "しんふぜん" の定義と重症度分類を説明できる。

２）心不全 XE "心不全" \y "しんふぜん" の原因疾患と病態生理を説明できる。

３）左心不全 XE "左心不全" \y "ひだりしんふぜん" と右心不全 XE "右心不全" \y "みぎしんふぜん" の診断を説明し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

４）急性心不全 XE "急性心不全" \y "きゅうせいしんふぜん" と慢性心不全 XE "慢性心不全" \y "まんせいしんふぜん" の診断を説明し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

②虚血性心疾患 XE "虚血性心疾患" \y "きょけつせいしんしっかん" 
到達目標：

１）安定狭心症 XE "安定狭心症" \y "あんていきょうしんしょう" （労作性 XE "労作性狭心症" \y "ろうさくせいきょうしんしょう" 、冠攣縮性 XE "冠攣縮性狭心症" \y "かんれんしゅくせいきょうしんしょう" ）の病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b と診断を説明し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

２）急性冠症候群（急性心筋梗塞 XE "急性心筋梗塞" \y "きゅうせいしんきんこうそく" 、不安定狭心症 XE "不安定狭心症" \y "ふあんていきょうしんしょう" ）の病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b と診断を説明し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

③不整脈 XE "不整脈" \y "ふせいみゃく" 
到達目標：

１）主な頻脈性不整脈 XE "頻脈性不整脈" \y "ひんみゃくせいふせいみゃく" （期外収縮 XE "期外収縮" \y "きがいしゅうしゅく" 、WPW症候群 XE "WPW症候群" 、発作性頻拍 XE "発作性頻拍" \y "ほっさせいひんはく" ）の心電図 XE "心電図" \y "しんでんず" 上の特徴を説明できる。

２）主な徐脈性不整脈 XE "徐脈性不整脈" \y "じょみゃくせいふせいみゃく" （洞不全症候群 XE "洞不全症候群" \y "どうふぜんしょうこうぐん" 、房室ブロック XE "房室ブロック" \y "ぼうしつぶろっく" ）の心電図 XE "心電図" \y "しんでんず" 上の特徴を説明できる。

３）致死的不整脈 XE "致死的不整脈" \y "ちしてきふせいみゃく" の心電図 XE "心電図" \y "しんでんず" 上の特徴を説明できる。

４）不整脈 XE "不整脈" \y "ふせいみゃく" の治療 XE "治療" \y "ちりょう" （抗不整脈薬 XE "抗不整脈薬" \y "こうふせいみゃくやく" 、電気的除細動 XE "電気的除細動" \y "でんきてきじょさいどう" 、ペースメーカー療法 XE "ペースメーカー療法" \y "ぺーすめーかーりょうほう" ）を概説できる。

④弁膜症 XE "弁膜症" \y "べんまくしょう" 
到達目標：

１）主な弁膜症 XE "弁膜症" \y "べんまくしょう" （僧帽弁疾患 XE "僧帽弁疾患" \y "そうぼうべんしっかん" 、大動脈弁疾患 XE "大動脈弁疾患" \y "だいどうみゃくべんしっかん" ）の病因、病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b と診断を説明し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。
２）感染性心内膜炎 XE "感染性心内膜炎" \y "かんせんせいしんないまくえん" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b と診断を説明し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

⑤心筋 XE "心筋疾患" \y "しんきんしっかん" ・心膜疾患 XE "心膜疾患" \y "しんまくしっかん" 
到達目標：

１）特発性心筋症 XE "特発性心筋症" \y "とっぱつせいしんきんしょう" と二次性心筋疾患 XE "二次性心筋疾患" \y "にじせいしんきんしっかん" の定義・概念と病態生理を説明できる。

△２）心筋炎 XE "心筋炎" \y "しんきんえん" の病因と症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b を説明できる。

△３）急性心膜炎 XE "急性心膜炎" \y "きゅうせいごころまくほのお" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b を説明できる。

△４）心タンポナーデ XE "心タンポナーデ" \y "しんたんぽなーで" の病因と診断を説明し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

⑥先天性心疾患 XE "先天性心疾患" \y "せんてんせいしんしっかん" 
到達目標：

１）主な先天性心疾患 XE "先天性心疾患" \y "せんてんせいしんしっかん" （心房中隔欠損 XE "心房中隔欠損" \y "しんぼうちゅうかくけっそん" 、心室中隔欠損 XE "心室中隔欠損" \y "しんしつちゅうかくけっそん" 、動脈管開存 XE "動脈管開存" \y "どうみゃくかんかいざい" 、ファロー四徴 XE "ファロー四徴" \y "ふぁろーしちょう" ）の病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b と診断を説明し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

⑦動脈疾患 XE "動脈疾患" \y "どうみゃくしっかん" 
到達目標：

１）動脈硬化症 XE "動脈硬化症" \y "どうみゃくこうかしょう" の危険因子、病態生理と合併症を説明できる。

２）大動脈解離 XE "大動脈解離" \y "だいどうみゃくかいり" と大動脈瘤 XE "大動脈瘤" \y "だいどうみゃくりゅう" を概説できる。

３）閉塞性動脈硬化症 XE "閉塞性動脈硬化症" \y "へいそくせいどうみゃくこうかしょう" とバージャー病 XE "バージャー病" \y "ばーじゃーびょう" を概説できる。

△４）大動脈炎症候群 XE "大動脈炎症候群" \y "だいどうみゃくえんしょうこうぐん" を概説できる。

⑧静脈 XE "静脈疾患" \y "じょうみゃくしっかん" ・リンパ管疾患 XE "リンパ管疾患" \y "りんぱかんしっかん" 
到達目標：

１）深部静脈血栓症 XE "深部静脈血栓症" \y "しんぶじょうみゃくけっせんしょう" の病因と症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b を説明し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

△２）上大静脈症候群 XE "上大静脈症候群" \y "じょうだいじょうみゃくしょうこうぐん" の病因と症候 XE "症候" \y "しょうこう" を説明できる。

△３）下肢静脈瘤 XE "下肢静脈瘤" \y "かしじょうみゃくりゅう" を概説できる。

△４）リンパ浮腫 XE "リンパ浮腫" \y "りんぱふしゅ" の病因を列挙できる。

⑨高血圧症 XE "高血圧症" \y "こうけつあつしょう" 
到達目標：

１）本態性高血圧症 XE "本態性高血圧症" \y "ほんたいせいこうけつあつしょう" の疫学 XE "疫学" \y "えきがく" 、診断、合併症と予後 XE "予後" \y "よご" を説明し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

２）二次性高血圧症 XE "二次性高血圧症" \y "にじせいこうけつあつしょう" の病因を列挙し、診断を説明し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

６　呼吸器系 XE "呼吸器系" \y "こきゅうきけ" 
一般目標：

呼吸器系 XE "呼吸器系" \y "こきゅうきけい" の構造と機能を理解し、主な呼吸器疾患の病因、病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" \b 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。

（１）構造と機能 XE "構造と機能" \y "こうぞうときの" 
到達目標：

１）気道 XE "気道" \y "きどう" の構造、肺葉 XE "肺葉" \y "はいよう" ・肺区域 XE "肺区域" \y "はいくいき" と肺門 XE "肺門" \y "はいもん" の構造を説明できる。

２）肺循環 XE "肺循環" \y "はいじゅんかん" の特徴を説明できる。

３）縦隔 XE "縦隔" \y "じゅうかく" と胸膜腔 XE "胸膜腔" \y "きょうまくこう" の構造を説明できる。

４）呼吸筋 XE "呼吸筋" \y "こきゅうきん" と呼吸運動 XE "呼吸運動" \y "こきゅううんどう" の機序を説明できる。

５）肺気量 XE "肺気量" \y "はいきりょう" と肺・胸郭系の圧・容量関係 XE "肺・胸郭系の圧・容量関係" \y "はいきょうかくけいのあつようりょうかんけい" （コンプライアンス XE "コンプライアンス" \y "こんぷらいあんす" ）を説明できる。

６）肺胞 XE "肺胞" \y "はいほう" におけるガス交換 XE "ガス交換" \y "がすこうかん" と血流 XE "血流" \y "けつりゅう" の関係を説明できる。

７）肺の換気と（換気血流比 XE "換気血流比" \y "かんきけつりゅうひ" ）が動脈血ガス XE "動脈血ガス" \y "どうみゃくけつがす" におよぼす影響を説明できる。

８）呼吸中枢 XE "呼吸中枢" \y "こきゅうちゅうすう" を介する呼吸調節 XE "呼吸調節" \y "こきゅうちょうせつ" の機序を説明できる。

９）血液 XE "血液" \y "けつえき" による酸素 XE "酸素" \y "さんそ" と二酸化炭素 XE "二酸化炭素" \y "にさんかたんそ" の運搬の仕組みを説明できる。

10）気道と肺の防御機構 XE "気道と肺の防御機構" \y "きどうとはいのぼうぎょきこう" （免疫学的 XE "免疫学的防御機構" \y "めんえきがくてきぼうぎょきこう" ・非免疫学的 XE "非免疫学的防御機構" \y "ひめんえきがくてきぼうぎょきこう" ）と代謝機能 XE "代謝機能" \y "たいしゃきのう" を説明できる。
（２）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（検査はＥ２、身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）
１）呼吸器系の画像検査 XE "呼吸器系の画像検査" \y "こきゅうきけいのがぞうけんさ" （エックス線 XE "エックス線" \y "えっくすせん" 、CT XE "CT" 、MRI XE "MRI" 、核医学検査）の意義を説明できる。

２）気管支鏡検査 XE "気管支鏡検査" \y "きかんしきょうけんさ" の意義を説明できる。

３）喀痰検査 XE "喀痰検査" \y "かくたんけんさ" の意義を説明できる。

（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
　（【チアノーゼ XE "チアノーゼ" \y "ちあのーぜ" 】【胸水 XE "胸水" \y "きょうすい" 】【胸痛 XE "胸痛" \y "きょうつう" 】【呼吸困難 XE "呼吸困難" \y "こきゅうこんなん" 】【咳・痰 XE "咳・痰" \y "せきたん" 】【血痰 XE "血痰" \y "けったん" ・喀血 XE "喀血" \y "かっけつ" 】はＥ1参照）

①喘鳴 XE "喘鳴" \y "ぜんめい" 
到達目標：

１）喘鳴 XE "喘鳴" \y "ぜんめい" の発生機序と原因疾患を説明できる。

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
①呼吸不全 XE "呼吸不全" \y "こきゅうふぜん" 、低酸素（血）症 XE "低酸素（血）症" \y "ていさんそ（けつ）しょう" と高二酸化炭素（血）症 XE "高二酸化炭素（血）症" \y "こうにさんかたんそ（けつ）しょう" 
到達目標：

１）呼吸不全 XE "呼吸不全" \y "こきゅうふぜん" の定義、分類、病態生理と主な病因を説明できる。

２）低酸素（血）症 XE "低酸素（血）症" \y "ていさんそ（けつ）しょう" と高二酸化炭素（血）症 XE "高二酸化炭素（血）症" \y "こうにさんかたんそ（けつ）しょう" の病因、分類と診断を説明し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

②呼吸器感染症 XE "呼吸器感染症" \y "こきゅうきかんせんしょう" 
到達目標：

１）急性上気道感染症 XE "急性上気道感染症" \y "きゅうせいじょうきどうかんせんしょう" （かぜ症候群 XE "かぜ症候群" \y "かぜしょうこうぐん" ）の病因、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）気管支炎 XE "気管支炎" \y "きかんしえん" ・肺炎 XE "肺炎" \y "はいえん" の主な病原体 XE "病原体" \y "びょうげんたい" を列挙し、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）肺結核症 XE "肺結核症" \y "はいけっかくしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と届出手続きを説明できる。

△４）非結核性（非定型）抗酸菌症 XE "非結核性（非定型）抗酸菌症" \y "ひけっかくせい（ひていけい）こうさんきんしょう" を概説できる。

△５）嚥下性肺炎 XE "嚥下性肺炎" \y "えんげせいはいえん" の発生機序とその予防法を説明できる。

△６）クループ XE "クループ" \y "くるーぷ" の病因、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△７）肺化膿症 XE "肺化膿症" \y "はいかのうしょう" と膿胸 XE "膿胸" \y "のうきょう" を概説できる。

③閉塞性 XE "閉塞性障害" \y "へいそくせいしょうがい" ・拘束性障害 XE "拘束性障害" \y "こうそくせいしょうがい" をきたす肺疾患

到達目標：

１）慢性閉塞性呼吸機能障害 XE "慢性閉塞性呼吸機能障害" \y "まんせいへいそくせいこきゅうきのうしょうがい" の病因を列挙できる。

２）慢性気管支炎 XE "慢性気管支炎" \y "まんせいきかんしえん" の定義、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）肺気腫 XE "肺気腫" \y "はいきしゅ" の病因、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

４）気管支喘息 XE "気管支喘息" \y "きかんしぜんそく" の病態生理、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

５）小児期の気管支喘息 XE "小児期の気管支喘息" \y "しょうにきのきかんしぜんそく" の特徴を説明できる。

６）間質性肺炎 XE "間質性肺炎" \y "かんしつせいはいえん" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△７）びまん性汎細気管支炎 XE "びまん性汎細気管支炎" \y "びまんせいはんさいきかんしえん" を概説できる。

△８）放射線肺臓炎 XE "放射線肺臓炎" \y "ほうしゃせんはいぞうえん" を概説できる。

△９）じん肺 XE "じん肺" \y "じんぱい" と石綿肺 XE "石綿肺" \y "いしわたはい" を概説できる。

④肺循環障害 XE "肺循環障害" \y "はいじゅんかんしょうがい" 
到達目標：

１）肺性心 XE "肺性心" \y "はいせいしん" の病因、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）急性呼吸促迫症候群 XE "急性呼吸促迫症候群" \y "きゅうせいこきゅうそくはくしょうこうぐん"  〈ARDS XE "ARDS" 〉 の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）肺血栓・塞栓症 XE "肺血栓症" \y "はいけっせんしょう"  XE "肺塞栓症" \y "はいそくせんしょう" の病因、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△４）肺高血圧症 XE "肺高血圧症" \y "はいこうけつあつしょう" を概説できる。

⑤免疫学的機序による肺疾患 XE "免疫学的機序による肺疾患" \y "めんえきがくてききじょによるはいしっかん" 
到達目標：

１）過敏性肺（臓）炎 XE "過敏性肺（臓）炎" \y "かびんせいはい（ぞう）えん" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

２）サルコイドーシス XE "サルコイドーシス" \y "さるこいどーしす" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△３）好酸球性肺疾患 XE "好酸球性肺疾患" \y "こうさんきゅうせいはいしっかん" を概説できる。

⑥肺癌 XE "肺癌" \y "はいがん" 
到達目標：

１）原発性肺癌 XE "原発性肺癌" \y "げんぱつせいはいがん" の分類、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）転移性肺腫瘍 XE "転移性肺腫瘍" \y "てんいせいはいしゅよう" の診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

⑦異常呼吸 XE "異常呼吸" \y "いじょうこきゅう" 
到達目標：

１）過換気症候群 XE "過換気症候群" \y "かかんきしょうこうぐん" を概説できる。

△２）睡眠時無呼吸症候群 XE "睡眠時無呼吸症候群" \y "すいみんじむこきゅうしょうこうぐん" を概説できる。

⑧気管支拡張症 XE "気管支拡張症" \y "きかんしかくちょうしょう" とその他の肺疾患

到達目標：

１）気管支拡張症 XE "気管支拡張症" \y "きかんしかくちょうしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）無気肺 XE "無気肺" \y "むきはい" の病因と診断を説明できる。

３）新生児呼吸促迫症候群 XE "新生児呼吸促迫症候群" \y "しんせいじこきゅうそくはくしょうこうぐん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

⑨胸膜・縦隔疾患 XE "胸膜疾患" \y "きょうまくしっかん"  XE "縦隔疾患" \y "じゅうかくしっかん" 
到達目標：

１）胸膜炎 XE "胸膜炎" \y "きょうまくえん" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）気胸 XE "気胸" \y "ききょう" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）縦隔腫瘍 XE "縦隔腫瘍" \y "じゅうかくしゅよう" の種類を列挙し、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△４）縦隔気腫 XE "縦隔気腫" \y "じゅうかくきしゅ" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

△５）胸膜生検 XE "胸膜生検" \y "きょうまくせいけん" の適応を説明できる。

△６）胸膜中皮腫 XE "胸膜中皮腫" \y "きょうまくちゅうひしゅ" を概説できる。

７　消化器系 XE "消化器系" \y "しょうかきけ" 
一般目標：

消化器系 XE "消化器系" \y "しょうかきけい" の正常構造 XE "正常構造" \y "せいじょうこうぞう" と機能を理解し、主な消化器系疾患の病態生理、病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。
（１）構造と機能 XE "構造と機能" \y "こうぞうときの" 
到達目標：

１）各消化器官 XE "消化器官" \y "しょうかきかん" の位置、形態と血管分布を図示できる。

２）腹膜 XE "腹膜" \y "ふくまく" と臓器の関係を説明できる。

３）食道 XE "食道" \y "しょくどう" ・胃 XE "胃" \y "い" ・小腸 XE "小腸" \y "しょうちょう" ・大腸 XE "大腸" \y "だいちょう" の基本構造と部位による違いを説明できる。

４）消化管運動 XE "消化管運動" \y "しょうかかんうんどう" の仕組みを説明できる。

５）消化器官 XE "消化器官" \y "しょうかきかん" に対する自律神経 XE "自律神経" \y "じりつしんけい" の作用を説明できる。

６）肝 XE "肝" \y "かん" の構造と機能を説明できる。

７）胃液 XE "胃液" \y "いえき" の作用と分泌機序を説明できる。

８）胆汁 XE "胆汁" \y "たんじゅう" の作用と胆嚢収縮 XE "胆嚢収縮" \y "たんのうしゅうしゅく" の調節機序を説明できる。

９）膵外分泌系 XE "膵外分泌系" \y "すいがいぶんぴつけい" の構造と膵液 XE "膵液" \y "すいえき" の作用を説明できる。

10）小腸 XE "小腸" \y "しょうちょう" における消化 XE "消化" \y "しょうか" ・吸収 XE "吸収" \y "きゅうしゅう" を説明できる。

11）大腸 XE "大腸" \y "だいちょう" における糞便形成 XE "糞便形成" \y "ふんべんけいせい" と排便 XE "排便" \y "はいべん" の仕組みを説明できる。

12）主な消化管ホルモン XE "消化管ホルモン" \y "しょうかかんほるもん" の作用を説明できる。

13）歯 XE "歯" \y "は" 、舌 XE "舌" \y "ぜつ" 、唾液腺 XE "唾液腺" \y "だえきせん" の構造と機能を説明できる。
△14）咀嚼 XE "咀嚼" \y "そしゃく" と嚥下 XE "嚥下" \y "えんげ" の機構を説明できる。

△15）消化管の正常細菌叢 XE "消化管の正常細菌叢" \y "しょうかかんのせいじょうさいきんしょう" の役割を説明できる。
（２）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（検査はＥ２、身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）
１）代表的な肝炎ウイルス検査 XE "肝炎ウイルス検査" \y "かんえんういるすけんさ" の検査項目を列挙し、その意義を説明できる。

２）消化器関連の代表的な腫瘍マーカー XE "腫瘍マーカー" \y "しゅようまーかー" （AFP XE "AFP" 、CEA XE "CEA"  、CA19-9 XE "CA19-9" ）の意義を説明できる。

３）消化器系疾患の画像検査 XE "消化器系疾患の画像検査" \y "しょうかきけいしっかんのがぞうけんさ" を列挙し、検査から得られる情報を説明できる。
４）消化器内視鏡検査 XE "消化器内視鏡検査" \y "しょうかきないしきょうけんさ" から得られる情報を説明できる。

５）生検 XE "生検" \y "せいけん" と細胞診 XE "細胞診" \y "さいぼうしん" の意義と適応を説明できる。

（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
（【便秘 XE "便秘" \y "べんぴ" ・下痢 XE "下痢" \y "げり" 】【吐血 XE "吐血" \y "とけつ" ・下血 XE "下血" \y "げけつ" 】【悪心 XE "悪心" \y "おしん" ・嘔吐 XE "嘔吐" \y "おうと" 】【食思（欲）不振 XE "食思（欲）不振" \y "しょくしよくふしん" 】【黄疸 XE "黄疸" \y "おうだん" 】【腹痛 XE "腹痛" \y "ふくつう" 】【腹部膨隆 XE "腹部膨隆" \y "ふくぶぼうりゅう" （腹水 XE "腹水" \y "ふくすい" を含む）・腫瘤 XE "腹部腫瘤" \y "ふくぶしゅりゅう" 】はＥ１参照）

①肝腫大 XE "肝腫大" \y "かんしゅだい" 
到達目標：

1） 肝腫大 XE "肝腫大" \y "かんしゅだい" をきたす疾患を列挙し、その病態生理を説明できる。

△２）肝腫大 XE "肝腫大" \y "かんしゅだい" のある患者における医療面接 XE "医療面接" \y "いりょうめんせつ" 、診察と診断の要点を説明できる。

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
①食道疾患 XE "食道疾患" \y "しょくどうしっかん" 
到達目標：

１）食道癌 XE "食道癌" \y "しょくどうがん" の病理、肉眼分類と進行度分類を説明できる。

２）食道癌 XE "食道癌" \y "しょくどうがん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と予後 XE "予後" \y "よご" を説明できる。

3） 食道静脈瘤 XE "食道静脈瘤" \y "しょくどうじょうみゃくりゅう" の病態生理、内視鏡分類と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

4） 胃食道逆流症 XE "胃食道逆流症" \y "いしょくどうぎゃくりゅうしょう" の病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

△５）逆流性食道炎 XE "逆流性食道炎" \y "ぎゃくりゅうせいしょくどうえん" を概説できる。

△６）マロリー・ワイス症候群 XE "マロリー・ワイス症候群" \y "まろりー・わいすしょうこうぐん" を概説できる。
②胃 XE "胃" \y "い" ・十二指腸疾患 XE "胃・十二指腸疾患" \y "いじゅうにしちょうしっかん" 
到達目標：

１）胃癌 XE "胃癌" \y "いがん" の疫学 XE "疫学" \y "えきがく" 、病理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、肉眼分類と進行度分類を説明できる。

２）胃癌 XE "胃癌" \y "いがん" の診断法を列挙し、所見とその意義を説明できる。

３）胃癌 XE "胃癌" \y "いがん" の進行度に応じた治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

４）消化性潰瘍 XE "消化性潰瘍" \y "しょうかせいかいよう" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、ステージ分類、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

5） ヘリコバクター・ピロリ感染症の診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

6） 胃ポリープ XE "胃ポリープ" \y "いぽりーぷ" の病理と肉眼分類を説明できる。

△７）急性胃粘膜病変 XE "急性胃粘膜病変" \y "きゅうせいいねんまくびょうへん" の概念、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△８）慢性胃炎 XE "慢性胃炎" \y "まんせいいえん" を概説できる。
△９）胃切除後症候群 XE "胃切除後症候群" \y "いせつじょごしょうこうぐん" の病態生理を説明できる。

△10）肥厚性幽門狭窄症 XE "肥厚性幽門狭窄症" \y "ひこうせいゆうもんきょうさくしょう" を概説できる。
③小腸 XE "小腸疾患" \y "しょうちょうしっかん" ・大腸疾患 XE "大腸疾患" \y "だいちょうしっかん" 
到達目標：

１）大腸癌 XE "大腸癌" \y "だいちょうがん" の病理と分類（肉眼、進行度、病期）を説明できる。

２）大腸癌 XE "大腸癌" \y "だいちょうがん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）大腸ポリープ XE "大腸ポリープ" \y "だいちょうぽりーぷ" の分類、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

４）急性虫垂炎 XE "急性虫垂炎" \y "きゅうせいちゅうすいえん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

５）腸閉塞 XE "腸閉塞" \y "ちょうへいそく" （イレウス XE "イレウス" \y "いれうす" ）の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。
６）炎症性腸疾患 XE "炎症性腸疾患" \y "えんしょうせいちょうしっかん" （潰瘍性大腸炎 XE "潰瘍性大腸炎" \y "かいようせいだいちょうえん" ・クローン病 XE "クローン病" \y "くろーんびょう" ）の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

7） 痔核 XE "痔核" \y "じかく" と痔瘻 XE "痔瘻" \y "じろう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

８）過敏性腸症候群 XE "過敏性腸症候群" \y "かびんせいちょうしょうこうぐん" を概説できる。

· ９）腸管憩室 XE "腸管憩室" \y "ちょうかんけいしつ" を概説できる。

· 10）薬剤性大腸炎 XE "薬剤性大腸炎" \y "やくざいせいだいちょうえん" を概説できる。

△11）消化管ポリポーシス XE "消化管ポリポーシス" \y "しょうかかんぽりぽーしす" を概説できる。

△12）大腸 XE "大腸" \y "だいちょう" の主な先天性疾患 XE "先天性疾患" \y "せんてんせいしっかん" （鎖肛 XE "鎖肛" \y "さこう" 、ヒルシュスプルング病 XE "ヒルシュスプルング病" \y "ひるしゅすぷるんぐびょう" ）を概説できる。

△13）腸重積症 XE "腸重積症" \y "ちょうじゅうせきしょう" を概説できる。

△14）消化管カルチノイド XE "消化管カルチノイド" \y "しょうかかんかるちのいど" を概説できる。
④胆道疾患 XE "胆道疾患" \y "たんどうしっかん" 
到達目標：

１）胆石症 XE "胆石症" \y "たんせきしょう" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。
２）胆嚢炎 XE "胆嚢炎" \y "たんのうえん" と胆管炎 XE "胆管炎" \y "たんかんえん" の病因、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、合併症と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。
３）胆嚢 XE "胆嚢癌" \y "たんのうがん" ・胆管癌 XE "胆管癌" \y "たんかんがん" の病理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△４）胆嚢ポリープ XE "胆嚢ポリープ" \y "たんのうぽりーぷ" を概説できる。

△５）先天性胆道拡張症 XE "先天性胆道拡張症" \y "せんてんせいたんどうかくちょうしょう" と膵・胆管合流異常症 XE "膵・胆管合流異常症" \y "すいたんかんごうりゅういじょうしょう" を概説できる。

⑤肝疾患 XE "肝疾患" \y "かんしっかん" 
到達目標：

１）Ａ型 XE "Ａ型肝炎" \y "Ａがたかんえん" ・Ｂ型 XE "Ｂ型肝炎" \y "Ｂがたかんえん" ・Ｃ型肝炎 XE "Ｃ型肝炎" \y "Ｃがたかんえん" の疫学 XE "疫学" \y "えきがく" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" 、経過と予後 XE "予後" \y "よご" を説明できる。

２）急性肝炎 XE "急性肝炎" \y "きゅうせいかんえん" 、劇症肝炎 XE "劇症肝炎" \y "げきしょうかんえん" と慢性肝炎 XE "慢性肝炎" \y "まんせいかんえん" の定義を説明できる。

３）肝硬変 XE "肝硬変" \y "かんこうへん" の病因、病理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

４）肝硬変 XE "肝硬変" \y "かんこうへん" の合併症（門脈圧亢進症 XE "門脈圧亢進症" \y "もんみゃくあつこうしんしょう" と肝性脳症 XE "肝性脳症" \y "かんせいのうしょう" ）を概説できる。

５）原発性肝癌 XE "原発性肝癌" \y "げんぱつせいかんがん" の病因、病理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

６）アルコール性肝障害 XE "アルコール性肝障害" \y "あるこーるせいかんしょうがい" を概説できる。

△７）薬物性肝障害 XE "薬物性肝障害" \y "やくぶつせいかんしょうがい" を概説できる。

△８）肝膿瘍 XE "肝膿瘍" \y "かんのうよう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。
⑥膵臓疾患 XE "膵臓疾患" \y "すいぞうしっかん" 
到達目標：

１）急性膵炎 XE "急性膵炎" \y "きゅうせいすいえん" （アルコール性 XE "アルコール性膵炎" \y "あるこーるせいすいえん" 、胆石性 XE "胆石性膵炎" \y "たんせきせいすいえん" 、特発性 XE "特発性膵炎" \y "とっぱつせいすいえん" ）の病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）慢性膵炎 XE "慢性膵炎" \y "まんせいすいえん" （アルコール性 XE "アルコール性膵炎" \y "あるこーるせいすいえん" 、特発性 XE "特発性膵炎" \y "とっぱつせいすいえん" ）の病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、合併症と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）膵癌 XE "膵癌" \y "すいがん" の病理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

△４）重症急性膵炎 XE "重症急性膵炎" \y "じゅうしょうきゅうせいすいえん" の病態生理、診断基準と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△５）嚢胞性膵疾患 XE "嚢胞性膵疾患" \y "のうほうせいすいしっかん" の分類と病理を説明できる。

⑦腹膜 XE "腹膜疾患" \y "ふくまくしっかん" ・腹壁 XE "腹壁疾患" \y "ふくへきしっかん" ・横隔膜疾患 XE "横隔膜疾患" \y "おうかくまくしっかん" 
到達目標：
１）腹膜炎 XE "腹膜炎" \y "ふくまくえん" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）ヘルニア XE "ヘルニア" \y "へるにあ" の概念（滑脱 XE "滑脱" \y "かつだつ" 、嵌頓 XE "嵌頓" \y "はとん" 、絞扼性 XE "絞扼性" \y "こうやくせい" ）と好発部位を説明できる。

３）鼠径ヘルニア XE "鼠径ヘルニア" \y "そけいへるにあ" の病因、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

８　腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む） XE "腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）" \y "じんにょうろけいたいえきでんかいしつばらんすをふく" 
一般目標：
腎・尿路系 XE "腎・尿路系" \y "じんにょうろけい" の構造と機能を理解し、主な腎・尿路系 XE "腎・尿路系" \y "じんにょうろけい" 疾患の病因、病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。

（１）構造と機能 XE "構造と機能" \y "こうぞうときの" 
到達目標：
１）体液 XE "体液" \y "たいえき" の量と組成・浸透圧 XE "浸透圧" \y "しんとうあつ" を小児 XE "小児" \y "しょうに" と成人を区別して説明できる。

２）腎・尿路系 XE "腎・尿路系" \y "じんにょうろけい" の位置・形態と血管分布・神経支配 XE "神経支配" \y "しんけいしはい" を説明できる。

３）腎 XE "腎" \y "じん" の機能の全体像やネフロン XE "ネフロン" \y "ねふろん" 各部の構造と機能を概説できる。

４）腎糸球体 XE "腎糸球体" \y "じんいときゅうたい" における濾過 XE "濾過" \y "ろか" の機序を説明できる。

５）尿細管 XE "尿細管" \y "にょうさいかん" 各部における再吸収 XE "再吸収" \y "さいきゅうしゅう" ・分泌機構と尿の濃縮機序を説明できる。

６）水電解質 XE "水電解質" \y "みずでんかいしつ" ・酸塩基平衡 XE "酸塩基平衡" \y "さんえんきへいこう" の調節機構 XE "調節機構" \y "ちょうせつきこう" を概説できる。

７）腎に作用するホルモン XE "腎に作用するホルモン" \y "じんにさようするほるもん" ・血管作働性物質 XE "血管作働性物質" \y "けっかんさどうせいぶっしつ" の作用を説明できる。

８）蓄排尿 XE "蓄排尿" \y "ちくはいにょう" の機序を説明できる。

（２）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）

１）腎・尿路系 XE "腎・尿路系" \y "じんにょうろけい" の画像診断 XE "画像診断" \y "がぞうしんだん" を概説できる。

２）糸球体濾過量 XE "糸球体濾過量" \y "いときゅうたいろかりょう" を測定する方法を概説できる。

△３）腎生検 XE "腎生検" \y "じんせいけん" の適応と禁忌を説明できる。

△４）尿流動態検査 XE "尿流動態検査" \y "にょうりゅうどうたいけんさ" を説明できる。

（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
（【浮腫 XE "浮腫" \y "ふしゅ" 】【タンパク尿 XE "タンパク尿" \y "たんぱくにょう" 】【血尿 XE "血尿" \y "けつにょう" 】【尿量 XE "尿量の異常" \y "にょうりょうのいじょう" ・排尿の異常 XE "排尿の異常" \y "はいにょうのいじょう" 】【脱水 XE "脱水" \y "だっすい" 】はＥ１参照）

①電解質代謝異常 XE "電解質代謝異常" \y "でんかいしつたいしゃいじょう" 
到達目標：
１）高・低ナトリウム血症 XE "高ナトリウム血症" \y "こうなとりうむけつしょう"  XE "低ナトリウム血症" \y "ていなとりうむけっしょう" を概説できる。

２）高 XE "高カリウム血症" \y "こうかりうむちしょう" ・低カリウム血症 XE "低カリウム血症" \y "ていかりうむちしょう" を概説できる。

３）高 XE "高カルシウム血症" \y "こうかるしうむけつしょう" ・低カルシウム血症 XE "低カルシウム血症" \y "ていかるしうむけつしょう" を概説できる。

△４）高 XE "高リン血症" \y "こうりんけっしょう" ・低リン血症 XE "低リン血症" \y "ていりんけっしょう" と高 XE "高クロール血症" \y "こうくろーるけつしょう" ・低クロール血症 XE "低クロール血症" \y "ていくろーるけつしょう" を概説できる。

②アシドーシス XE "アシドーシス" \y "あしどーしす" ・アルカローシス XE "アルカローシス" \y "あるかろーしす" 
到達目標：

１）アシドーシス XE "アシドーシス" \y "あしどーしす" ・アルカローシス XE "アルカローシス" \y "あるかろーしす" の定義、病態生理と診断を説明できる。

△２）アシドーシス XE "アシドーシス" \y "あしどーしす" ・アルカローシス XE "アルカローシス" \y "あるかろーしす" の治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
①腎不全 XE "腎不全" \y "じんふぜん" 
到達目標：
１）急性腎不全 XE "急性腎不全" \y "きゅうせいじんふぜん" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）慢性腎不全 XE "慢性腎不全" \y "まんせいじんふぜん" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

△３）慢性腎不全 XE "慢性腎不全" \y "まんせいじんふぜん" の治療 XE "治療" \y "ちりょう" （透析 XE "透析" \y "とうせき" ・腎移植 XE "腎移植" \y "じんいしょく" ）を説明できる。

②原発性糸球体疾患 XE "原発性糸球体疾患" \y "げんぱつせいいときゅうたいしっかん" 
到達目標：
１）急性糸球体腎炎症候群 XE "急性糸球体腎炎症候群" \y "きゅうせいいときゅうたいじんえんしょうこうぐん" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）慢性糸球体腎炎症候群 XE "慢性糸球体腎炎症候群" \y "まんせいいときゅうたいじんえんしょうこうぐん" （IgA腎症 XE "IgA腎症" を含む）の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）ネフローゼ症候群 XE "ネフローゼ症候群" \y "ねふろーぜしょうこうぐん" の分類、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△４）急速進行性糸球体腎炎症候群 XE "急速進行性糸球体腎炎症候群" \y "きゅうそくしんこうせいいときゅうたいじんえんしょうこうぐん" を概説できる。

③腎血管障害 XE "腎血管障害" \y "じんけっかんしょうがい" 
到達目標：
１）腎血管性高血圧症 XE "腎血管性高血圧症" \y "じんけっかんせいこうけつあつしょう" を概説できる。

④尿細管機能異常 XE "尿細管機能異常" \y "にょうさいかんきのういじょう" 
到達目標：
１）尿細管性アシドーシス XE "尿細管性アシドーシス" \y "にょうさいかんせいあしどーしす" の分類、病態生理、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△２）ファンコーニ症候群 XE "ファンコーニ症候群" \y "ふぁんこーにしょうこうぐん" （腎性糖尿 XE "腎性糖尿" \y "じんせいとうにょう" を含む）の概念、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

⑤間質性腎疾患 XE "間質性腎疾患" \y "かんしつせいじんしっかん" 
到達目標：
１）急性・慢性腎盂腎炎 XE "急性腎盂腎炎" \y "きゅうせいじんうじんえん"  XE "慢性腎盂腎炎" \y "まんせいじんうじんえん" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）急性・慢性間質性腎炎 XE "急性間質性腎炎" \y "きゅうせいかんしつせいじんえん"  XE "慢性間質性腎炎" \y "まんせいかんしつせいじんえん" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

⑥全身性疾患による腎障害 XE "全身性疾患による腎障害" \y "ぜんしんせいしっかんによるじんしょうがい" 
到達目標：
１）糖尿病性腎症 XE "糖尿病性腎症" \y "とうにょうびょうせいじんしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△２）ループス腎炎 XE "ループス腎炎" \y "るーぷすじんえん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△３）アミロイド腎 XE "アミロイド腎" \y "あみろいどじん" 症の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△４）膠原病類縁疾患 XE "膠原病類縁疾患" \y "こうげんびょうるいえんしっかん" （血管炎症候群 XE "血管炎症候群" \y "けっかんえんしょうこうぐん" 、グッドパスチャー症候群 XE "グッドパスチャー症候群" \y "ぐっどぱすちゃーしょうこうぐん" ）の腎病変を説明できる。

△５）紫斑病性腎炎 XE "紫斑病性腎炎" \y "しはんびょうせいじんえん" を概説できる。

⑦先天異常 XE "先天異常" \y "せんてんいじょう" 、腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" と外傷 XE "外傷" \y "がいしょう" 
到達目標：

１）腎尿路の主な先天異常 XE "先天異常" \y "せんてんいじょう" （多発性嚢胞腎 XE "多発性嚢胞腎" \y "たはつせいのうほうしん" 、膀胱尿管逆流症 XE "膀胱尿管逆流症" \y "ぼうこうにょうかんぎゃくりゅうしょう" ）を概説できる。

２) 腎癌 XE "腎癌" \y "じんがん" ・膀胱癌 XE "膀胱癌" \y "ぼうこうがん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△３）腎外傷 XE "腎外傷" \y "じんがいしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

⑧尿路疾患 XE "尿路疾患" \y "にょうろしっかん" 
到達目標：
１）尿路結石 XE "尿路結石" \y "にょうろけっせき" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

· ２）尿路の炎症 XE "尿路の炎症" \y "にょうろのえんしょう" （膀胱炎 XE "膀胱炎" \y "ぼうこうえん" ・前立腺炎 XE "前立腺炎" \y "ぜんりつせんえん" ・尿道炎 XE "尿道炎" \y "にょうどうえん" ）の病因、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

· ３）神経因性膀胱 XE "神経因性膀胱" \y "しんけいいんせいぼうこう" を概説できる。

９　生殖機能 XE "生殖機能" \y "せいしょくきの" 
一般目標：
　生殖系の構造と機能を理解し、生殖器に問題を有する患者の診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" に関する知識を学ぶ。

（１）構造と機能 XE "構造と機能" \y "こうぞうときの" 
到達目標：
１）生殖腺 XE "生殖腺" \y "せいしょくせん" の発生と性分化 XE "性分化" \y "せいぶんか" の過程を説明できる。

２）男性生殖器 XE "男性生殖器" \y "だんせいせいしょくき" の発育の過程を説明できる。

３）男性生殖器 XE "男性生殖器" \y "だんせいせいしょくき" の形態と機能を説明できる。

４）精巣 XE "精巣" \y "せいそう" の組織構造と精子形成 XE "精子形成" \y "せいしけいせい" の過程を説明できる。

５）陰茎 XE "陰茎" \y "いんけい" の組織構造と勃起 XE "勃起" \y "ぼっき" ・射精 XE "射精" \y "しゃせい" の機序を説明できる。

６）女性生殖器 XE "女性生殖器" \y "じょせいせいしょくき" の発育の過程を説明できる。

７）女性生殖器 XE "女性生殖器" \y "じょせいせいしょくき" の形態と機能を説明できる。

８）性周期発現 XE "性周期発現" \y "せいしゅうきはつげん" と排卵 XE "排卵" \y "はいらん" の機序を説明できる。

（２）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
①男性生殖器 XE "男性生殖器" \y "だんせいせいしょくき" 　

到達目標：

（身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）
１）精巣と前立腺の検査法 XE "精巣と前立腺の検査法" \y "せいそうとぜんりつせんのけんさほう" （尿道造影 XE "尿道造影" \y "にょうどうぞうえい" 、超音波検査 XE "超音波検査" \y "ちょうおんぱけんさ" 、CT XE "CT" 、MRI XE "MRI" ）を説明し、結果を解釈できる。

②女性生殖器 XE "女性生殖器" \y "じょせいせいしょくき" 　

到達目標：

１）基礎体温 XE "基礎体温" \y "きそたいおん" の所見を説明できる。
２）血中ホルモン XE "血中ホルモン" \y "けっちゅうほるもん" （ＦＳＨ XE "FSH" 、ＬＨ XE "LＨ" 、プロラクチン XE "プロラクチン" \y "ぷろらくちん" 、hCG XE "hCG" 、エストロゲン XE "エストロゲン" \y "えすとろげん" 、プロゲステロン XE "プロゲステロン" \y "ぷろげすてろん" ）測定値を評価できる。

△３）腟分泌物 XE "腟分泌物" \y "ちつぶんぴつぶつ" の所見を説明できる。  

△４）子宮頸部 XE "子宮頸部" \y "しきゅうけいぶ" ・内膜の細胞診 XE "細胞診" \y "さいぼうしん" と組織診 XE "組織診" \y "そしきしん" の所見を概説できる。

△５）腫瘍マーカー XE "腫瘍マーカー" \y "しゅようまーかー" の測定値の意味を説明できる。

△６）骨盤内臓器 XE "骨盤内臓器" \y "こつばんないぞうき" と腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の画像診断 XE "画像診断" \y "がぞうしんだん" （超音波断層法 XE "超音波断層法" \y "ちょうおんぱだんそうほう" 、CT XE "CT" 、MRI XE "MRI" 、子宮卵管造影 XE "子宮卵管造影" \y "しきゅうらんかんぞうえい" ）所見を概説できる。
（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
①男性生殖器 XE "男性生殖器" \y "だんせいせいしょくき" 　

（【腹部膨隆 XE "腹部膨隆" \y "ふくぶぼうりゅう" （腹水 XE "腹水" \y "ふくすい" を含む）・腫瘤 XE "腹部腫瘤" \y "ふくぶしゅりゅう" 】【腹痛 XE "腹痛" \y "ふくつう" 】【血尿 XE "血尿" \y "けつにょう" 】【尿量 XE "尿量の異常" \y "にょうりょうのいじょう" ・排尿の異常 XE "排尿の異常" \y "はいにょうのいじょう" 】はＥ1参照）　
到達目標：　　　

１）勃起不全 XE "勃起不全" \y "ぼっきふぜん" と射精障害 XE "射精障害" \y "しゃせいしょうがい" を概説できる。

２）精巣機能障害 XE "精巣機能障害" \y "せいそうきのうしょうがい" を概説できる。

②女性生殖器 XE "女性生殖器" \y "じょせいせいしょくき" 　

（【月経異常 XE "月経異常" \y "げっけいいじょう" 】【腹部膨隆 XE "腹部膨隆" \y "ふくぶぼうりゅう" （腹水 XE "腹水" \y "ふくすい" を含む）・腫瘤 XE "腹部腫瘤" \y "ふくぶしゅりゅう" 】【腹痛 XE "腹痛" \y "ふくつう" 】【尿量 XE "尿量の異常" \y "にょうりょうのいじょう" ・排尿の異常 XE "排尿の異常" \y "はいにょうのいじょう" 】【貧血 XE "貧血" \y "ひんけつ" 】はＥ1参照）　
到達目標：

１）不正性器出血 XE "不正性器出血" \y "ふせいせいきしゅっけつ" 、乳汁漏出 XE "乳汁漏出" \y "にゅうじゅうろうしゅつ" 、腟分泌物 XE "腟分泌物" \y "ちつぶんぴつぶつ" （帯下）の増量、腟乾燥感 XE "腟乾燥感" \y "ちつかんそうかん" 、性交痛 XE "性交痛" \y "せいこうつう" をきたす疾患を列挙し、その病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
①男性生殖器疾患 XE "男性生殖器疾患" \y "だんせいせいしょくきしっかん" 
到達目標：　　　

１）男性不妊症 XE "男性不妊症" \y "だんせいふにんしょう" を概説できる。

２）前立腺肥大症 XE "前立腺肥大症" \y "ぜんりつせんひだいしょう" の診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）前立腺癌 XE "前立腺癌" \y "ぜんりつせんがん" の診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

４）精巣腫瘍 XE "精巣腫瘍" \y "せいそうしゅよう" を概説できる。

△５）陰嚢内腫瘤 XE "陰嚢内腫瘤" \y "いんのうないしゅりゅう" の診断を説明できる。

△６）停留精巣 XE "停留精巣" \y "ていりゅうせいそう" を概説できる。

②女性生殖器疾患 XE "女性生殖器疾患" \y "じょせいせいしょくきしっかん" 
到達目標：
１）内外生殖器 XE "内外生殖器" \y "ないがいせいしょくき" の先天異常 XE "先天異常" \y "せんてんいじょう" を説明できる。

２）卵巣機能障害 XE "卵巣機能障害" \y "らんそうきのうしょうがい" を概説できる。

３）不妊症 XE "不妊症" \y "ふにんしょう" の系統診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

４）子宮筋腫 XE "子宮筋腫" \y "しきゅうきんしゅ" ・子宮腺筋症 XE "子宮腺筋症" \y "しきゅうせんきんしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

５）子宮内膜症 XE "子宮内膜症" \y "しきゅうないまくしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

６）子宮癌 XE "子宮癌" \y "しきゅうがん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

７）卵巣腫瘍 XE "卵巣腫瘍" \y "らんそうしゅよう" の分類と症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

８）外陰 XE "外陰" \y "がいいん" 、腟 XE "腟" \y "ちつ" と骨盤内感染症 XE "骨盤内感染症" \y "こつばんないかんせんしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△９）絨毛性疾患 XE "絨毛性疾患" \y "じゅうもうせいしっかん" （胞状奇胎 XE "胞状奇胎" \y "ほうじょうきたい" 、絨毛癌 XE "絨毛癌" \y "じゅうもうがん" ）の診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と管理を説明できる。
１０　妊娠と分娩 XE "妊娠と分娩" \y "にんしんとぶんべ" 
一般目標：
妊娠 XE "妊娠" \y "にんしん" 、分娩 XE "分娩" \y "ぶんべん" と産褥期 XE "産褥期" \y "さんじょくき" の管理に必要な基礎知識とともに、母性保健 XE "母性保健" \y "ぼせいほけん" 、生殖医療 XE "生殖医療" \y "せいしょくいりょう" のあり方を学ぶ。
（１）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）
１）妊娠 XE "妊娠" \y "にんしん" の診断法を説明できる。

２）妊娠 XE "妊娠" \y "にんしん" に伴う身体的変化を概説できる。　
３）胎児・胎盤検査法 XE "胎児・胎盤検査法" \y "たいじたいばんけんさほう" （超音波検査法 XE "超音波検査法" \y "ちょうおんぱけんさほう" 、分娩監視装置 XE "分娩監視装置" \y "ぶんべんかんしそうち" による）の意義を説明できる。

△４）羊水検査法 XE "羊水検査法" \y "ようすいけんさほう" の意義と異常所見を説明できる。

（２）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
（【悪心 XE "悪心" \y "おしん" ・嘔吐 XE "嘔吐" \y "おうと" 】【腹部膨隆 XE "腹部膨隆" \y "ふくぶぼうりゅう" （腹水 XE "腹水" \y "ふくすい" を含む）・腫瘤 XE "腹部腫瘤" \y "ふくぶしゅりゅう" 】【浮腫 XE "浮腫" \y "ふしゅ" 】【腹痛 XE "腹痛" \y "ふくつう" 】はＥ1参照）　
（３）正常妊娠・分娩・産褥 XE "正常妊娠・分娩・産褥" \y "せいじょうにんしんぶんべんさんじょ" 
到達目標：
１）妊娠 XE "妊娠" \y "にんしん" ・分娩 XE "分娩" \y "ぶんべん" ・産褥 XE "産褥" \y "さんじょく" での母体の解剖学的と生理学的変化を説明できる。

２）胎児・胎盤系の発達過程 XE "胎児・胎盤系の発達過程" \y "たいじ・たいばんけいのはったつかてい" での機能・形態的変化を説明できる。

３）正常妊娠 XE "正常妊娠" \y "せいじょうにんしん" の経過を説明できる。

４）正常分娩 XE "正常分娩" \y "せいじょうぶんべん" の経過を説明できる。

５）産褥 XE "産褥" \y "さんじょく" の過程を説明できる。

△６）母性保健 XE "母性保健" \y "ぼせいほけん" の意義を医学的に説明できる。

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
到達目標：
１）主な異常妊娠 XE "異常妊娠" \y "いじょうにんしん" （流産 XE "流産" \y "りゅうざん" 、切迫流産 XE "切迫流産" \y "せっぱくりゅうざん" 、子宮外妊娠 XE "子宮外妊娠" \y "しきゅうがいにんしん" 、妊娠高血圧症 XE "妊娠高血圧症" \y "にんしんこうけつあつしょう" 、多胎妊娠 XE "多胎妊娠" \y "たたいにんしん" 、骨盤位 XE "骨盤位" \y "こつばんい" ）の病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）主な異常分娩 XE "異常分娩" \y "いじょうぶんべん" （早産 XE "早産" \y "そうざん" 、微弱陣痛 XE "微弱陣痛" \y "びじゃくじんつう" 、遷延分娩 XE "遷延分娩" \y "せんえんぶんべん" 、回旋異常 XE "回旋異常" \y "かいせんいじょう" 、前置胎盤 XE "前置胎盤" \y "ぜんちたいばん" 、常位胎盤早期剥離 XE "常位胎盤早期剥離" \y "じょういたいばんそうきはくり" 、弛緩出血 XE "弛緩出血" \y "しかんしゅっけつ" 、分娩損傷 XE "分娩損傷" \y "ぶんべんそんしょう" ）の病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

３）主な異常産褥 XE "異常産褥" \y "いじょうさんじょく" （子宮復古不全 XE "子宮復古不全" \y "しきゅうふっこふぜん" 、産褥熱 XE "産褥熱" \y "さんじょくねつ" 、乳腺炎 XE "乳腺炎" \y "にゅうせんえん" ）の病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

△４）産科救急 XE "産科救急" \y "さんかきゅうきゅう" 〔産科出血 XE "産科出血" \y "さんかしゅっけつ" 、播種性血管内凝固（症候群） XE "播種性血管内凝固（症候群）" \y "はしゅせいけっかんないぎょうこ（しょうこうぐん）" 〈DIC XE "DIC" 〉〕の病態 XE "病態" \y "びょうたい" と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△５）主な妊娠合併症 XE "妊娠合併症" \y "にんしんがっぺいしょう" （耐糖能異常 XE "耐糖能異常" \y "たいとうのういじょう" 、血小板減少症 XE "血小板減少症" \y "けっしょうばんげんしょうしょう" 、甲状腺疾患 XE "甲状腺疾患" \y "こうじょうせんしっかん" ）の病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

（５）産科手術 XE "産科手術" \y "さんかしゅじゅ" 
到達目標：
１）人工妊娠中絶 XE "人工妊娠中絶" \y "じんこうにんしんちゅうぜつ" の適応を説明できる。

２）帝王切開術 XE "帝王切開術" \y "ていおうせっかいじゅつ" の適応を説明できる。

△３）鉗子 XE "鉗子分娩術" \y "かんしぶんべんじゅつ" ・吸引分娩術 XE "吸引分娩術" \y "きゅういんぶんべんじゅつ" の適応を説明できる。

△４）骨盤位牽出術 XE "骨盤位牽出術" \y "こつばんいけんしゅつじゅつ" の方法と合併症を説明できる。

△５）産科麻酔 XE "産科麻酔" \y "さんかますい" の特徴を概説できる。

１１　乳房 XE "乳房" \y "にゅうぼ" 
一般目標：

乳房 XE "乳房" \y "にゅうぼう" の構造と内分泌依存性 XE "内分泌依存性" \y "ないぶんぴついぞんせい" の機能を理解し、主な乳房疾患 XE "乳房疾患" \y "にゅうぼうしっかん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。

（１）構造と機能 XE "構造と機能" \y "こうぞうときの" 
到達目標：

１）乳房 XE "乳房" \y "にゅうぼう" の構造と機能を説明できる。

2） 成長発達 XE "成長発達" \y "せいちょうはったつ" に伴う乳房 XE "乳房" \y "にゅうぼう" の変化を説明できる。

3） 乳汁分泌 XE "乳汁分泌" \y "にゅうじゅうぶんぴつ" に関するホルモンの作用 XE "ホルモンの作用" \y "ほるもんのさよう" を説明できる。

（２）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）
１）乳房腫瘤 XE "乳房腫瘤" \y "にゅうぼうしゅりゅう" の画像診断 XE "画像診断" \y "がぞうしんだん" （乳房撮影 XE "乳房撮影" \y "にゅうぼうさつえい" 、超音波検査 XE "超音波検査" \y "ちょうおんぱけんさ" 、CT XE "CT" ）を概説できる。

△２）乳房腫瘤 XE "乳房腫瘤" \y "にゅうぼうしゅりゅう" に対する細胞・組織診断法 XE "細胞・組織診断法" \y "さいぼうそしきしんだんほう" を概説できる。

（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
到達目標：

乳房腫瘤 XE "乳房腫瘤" \y "にゅうぼうしゅりゅう" 、異常乳汁分泌 XE "異常乳汁分泌" \y "いじょうにゅうじゅうぶんぴつ" （出血性乳房 XE "出血性乳房" \y "しゅっけつせいにゅうぼう" ）と乳房の腫脹 XE "乳房の腫脹" \y "にゅうぼうのしゅちょう" ・疼痛 XE "乳房の疼痛" \y "にゅうぼうのとうつう" ・変形 XE "乳房の変形" \y "にゅうぼうのへんけい" をきたす主な病因を列挙できる。

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
１）良性乳腺疾患 XE "良性乳腺疾患" \y "りょうせいにゅうせんしっかん" の種類を列挙できる。
２）乳癌 XE "乳癌" \y "にゅうがん" の危険因子、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と予後 XE "予後" \y "よご" を説明できる。

△３）女性化乳房 XE "女性化乳房" \y "じょせいかにゅうぼう" を概説できる。

１２　内分泌・栄養・代謝系 XE "内分泌・栄養・代謝系" \y "ないぶんぴつえいようたいしゃけ" 
一般目標：

内分泌・代謝系 XE "内分泌・代謝系" \y "ないぶんぴつたいしゃけい" の構成と機能を理解し、主な内分泌･代謝疾患 XE "内分泌･代謝疾患" \y "ないぶんぴつたいしゃしっかん" の病因、病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。

（１）構造と機能 XE "構造と機能" \y "こうぞうときの" 
到達目標：

１）ホルモン XE "ホルモン" \y "ほるもん" を構造から分類し作用機序を説明できる。

２）ホルモン分泌 XE "ホルモン分泌" \y "ほるもんぶんぴつ" の調節機構 XE "調節機構" \y "ちょうせつきこう" を概説できる。

３）各内分泌器官 XE "内分泌器官" \y "ないぶんぴきかん" の位置を図示し、そこから分泌されるホルモン XE "ホルモン" \y "ほるもん" を列挙できる。

４）視床下部ホルモン XE "視床下部ホルモン" \y "ししょうかぶほるもん" ・下垂体ホルモン XE "下垂体ホルモン" \y "かすいたいほるもん" の名称、作用と相互関係を説明できる。

５）甲状腺 XE "甲状腺" \y "こうじょうせん" と副甲状腺 XE "副甲状腺" \y "ふくこうじょうせん" （上皮小体 XE "上皮小体" \y "じょうひしょうたい" ）から分泌されるホルモンの作用 XE "ホルモンの作用" \y "ほるもんのさよう" と分泌調節機構 XE "分泌調節機構" \y "ぶんぴつちょうせつきこう" を説明できる。

６）副腎 XE "副腎" \y "ふくじん" の構造と分泌されるホルモンの作用 XE "ホルモンの作用" \y "ほるもんのさよう" と分泌調節機構 XE "分泌調節機構" \y "ぶんぴつちょうせつきこう" を説明できる。

７）膵島 XE "膵島" \y "すいとう" から分泌されるホルモンの作用 XE "ホルモンの作用" \y "ほるもんのさよう" を説明できる。

８）男性ホルモン XE "男性ホルモン" \y "だんせいほるもん" ・女性ホルモン XE "女性ホルモン" \y "じょせいほるもん" の合成・代謝経路 XE "合成・代謝経路" \y "ごうせいたいしゃけいろ" と作用を説明できる。

△９）糖質 XE "糖質" \y "とうしつ" ・タンパク質 XE "タンパク質" \y "たんぱくしつ" ・脂質 XE "脂質" \y "ししつ" の代謝経路 XE "代謝経路" \y "たいしゃけいろ" と相互作用を説明できる。

（２）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）
1） ホルモンの過剰 XE "ホルモンの過剰" \y "ほるもんのかじょう" または欠乏 XE "ホルモンの欠乏" \y "ほるもんのけつぼう" がもたらす身体症状を説明できる。

2） 血中ホルモン濃度 XE "血中ホルモン濃度" \y "けっちゅうほるもんのうど" に影響を与える因子を列挙できる。

3） 甲状腺疾患 XE "甲状腺疾患" \y "こうじょうせんしっかん" と副腎疾患 XE "副腎疾患" \y "ふくじんしっかん" の検査を概説できる。

△４）ホルモンの日内変動 XE "ホルモンの日内変動" \y "ほるもんのひないへんどう" の例を挙げて説明できる。
△５）ホルモン分泌刺激試験 XE "ホルモン分泌刺激試験" \y "ほるもんぶんぴつしげきしけん" と抑制試験 XE "ホルモン分泌抑制試験" \y "ほるもんぶんぴつよくせいしけん" \t "→" の原理と反応の型を説明できる。

（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
　（【肥満 XE "肥満" \y "ひまん" ・やせ XE "やせ" \y "やせ" 】【月経異常 XE "月経異常" \y "げっけいいじょう" 】はＥ１参照）

①低身長 XE "低身長" \y "ていしんちょう" 
到達目標：

· １）低身長 XE "低身長" \y "ていしんちょう" をきたす疾患を列挙し、その病態生理を説明できる。

②甲状腺腫 XE "甲状腺腫" \y "こうじょうせんしゅ" 
到達目標：
１）甲状腺腫 XE "甲状腺腫" \y "こうじょうせんしゅ" を分類し、疾患を列挙できる。

· ２）甲状腺の触診 XE "甲状腺の触診" \y "こうじょうせんのしょくしん" ができる。

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
①視床下部・下垂体疾患 XE "視床下部・下垂体疾患" \y "ししょうかぶ・かすいたいしっかん" 
到達目標：

１）クッシング病 XE "クッシング病" \y "くっしんぐびょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" と診断を説明できる。

２）先端巨大症 XE "先端巨大症" \y "せんたんきょだいしょう" を概説できる。

３）汎下垂体機能低下症 XE "汎下垂体機能低下症" \y "はんかすいたいきのうていかしょう" を概説できる。

４）尿崩症 XE "尿崩症" \y "にょうくほうしょう" を概説できる。

△５）成長ホルモン分泌不全性低身長 XE "成長ホルモン分泌不全性低身長" \y "せいちょうほるもんぶんぴつふぜんせいていしんちょう" を概説できる。

△６）視床下部・下垂体の画像検査 XE "視床下部・下垂体の画像検査" \y "ししょうかぶ・かすいたいのがぞうけんさ" の意義と適応を説明できる。

△７）高プロラクチン血症 XE "高プロラクチン血症" \y "こうぷろらくちんちしょう" を概説できる。

△８）ADH不適切分泌症候群 XE "ADH不適切分泌症候群" を概説できる。

△９）下垂体腫瘍 XE "下垂体腫瘍" \y "かすいたいしゅよう" の外科的治療 XE "外科的治療" \y "げかてきちりょう" を説明できる。　

②甲状腺疾患 XE "甲状腺疾患" \y "こうじょうせんしっかん" 
到達目標：

１）バセドウ病 XE "バセドウ病" \y "ばせどうびょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。
２）甲状腺炎（慢性・亜急性） XE "甲状腺炎（慢性・亜急性）" \y "こうじょうせんえん（まんせい・あきゅうせい）" を概説できる。

３）甲状腺機能低下症 XE "甲状腺機能低下症" \y "こうじょうせんきのうていかしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

· ４）甲状腺腫瘍 XE "甲状腺腫瘍" \y "こうじょうせんしゅよう" を分類し、その特徴を説明できる。

△５）甲状腺疾患 XE "甲状腺疾患" \y "こうじょうせんしっかん" の外科的治療 XE "外科的治療" \y "げかてきちりょう" の適応と合併症を説明できる。

　 　　

③副甲状腺（上皮小体）疾患 XE "副甲状腺（上皮小体）疾患" \y "ふくこうじょうせん（じょうひしょうたい）しっかん" とカルシウム代謝異常 XE "カルシウム代謝異常" \y "かるしうむたいしゃいじょう" 
到達目標：

１）カルシウム代謝の異常を疾患と関連づけて説明できる。

２）副甲状腺機能の亢進症 XE "副甲状腺機能の亢進症" \y "ふくこうじょうせんきのうのこうしんしょう" と低下症 XE "副甲状腺機能の低下症" \y "ふくこうじょうせんきのうのていかしょう" の病因、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

· ３）悪性腫瘍 XE "悪性腫瘍" \y "あくせいしゅよう" に伴う高カルシウム血症 XE "高カルシウム血症" \y "こうかるしうむけつしょう" を概説できる。

△４）偽性副甲状腺機能低下症 XE "偽性副甲状腺機能低下症" \y "ぎせいふくこうじょうせんきのうていかしょう" を概説できる。

④副腎皮質・髄質疾患 XE "副腎皮質・髄質疾患" \y "ふくじんひしつ・ずいしつしっかん" 
到達目標：

１）クッシング症候群 XE "クッシング症候群" \y "くっしんぐしょうこうぐん" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

２）アルドステロン過剰症 XE "アルドステロン過剰症" \y "あるどすてろんかじょうしょう" を概説できる。

３）褐色細胞腫 XE "褐色細胞腫" \y "かっしょくさいぼうしゅ" を概説できる。

△４）副腎不全 XE "副腎不全" \y "ふくじんふぜん" （急性・慢性）の病因、病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。
△５）先天性副腎皮質過形成 XE "先天性副腎皮質過形成" \y "せんてんせいふくじんひしつかけいせい" を概説できる。

△６）神経芽腫 XE "神経芽腫" \y "しんけいがしゅ" を概説し、小児腹部固形腫瘍 XE "小児腹部固形腫瘍" \y "しょうにふくぶこけいしゅよう" （腎芽腫 XE "腎芽腫" \y "じんがしゅ" 、胚芽腫 XE "胚芽腫" \y "はいがしゅ" 、奇形腫 XE "奇形腫" \y "きけいしゅ" ）との鑑別点を説明できる。

⑤糖代謝異常 XE "糖代謝異常" \y "とうたいしゃいじょう" 
到達目標：

１）糖尿病 XE "糖尿病" \y "とうにょうびょう" の病因、病態生理、分類、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

２）糖尿病の急性合併症 XE "糖尿病の急性合併症" \y "とうにょうびょうのきゅうせいがっぺいしょう" を説明できる。

３）糖尿病の慢性合併症 XE "糖尿病の慢性合併症" \y "とうにょうびょうのまんせいがっぺいしょう" を列挙し、概説できる。

４）糖尿病 XE "糖尿病" \y "とうにょうびょう" の治療 XE "治療" \y "ちりょう" （食事療法 XE "食事療法" \y "しょくじりょうほう" 、運動療法 XE "運動療法" \y "うんどうりょうほう" 、薬物治療 XE "薬物治療" \y "やくぶつちりょう" ）を概説できる。

△５）低血糖症 XE "低血糖症" \y "ていけっとうしょう" を概説できる。

⑥脂質代謝異常 XE "脂質代謝異常" \y "ししつたいしゃいじょう" 
到達目標：

１）高脂血症 XE "高脂血症" \y "こうしけつしょう" の分類、病因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

△２）高脂血症 XE "高脂血症" \y "こうしけつしょう" の予防と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

⑦タンパク質および核酸代謝異常
 XE "核酸代謝異常" \y "かくさんたいしゃいじょう" 到達目標：

１）血清タンパク質の異常 XE "血清タンパク質の異常" \y "けっせいたんぱくしつのいじょう" を概説できる。

２）高尿酸血症 XE "高尿酸血症" \y "こうにょうさんけつしょう" ・痛風 XE "痛風" \y "つうふう" の病因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

△３）アミロイドーシス XE "アミロイドーシス" \y "あみろいどーしす" を概説できる。

⑧ビタミン XE "ビタミン" \y "びたみん" の欠乏と過剰

到達目標：

１）ビタミン欠乏症 XE "ビタミン欠乏症" \y "びたみんけつぼうしょう" と過剰症 XE "ビタミン過剰症" \y "びたみんかじょうしょう" を概説できる。

⑨先天性代謝疾患 XE "先天性代謝疾患" \y "せんてんせいたいしゃしっかん" 
到達目標：
△１）主な先天性代謝疾患 XE "先天性代謝疾患" \y "せんてんせいたいしゃしっかん" （フェニルケトン尿症 XE "フェニルケトン尿症" \y "ふぇにるけとんにょうしょう" 、ガラクトース血症 XE "ガラクトース血症" \y "がらくとーすかつしょう" 、ホモシスチン尿症 XE "ホモシスチン尿症" \y "ほもしすちんにょうしょう" 、メープルシロップ尿症 XE "メープルシロップ尿症" \y "めーぷるしろっぷにょうしょう" ）を概説できる。

△２）ヘモクロマトーシス XE "ヘモクロマトーシス" \y "へもくろまとーしす" を概説できる。

△３）ポルフィリア XE "ポルフィリア" \y "ぽるふぃりあ" を概説できる。

△４）ウイルソン病 XE "ウイルソン病" \y "ういるそんびょう" を概説できる。

１３　眼・視覚系 XE "眼・視覚系" \y "めしかくけ" 
一般目標：

眼・視覚系疾患 XE "眼・視覚系疾患" \y "めしかくけいしっかん" の構造と機能を理解し、眼・視覚系疾患 XE "眼・視覚系疾患" \y "めしかくけいしっかん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を理解する。

（１）構造と機能 XE "構造と機能" \y "こうぞうときの" 
到達目標

１）眼球と付属器 XE "眼球と付属器" \y "がんきゅうとふぞくき" の構造と機能を説明できる。

２）視覚情報の受容 XE "視覚情報の受容" \y "しかくじょうほうのじゅよう" のしくみと伝導路 XE "伝導路" \y "でんどうろ" を説明できる。

３）眼球運動 XE "眼球運動" \y "がんきゅううんどう" のしくみを説明できる。

４）対光反射 XE "対光反射" \y "たいこうはんしゃ" 、輻輳反射 XE "輻輳反射" \y "ふくそうはんしゃ" 、角膜反射 XE "角膜反射" \y "かくまくはんしゃ" の機能について説明できる。

（２）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）
１）基本的眼科検査 XE "基本的眼科検査" \y "きほんてきがんかけんさ" （視力検査 XE "視力検査" \y "しりょくけんさ" 、視野検査 XE "視野検査" \y "しやけんさ" 、細隙灯顕微鏡検査 XE "細隙灯顕微鏡検査" \y "さいげきとうけんびきょうけんさ" 、眼圧検査 XE "眼圧検査" \y "がんあつけんさ" 、眼底検査 XE "眼底検査" \y "がんていけんさ" ）を列挙し、それらの原理と適応を述べ、主要所見を解釈できる。

（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
（【めまい XE "めまい" \y "めまい" 】【頭痛 XE "頭痛" \y "ずつう" 】【悪心 XE "悪心" \y "おしん" ・嘔吐 XE "嘔吐" \y "おうと" 】はＥ１参照）
到達目標：

1） 眼・視覚系 XE "眼・視覚系" \y "めしかくけい" に関する主要症候（視力障害 XE "視力障害" \y "しりょくしょうがい" 、視野異常 XE "視野異常" \y "しやいじょう" 、眼球運動障害 XE "眼球運動障害" \y "がんきゅううんどうしょうがい" 、眼脂 XE "眼脂" \y "がんし" ・眼の充血 XE "眼の充血" \y "めのじゅうけつ" 、飛蚊症 XE "飛蚊症" \y "ひかしょう" 、眼痛 XE "眼痛" \y "がんつう" ）を列

挙し、それらの発生機序、原因疾患と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
到達目標
１）屈折異常 XE "屈折異常" \y "くっせついじょう" （近視 XE "近視" \y "きんし" 、遠視 XE "遠視" \y "えんし" 、乱視 XE "乱視" \y "らんし" ）と調節障害の病態生理を説明できる。

2） 伝染性結膜疾患 XE "伝染性結膜疾患" \y "でんせんせいけつまくしっかん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。　　

３）白内障 XE "白内障" \y "はくないしょう" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

４）緑内障 XE "緑内障" \y "りょくないしょう" の病因を列挙し、それらの発症機序、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。
５）裂孔原性網膜剥離 XE "裂孔原性網膜剥離" \y "れっこうげんせいもうまくはくり" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

６）糖尿病 XE "糖尿病" \y "とうにょうびょう" 、高血圧・動脈硬化 XE "高血圧・動脈硬化" \y "こうけつあつどうみゃくこうか" による眼底変化 XE "眼底変化" \y "がんていへんか" を説明できる。

△７）ぶどう膜炎 XE "ぶどう膜炎" \y "ぶどうまくえん" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△８）うっ血乳頭 XE "うっ血乳頭" \y "うっけつにゅうとう" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

△９）視神経症 XE "視神経症" \y "ししんけいしょう" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

△10）化学外傷 XE "化学外傷" \y "かがくがいしょう" （アルカリ、酸）の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と救急処置を説明できる。

· 11）色覚多様性（色覚障害 XE "色覚障害" \y "しきかくしょうがい" ）を概説できる。

△12）網膜静脈閉塞症 XE "網膜静脈閉塞症" \y "もうまくじょうみゃくへいそくしょう" と動脈閉塞症 XE "網膜動脈閉塞症" \y "もうまくどうみゃくへいそくしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△13）網膜芽細胞腫 XE "網膜芽細胞腫" \y "もうまくがさいぼうしゅ" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△14）網膜中心動脈閉塞症 XE "網膜中心動脈閉塞症" \y "もうまくちゅうしんどうみゃくへいそくしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。
１４　耳鼻・咽喉・口腔系 XE "耳鼻・咽喉・口腔系" \y "じびいんこうこうくうけ" 
一般目標：
耳鼻・咽喉・口腔 XE "口腔" \y "こうくう" の構造と機能を理解し、耳鼻・咽喉・口腔系疾患 XE "耳鼻・咽喉・口腔系疾患" \y "じび・いんこう・こうくうけいしっかん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を理解する。

（１）構造と機能 XE "構造と機能" \y "こうぞうときの" 
到達目標：
１）外耳 XE "外耳" \y "がいじ" ・中耳 XE "中耳" \y "ちゅうじ" ・内耳 XE "内耳" \y "ないじ" の構造を図示できる。

２）聴覚 XE "聴覚" \y "ちょうかく" ・平衡覚 XE "平衡覚" \y "へいこうかく" の受容のしくみと伝導路 XE "伝導路" \y "でんどうろ" を説明できる。

３）口腔 XE "口腔" \y "こうくう" ・鼻腔 XE "鼻腔" \y "びこう" ・咽頭 XE "咽頭" \y "いんとう" ・喉頭 XE "喉頭" \y "こうとう" の構造を図示できる。

４）喉頭 XE "喉頭" \y "こうとう" の機能と神経支配 XE "神経支配" \y "しんけいしはい" を説明できる。

△５）平衡感覚機構 XE "平衡感覚機構" \y "へいこうかんかくきこう" を眼球運動 XE "眼球運動" \y "がんきゅううんどう" 、姿勢制御 XE "姿勢制御" \y "しせいせいぎょ" と関連させて説明できる。

△６）味覚 XE "味覚" \y "みかく" と嗅覚 XE "嗅覚" \y "きゅうかく" の受容のしくみと伝導路 XE "伝導路" \y "でんどうろ" を説明できる。

（２）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）
１）聴力検査 XE "聴力検査" \y "ちょうりょくけんさ" と平衡機能検査 XE "平衡機能検査" \y "へいこうきのうけんさ" を説明できる。

△２）味覚 XE "味覚検査" \y "みかくけんさ" ・嗅覚検査 XE "嗅覚検査" \y "きゅうかくけんさ" を説明できる。 

（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
（【めまい XE "めまい" \y "めまい" 】【嚥下困難・障害 XE "嚥下困難・障害" \y "えんげこんなんしょうがい" 】はＥ１参照）

到達目標：

１）難聴 XE "難聴" \y "なんちょう" 、鼻出血 XE "鼻出血" \y "はなしゅっけつ" 、咽頭痛 XE "咽頭痛" \y "のどずつう" 、開口障害 XE "開口障害" \y "かいこうしょうがい" と嗄声 XE "嗄声" \y "かせい" をきたす疾患を列挙し、その病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

（４）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
到達目標：
１）滲出性中耳炎 XE "滲出性中耳炎" \y "しんしゅつせいちゅうじえん" 、急性中耳炎 XE "急性中耳炎" \y "きゅうせいちゅうじえん" と慢性中耳炎 XE "慢性中耳炎" \y "まんせいちゅうじえん" の病因、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）伝音難聴 XE "伝音難聴" \y "でんおんなんちょう" と感音難聴 XE "感音難聴" \y "かんおんなんちょう" 、迷路性 XE "迷路性難聴" \y "めいろせいなんちょう" と中枢性難聴 XE "中枢性難聴" \y "ちゅうすうせいなんちょう" を病態 XE "病態" \y "びょうたい" から鑑別し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）末梢性めまい XE "末梢性めまい" \y "まっしょうせいめまい" と中枢性めまい XE "中枢性めまい" \y "ちゅうすうせいめまい" を鑑別し、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

４）鼻出血 XE "鼻出血" \y "はなしゅっけつ" の好発部位と止血法 XE "止血法" \y "しけつほう" を説明できる。

５）副鼻腔炎 XE "副鼻腔炎" \y "ふくびくうえん" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

６）アレルギー性鼻炎 XE "アレルギー性鼻炎" \y "あれるぎーせいびえん" の発症機構を説明できる。

７）扁桃の炎症性疾患 XE "扁桃の炎症性疾患" \y "へんもものえんしょうせいしっかん" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

８）喉頭癌 XE "喉頭癌" \y "こうとうがん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

９）う歯 XE "う歯" \y "うは" と歯周病 XE "歯周病" \y "ししゅうびょう" を概説できる。

10）気管切開 XE "気管切開" \y "きかんせっかい" の適応を説明できる。

· 11）鼻腔 XE "鼻腔の悪性腫瘍" \y "びくうのあくせいしゅよう" ・副鼻腔 XE "副鼻腔の悪性腫瘍" \y "ふくびくうのあくせいしゅよう" 、口腔 XE "口腔の悪性腫瘍" \y "こうくうのあくせいしゅよう" 、咽頭の悪性腫瘍 XE "咽頭の悪性腫瘍" \y "いんとうのあくせいしゅよう" を概説できる。

△12）外耳道 XE "外耳道" \y "がいじどう" ・鼻腔 XE "鼻腔" \y "びくう" ・咽頭 XE "咽頭" \y "いんとう" ・喉頭 XE "喉頭" \y "こうとう" ・食道 XE "食道" \y "しょくどう" の代表的な異物 XE "異物" \y "いぶつ" を説明し、除去法を説明できる。

△13）顔面 XE "顔面外傷" \y "がんめんがいしょう" ・頸部外傷 XE "頸部外傷" \y "けいぶがいしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

△14）唾液腺疾患 XE "唾液腺疾患" \y "だえきせんしっかん" を列挙できる。

１５　精神系 XE "精神系" \y "せいしんけ" 
一般目標：

精神と行動の障害に対して、全人的な立場から、病態生理、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" を理解し、良好な患者と医師の信頼関係 XE "信頼関係" \y "しんらいかんけい" にもとづいた全人的医療 XE "全人的医療" \y "ぜんじんてきいりょう" を学ぶ。

（１）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

（身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" はＥ３参照）
１）患者-医師の良好な信頼関係 XE "信頼関係" \y "しんらいかんけい" にもとづく精神科面接 XE "精神科面接" \y "せいしんかめんせつ" の基本を説明できる。

２）精神科診断分類法 XE "精神科診断分類法" \y "せいしんかしんだんぶんるいほう" （多軸診断システム XE "多軸診断システム" \y "たじくしんだんしすてむ" を含む）を説明できる。

３）精神科医療の法と倫理 XE "精神科医療の法と倫理" \y "せいしんかいりょうのほうとりんり" に関する必須項目（精神保健福祉法 XE "精神保健福祉法" \y "せいしんほけんふくしほう" 、心神喪失者等医療観察法、インフォームドコンセント XE "インフォームドコンセント" \y "いんふぉーむどこんせんと" ）を説明できる。

４）コンサルテーション・リエゾン精神医学 XE "コンサルテーション・リエゾン精神医学" \y "こんさるてーしょん・りえぞんせいしんいがく" を説明できる。

△５）心理検査法 XE "心理検査法" \y "しんりけんさほう" の種類と概要を説明できる。

（２）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
到達目標：

１）不安 XE "不安" \y "ふあん" ・そううつ XE "そううつ" \y "そううつ" をきたす精神障害 XE "精神障害" \y "せいしんしょうがい" を列挙し、その鑑別診断 XE "鑑別診断" \y "かんべつしんだん" を説明できる。

２）不眠 XE "不眠" \y "ふみん" と幻覚・妄想 XE "幻覚・妄想" \y "げんかく・もうそう" をきたす精神障害 XE "精神障害" \y "せいしんしょうがい" を列挙し、その鑑別診断 XE "鑑別診断" \y "かんべつしんだん" と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

（３）疾患・障害 XE "疾患・障害" \y "しっかんしょうが" 
到達目標：

１）症状精神病 XE "症状精神病" \y "しょうじょうせいしんびょう" の概念と診断を概説できる。

２）認知症 XE "認知症" \y "にんちしょう" の診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）薬物の乱用 XE "薬物の乱用" \y "やくぶつのらんよう" 、依存 XE "薬物の依存" \y "やくぶつのいぞん" 、離脱 XE "薬物の離脱" \y "やくぶつのりだつ" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" と症候 XE "症候" \y "しょうこう" を説明できる。

４）アルコール依存症 XE "アルコール依存症" \y "あるこーるいぞんしょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と合併症を説明できる。

５）統合失調症の急性期 XE "統合失調症の急性期" \y "とうごうしっちょうしょうのきゅうせいき" の診断と救急治療を説明できる。

６）統合失調症の慢性期 XE "統合失調症の慢性期" \y "とうごうしっちょうしょうのまんせいき" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

７）うつ病 XE "うつ病" \y "うつびょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

８）そううつ病 XE "そううつ病" \y "そううつびょう" （双極性障害 XE "双極性障害" \y "そうきょくせいしょうがい" ）の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

９）不安障害 XE "不安障害" \y "ふあんしょうがい" （パニック XE "パニック" \y "ぱにっく" 、恐怖症性 XE "恐怖症性不安障害" \y "きょうふしょうせいふあんしょうがい" あるいは全般性不安障害 XE "全般性不安障害" \y "ぜんぱんせいふあんしょうがい" ）の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

10）ストレス関連疾病 XE "ストレス関連疾病" \y "すとれすかんれんしっぺい" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

11）心身症 XE "心身症" \y "しんしんしょう" （摂食障害 XE "摂食障害" \y "せっしょくしょうがい" を含む）の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

△12）主な精神疾患 XE "精神疾患" \y "せいしんしっかん" ・障害の治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

△13）解離性障害 XE "解離性障害" \y "かいりせいしょうがい" （ヒステリー XE "ヒステリー" \y "ひすてりー" ）の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△14）身体表現性障害 XE "身体表現性障害" \y "しんたいひょうげんせいしょうがい" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△15）人格障害 XE "人格障害" \y "じんかくしょうがい" を概説できる。

△16）精神遅滞 XE "精神遅滞" \y "せいしんちたい" （知的障害 XE "知的障害" \y "ちてきしょうがい" ）と広汎性発達障害 XE "広汎性発達障害" \y "こうはんせいはったつしょうがい" （自閉症 XE "自閉症" \y "じへいしょう" ）を概説できる。

△17）多動性障害 XE "多動性障害" \y "たどうせいしょうがい" と行為障害 XE "行為障害" \y "こういしょうがい" を概説できる。
Ｄ　全身におよぶ生理的変化、病態、診断、治療
１　感染症 XE "感染症" \y "かんせんしょ" 
一般目標：
主な感染症 XE "感染症" \y "かんせんしょう" の病因、病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。

（１）病態 XE "病態" \y "びょうた" 
到達目標：
１）病原体 XE "病原体" \y "びょうげんたい" に対する生体の反応 XE "生体の反応" \y "せいたいのはんのう" を説明できる。

２) 敗血症 XE "敗血症" \y "はいけつしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" の基本を説明できる。

３）菌交代現象 XE "菌交代現象" \y "きんこうたいげんしょう" ・菌交代症 XE "菌交代症" \y "きんこうたいしょう" を概説できる。

４）日和見感染症 XE "日和見感染症" \y "ひよりみかんせんしょう" を説明できる。

５）下痢症 XE "下痢症" \y "げりしょう" 、食中毒 XE "食中毒" \y "しょくちゅうどく" を起こす病原体 XE "病原体" \y "びょうげんたい" を列挙し、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" の基本を説明できる。

６）新興感染症 XE "新興感染症" \y "しんこうかんせんしょう" ・再興感染症 XE "再興感染症" \y "さいこうかんせんしょう" を列挙できる。

△７）全身性炎症（性）反応症候群〈SIRS XE "SIRS" 〉を概説できる。

（２）診断・検査・治療の基本 XE "診断・検査・治療の基本" \y "しんだんけんさちりょうのきほ" 
到達目標：
１）主な感染症 XE "感染症" \y "かんせんしょう" の原因となる病原体 XE "病原体" \y "びょうげんたい" を分類できる。

２）細菌学的診断 XE "細菌学的診断" \y "さいきんがくてきしんだん" と血清学的診断 XE "血清学的診断" \y "けっせいがくてきしんだん" を概説できる。

３) 感染症の化学療法 XE "感染症の化学療法" \y "かんせんしょうのかがくりょうほう" を概説できる。

△４）感染症のDNA診断法 XE "感染症のDNA診断法" \y "かんせんしょうのDNAしんだんほう" を概説できる。 XE "DNA" 
· ５）予防接種 XE "予防接種" \y "よぼうせっしゅ" の適応と意義を説明できる。

（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
（【ショック XE "ショック" \y "しょっく" 】【発熱 XE "発熱" \y "はつねつ" 】【けいれん XE "けいれん" \y "けいれん" 】【意識障害 XE "意識障害" \y "いしきしょうがい" ・失神 XE "失神" \y "しっしん" 】【チアノーゼ XE "チアノーゼ" \y "ちあのーぜ" 】【脱水 XE "脱水" \y "だっすい" 】【全身倦怠感 XE "全身倦怠感" \y "ぜんしんけんたいかん" 】【黄疸 XE "黄疸" \y "おうだん" 】【発疹 XE "発疹" \y "ほっしん" 】【リンパ節腫脹 XE "リンパ節腫脹" \y "りんぱせつしゅちょう" 】【浮腫 XE "浮腫" \y "ふしゅ" 】【胸水 XE "胸水" \y "きょうすい" 】【胸痛 XE "胸痛" \y "きょうつう" 】【呼吸困難 XE "呼吸困難" \y "こきゅうこんなん" 】【咳・痰 XE "咳・痰" \y "せきたん" 】【血痰 XE "血痰" \y "けったん" ・喀血 XE "喀血" \y "かっけつ" 】【頭痛 XE "頭痛" \y "ずつう" 】【腹痛 XE "腹痛" \y "ふくつう" 】【悪心 XE "悪心" \y "おしん" ・嘔吐 XE "嘔吐" \y "おうと" 】

【下痢 XE "下痢" \y "げり" 】【吐血 XE "吐血" \y "とけつ" ・下血 XE "下血" \y "げけつ" 】【タンパク尿 XE "タンパク尿" \y "たんぱくにょう" 】【血尿 XE "血尿" \y "けつにょう" 】【関節痛・関節腫脹】【腰背部痛 XE "腰背部痛" \y "ようはいぶつう" 】はＥ1参照）

（４）病態と疾患 XE "病態と疾患" \y "びょうたいとしっか" 
①ウイルス感染症 XE "ウイルス感染症" \y "ういるすかんせんしょう" ・プリオン病 XE "プリオン病" \y "ぷりおんびょう" 
到達目標：
１）インフルエンザ XE "インフルエンザ" \y "いんふるえんざ" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）麻疹 XE "麻疹" \y "はしか" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

３）風疹 XE "風疹" \y "ふうしん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と合併症を説明できる。

４）流行性耳下腺炎 XE "流行性耳下腺炎" \y "りゅうこうせいじかせんえん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と合併症を説明できる。

５）水痘 XE "水痘" \y "すいとう" ・帯状疱疹ウイルス感染症 XE "帯状疱疹ウイルス感染症" \y "たいじょうほうしんういるすかんせんしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

６）ウイルス性皮膚疾患 XE "ウイルス性皮膚疾患" \y "ういるすせいひふしっかん" （単純ヘルペスウイルス感染症 XE "単純ヘルペスウイルス感染症" \y "たんじゅんへるぺすういるすかんせんしょう" 、伝染性紅斑 XE "伝染性紅斑" \y "でんせんせいこうはん" 、手足口病 XE "手足口病" \y "てあしくちびょう" 、ウイルス性ゆうぜい XE "ウイルス性ゆうぜい" \y "ういるすせいゆうぜい" ）を概説できる。

７）ヒト免疫不全ウイルス〈HIV XE "HIV" 〉感染症の感染経路 XE "感染経路" \y "かんせんけいろ" 、自然経過 XE "自然経過" \y "しぜんけいか" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と感染対策を説明できる。

△８）突発性発疹 XE "突発性発疹" \y "とっぱつせいほっしん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

△９）咽頭結膜熱 XE "咽頭結膜熱" \y "いんとうけつまくねつ" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

△10）サイトメガロウイルス感染症 XE "サイトメガロウイルス感染症" \y "さいとめがろういるすかんせんしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△11）伝染性単核（球）症 XE "伝染性単核（球）症" \y "でんせんせいたんかく（きゅう）しょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" と診断を説明できる。

△12）プリオン病 XE "プリオン病" \y "ぷりおんびょう" （クロイツフェルト・ヤコブ病 XE "クロイツフェルト・ヤコブ病" \y "くろいつふぇると・やこぶびょう" 、ウシ海綿状脳症 XE "ウシ海綿状脳症" \y "うしかいめんじょうのうしょう" 〈BSE XE "BSE" 〉）を概説できる。

△13）ヒトT細胞白血病ウイルス〈HTLV〉感染症の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

②細菌感染症 XE "細菌感染症" \y "さいきんかんせんしょう" 
到達目標：
１）ブドウ球菌感染症 XE "ブドウ球菌感染症" \y "ぶどうきゅうきんかんせんしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）Ａ群レンサ球菌 XE "Ａ群レンサ球菌" \y "Ａぐんれんさきゅうきん" 感染症の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" とリウマチ熱 XE "リウマチ熱" \y "りうまちねつ" との関連を説明できる。

３）結核 XE "結核" \y "けっかく" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と予防を説明できる。

４）病原性大腸菌感染症 XE "病原性大腸菌感染症" \y "びょうげんせいだいちょうきんかんせんしょう" を概説できる。

△５）ジフテリア XE "ジフテリア" \y "じふてりあ" 、破傷風 XE "破傷風" \y "はしょうふう" と百日咳 XE "百日咳" \y "ひゃくにちぜき" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と予防を説明できる。

· ６）劇症溶連菌感染症 XE "劇症溶連菌感染症" \y "げきしょうようれんきんかんせんしょう" を概説できる。

△７）インフルエンザ（桿）菌 XE "インフルエンザ（桿）菌" \y "いんふるえんざ（かん）きん" と肺炎レンサ球菌感染症 XE "肺炎レンサ球菌感染症" \y "はいえんれんさきゅうきんかんせんしょう" を概説できる。

△８）新生児B群レンサ球菌感染症 XE "新生児B群レンサ球菌感染症" \y "しんせいじBぐんれんさきゅうきんかんせんしょう" を概説できる。

③クラミジア XE "クラミジア" \y "くらみじあ" ・リケッチア感染症 XE "リケッチア感染症" \y "りけっちあかんせんしょう" 
到達目標：
１）クラミジア感染症 XE "クラミジア感染症" \y "くらみじあかんせんしょう" を概説できる。

△２）リケッチア感染症 XE "リケッチア感染症" \y "りけっちあかんせんしょう" を概説できる。

④真菌感染症 XE "真菌感染症" \y "しんきんかんせんしょう" と寄生虫症 XE "寄生虫症" \y "きせいちゅうしょう" 
到達目標：
１）カンジダ症 XE "カンジダ症" \y "かんじだしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）ニューモシスチス肺炎 XE "ニューモシスチス肺炎" \y "にゅーもしすちすはいえん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）主な寄生虫症 XE "寄生虫症" \y "きせいちゅうしょう" （回虫 XE "回虫" \y "かいちゅう" 、アニサキス XE "アニサキス" \y "あにさきす" 、吸虫 XE "吸虫" \y "きゅうむし" ）を説明できる。

４）主な原虫疾患 XE "原虫疾患" \y "げんちゅうしっかん" （マラリア XE "マラリア" \y "まらりあ" 、トキソプラズマ症 XE "トキソプラズマ症" \y "ときそぷらずましょう" 、アメーバ赤痢 XE "アメーバ赤痢" \y "あめーばせきり" ）を説明できる。

△５）クリプトスポリジウム症 XE "クリプトスポリジウム症" \y "くりぷとすぽりじうむしょう" 、ジアルジア症（ランブル鞭毛虫症） XE "ジアルジア症（ランブル鞭毛虫症）" \y "じあるじあしょう（らんぶるべんもうちゅうしょう）" 、エキノコックス症 XE "エキノコックス症" \y "えきのこっくすしょう" を概説できる。

△６）クリプトコッカス症 XE "クリプトコッカス症" \y "くりぷとこっかすしょう" とアスペルギルス症 XE "アスペルギルス症" \y "あすぺるぎるすしょう" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

⑤性行為感染症 XE "性行為感染症" \y "せいこういかんせんしょう" 
到達目標：
１）性行為感染症 XE "性行為感染症" \y "せいこういかんせんしょう" を概説できる。

⑥院内感染 XE "院内感染" \y "いんないかんせん" 
到達目標：
１）院内感染 XE "院内感染" \y "いんないかんせん" の病因となる病原体 XE "病原体" \y "びょうげんたい" を列挙し、対策を説明できる。

２）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌〈MRSA XE "MRSA" 〉の特徴、病院内での対応の方法を説明できる。

２　腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよ"  
一般目標：

　腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の病理・病態 XE "病態" \y "びょうたい" 

 XE "腫瘍の病理・病態" \y "しゅようのびょうり・びょうたい" 、発生病因・疫学 XE "疫学" \y "えきがく" ・予防、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断・治療 XE "治療" \y "ちりょう" と診療の基本的事項を学ぶ。
（１）病理・病態 XE "病理・病態" \y "びょうりびょうた" 
到達目標：

１） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の定義を説明できる。

２） 組織の再生 XE "組織の再生" \y "そしきのさいせい" と修復 XE "修復" \y "しゅうふく" や肥大 XE "肥大" \y "ひだい" 、増生 XE "増生" \y "ぞうせい" 、化生 XE "化生" \y "けしょう" 、異形成 XE "異形成" \y "いけいせい" と退形成 XE "退形成" \y "たいけいせい" を説明できる。

３） 良性腫瘍 XE "良性腫瘍" \y "りょうせいしゅよう" と悪性腫瘍 XE "悪性腫瘍" \y "あくせいしゅよう" の違いを説明できる。

４） 上皮性腫瘍 XE "上皮性腫瘍" \y "じょうひせいしゅよう" と非上皮性腫瘍 XE "非上皮性腫瘍" \y "ひじょうひせいしゅよう" の違いを説明できる。

５） 腫瘍細胞 XE "腫瘍細胞" \y "しゅようさいぼう" の異型性 XE "異型性" \y "いけいせい" と多型性 XE "多型性" \y "たけいせい" を説明できる。

６） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" と染色体異常 XE "染色体異常" \y "せんしょくたいいじょう" の関係を概説できる。

７） 局所における腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の増殖 XE "増殖" \y "ぞうしょく" 、局所浸潤 XE "局所浸潤" \y "きょくしょしんじゅん" と転移 XE "転移" \y "てんい" を説明できる。
（２）発生病因・疫学・予防 XE "発生病因・疫学・予防" \y "はっせいびょういんえきがくよぼ" 
到達目標：

１） 腫瘍発生に関わる遺伝的要因 XE "遺伝的要因" \y "いでんてきよういん" と外的因子 XE "外的因子" \y "がいてきいんし" を概説できる。

２） がん XE "がん" \y "がん" に関連する遺伝子 XE "遺伝子" \y "いでんし" （がん遺伝子とがん抑制遺伝子）の変化を概説できる。

３） 悪性腫瘍 XE "悪性腫瘍" \y "あくせいしゅよう" の疫学 XE "疫学" \y "えきがく" を概説できる。

４） 悪性腫瘍 XE "悪性腫瘍" \y "あくせいしゅよう" の予防を概説できる。
（３）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
（【ショック XE "ショック" \y "しょっく" 】【発熱 XE "発熱" \y "はつねつ" 】【けいれん XE "けいれん" \y "けいれん" 】【意識障害 XE "意識障害" \y "いしきしょうがい" ・失神 XE "失神" \y "しっしん" 】【脱水 XE "脱水" \y "だっすい" 】【全身倦怠感 XE "全身倦怠感" \y "ぜんしんけんたいかん" 】【肥満 XE "肥満" \y "ひまん" ・やせ XE "やせ" \y "やせ" 】【黄疸 XE "黄疸" \y "おうだん" 】【発疹 XE "発疹" \y "ほっしん" 】【貧血 XE "貧血" \y "ひんけつ" 】【リンパ節腫脹 XE "リンパ節腫脹" \y "りんぱせつしゅちょう" 】【浮腫 XE "浮腫" \y "ふしゅ" 】【胸水 XE "胸水" \y "きょうすい" 】【胸痛 XE "胸痛" \y "きょうつう" 】【呼吸困難 XE "呼吸困難" \y "こきゅうこんなん" 】【咳・痰 XE "咳・痰" \y "せきたん" 】【血痰 XE "血痰" \y "けったん" ・喀血 XE "喀血" \y "かっけつ" 】【めまい XE "めまい" \y "めまい" 】【頭痛 XE "頭痛" \y "ずつう" 】【運動麻痺 XE "運動麻痺" \y "うんどうまひ" ・筋力低下 XE "筋力低下" \y "きんりょくていか" 】【腹痛 XE "腹痛" \y "ふくつう" 】【悪心 XE "悪心" \y "おしん" ・嘔吐 XE "嘔吐" \y "おうと" 】【嚥下困難・障害 XE "嚥下困難・障害" \y "えんげこんなんしょうがい" 】【食思（欲）不振 XE "食思（欲）不振" \y "しょくしよくふしん" 】【便秘 XE "便秘" \y "べんぴ" ・下痢 XE "下痢" \y "げり" 】【吐血 XE "吐血" \y "とけつ" ・下血 XE "下血" \y "げけつ" 】【腹部膨隆 XE "腹部膨隆" \y "ふくぶぼうりゅう" （腹水 XE "腹水" \y "ふくすい" を含む）・腫瘤 XE "腹部腫瘤" \y "ふくぶしゅりゅう" 】【血尿 XE "血尿" \y "けつにょう" 】【尿量 XE "尿量の異常" \y "にょうりょうのいじょう" ・排尿の異常 XE "排尿の異常" \y "はいにょうのいじょう" 】【月経異常 XE "月経異常" \y "げっけいいじょう" 】【腰背部痛 XE "腰背部痛" \y "ようはいぶつう" 】はＥ1 参照）
（４）診断 XE "診断" \y "しんだ" 
到達目標：

１） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の細胞診 XE "細胞診" \y "さいぼうしん" と組織診 XE "組織診" \y "そしきしん" の違いを説明できる。

２） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の画像診断 XE "画像診断" \y "がぞうしんだん" を概説できる。

３） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の遺伝子診断を概説できる。

４） 腫瘍マーカー XE "腫瘍マーカー" \y "しゅようまーかー" の意義を説明できる。

５） 悪性腫瘍 XE "悪性腫瘍" \y "あくせいしゅよう" の病期分類を概説できる。

６） 悪性腫瘍 XE "悪性腫瘍" \y "あくせいしゅよう" の予後因子を概説できる。
（５）治療 XE "治療" \y "ちりょ" 
到達目標：

１） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の集学的治療を概説できる。

２） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の手術療法を概説できる。

３） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の放射線療法を概説できる。

４） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の化学療法を概説できる。

５） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の生物学的療法を概説できる。

６） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" における支持療法を概説できる。

７） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" における緩和療法を概説できる。
（６）診療の基本的事項 XE "診療の基本的事項" \y "しんりょうのきほんてきじこ" 
到達目標：

１） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の診療におけるチーム医療 XE "チーム医療" \y "ちーむいりょう" を概説できる。

２） 腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の診療における生命倫理 XE "生命倫理" \y "せいめいりんり" （バイオエシックス）を概説できる。

３　免疫・アレルギー疾患 XE "免疫・アレルギー疾患" \y "めんえきあれるぎーしっか" 
一般目標：
免疫 XE "免疫" \y "めんえき" ・アレルギー疾患 XE "アレルギー疾患" \y "あれるぎーしっかん" の病態生理を理解し、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。

（１）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：
１) 自己抗体 XE "自己抗体" \y "じここうたい" の種類と臨床的意義を説明できる。


（２）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
（【ショック XE "ショック" \y "しょっく" 】【発熱 XE "発熱" \y "はつねつ" 】【全身倦怠感 XE "全身倦怠感" \y "ぜんしんけんたいかん" 】【発疹 XE "発疹" \y "ほっしん" 】【貧血 XE "貧血" \y "ひんけつ" 】【リンパ節腫脹 XE "リンパ節腫脹" \y "りんぱせつしゅちょう" 】【浮腫 XE "浮腫" \y "ふしゅ" 】【呼吸困難 XE "呼吸困難" \y "こきゅうこんなん" 】【咳・痰 XE "咳・痰" \y "せきたん" 】

【タンパク尿 XE "タンパク尿" \y "たんぱくにょう" 】【関節痛・関節腫脹】はＥ１参照）

（３）病態と疾患 XE "病態と疾患" \y "びょうたいとしっか" 
①自己免疫疾患 XE "自己免疫疾患" \y "じこめんえきしっかん" 一般

到達目標：
１）膠原病 XE "膠原病" \y "こうげんびょう" と自己免疫疾患 XE "自己免疫疾患" \y "じこめんえきしっかん" を概説し、その種類を列挙できる。

２）関節炎をきたす疾患 XE "関節炎をきたす疾患" \y "かんせつえんをきたすしっかん" を列挙できる。

３）レイノー症状 XE "レイノー症状" \y "れいのーしょうじょう" を説明し、原因疾患を列挙できる。

②全身性エリテマトーデス XE "全身性エリテマトーデス" \y "ぜんしんせいえりてまとーです" 
到達目標：
１）全身性エリテマトーデス XE "全身性エリテマトーデス" \y "ぜんしんせいえりてまとーです" の病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）全身性エリテマトーデス XE "全身性エリテマトーデス" \y "ぜんしんせいえりてまとーです" の合併症（中枢神経ループス XE "中枢神経ループス" \y "ちゅうすうしんけいるーぷす" 、ループス腎炎 XE "ループス腎炎" \y "るーぷすじんえん" ）を説明できる。

△３）抗リン脂質抗体症候群 XE "抗リン脂質抗体症候群" \y "こうりんししつこうたいしょうこうぐん" の病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

③強皮症 XE "強皮症" \y "きょうひしょう" 、皮膚筋炎 XE "皮膚筋炎" \y "ひふきんえん" ・多発性筋炎 XE "多発性筋炎" \y "たはつせいきんえん" 
到達目標：
１）強皮症 XE "強皮症" \y "きょうひしょう" の病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２) 強皮症 XE "強皮症" \y "きょうひしょう" の臓器病変（特に肺・腎 XE "腎" \y "じん" ）を説明できる。


３) 皮膚筋炎 XE "皮膚筋炎" \y "ひふきんえん" ・多発性筋炎 XE "多発性筋炎" \y "たはつせいきんえん" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。


④慢性関節リウマチ XE "慢性関節リウマチ" \y "まんせいかんせつりうまち" 
到達目標：
１）慢性関節リウマチ XE "慢性関節リウマチ" \y "まんせいかんせつりうまち" の病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" とリハビリテーション XE "リハビリテーション" \y "りはびりてーしょん" を説明できる。

△２）慢性関節リウマチ XE "慢性関節リウマチ" \y "まんせいかんせつりうまち" の関節外症状 XE "関節外症状" \y "かんせつがいしょうじょう" を説明できる。


△３）悪性関節リウマチ XE "悪性関節リウマチ" \y "あくせいかんせつりうまち" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△４）若年性関節リウマチ XE "若年性関節リウマチ" \y "じゃくねんせいかんせつりうまち" の特徴を説明できる。

· ５）成人スチル病 XE "成人スチル病" \y "せいじんすちるびょう" を概説できる。

⑤血管炎症候群 XE "血管炎症候群" \y "けっかんえんしょうこうぐん" 、シェーグレン症候群 XE "シェーグレン症候群" \y "しぇーぐれんしょうこうぐん" 、ベーチェット病 XE "ベーチェット病" \y "べーちぇっとびょう" とその他

到達目標：

１）混合性結合組織病 XE "混合性結合組織病" \y "こんごうせいけつごうそしきびょう" (MCTD XE "MCTD" )の病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２）血管炎症候群 XE "血管炎症候群" \y "けっかんえんしょうこうぐん" を列挙し、その病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。


３）シェーグレン症候群 XE "シェーグレン症候群" \y "しぇーぐれんしょうこうぐん" を概説できる。

４）ベーチェット病 XE "ベーチェット病" \y "べーちぇっとびょう" を概説できる。

△５）川崎病 XE "川崎病" \y "かわさきびょう" の病態生理、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

⑥アレルギー

到達目標：
１）アレルギー疾患 XE "アレルギー疾患" \y "あれるぎーしっかん" の特徴とその発症を概説できる。

２）アナフィラキシー XE "アナフィラキシー" \y "あなふぃらきしー" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）薬物アレルギー XE "薬物アレルギー" \y "やくぶつあれるぎー" を概説できる。

⑦先天性免疫不全症 XE "先天性免疫不全症" \y "せんてんせいめんえきふぜんしょう" 
到達目標：
１）先天性免疫不全症 XE "先天性免疫不全症" \y "せんてんせいめんえきふぜんしょう" の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

４　物理・化学的因子による疾患 XE "物理・化学的因子による疾患" \y "ぶつりかがくてきいんしによるしっか" 
一般目標：
中毒 XE "中毒" \y "ちゅうどく" と環境要因によって生じる疾患の病態生理を理解し、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。

（１）診断と検査の基本 XE "診断と検査の基本" \y "しんだんとけんさのきほ" 
到達目標：

△１）中毒患者の検査と起因物質の分析を概説できる。

（２）症候 XE "症候" \y "しょうこ" 
（【ショック XE "ショック" \y "しょっく" 】【発熱 XE "発熱" \y "はつねつ" 】【意識障害 XE "意識障害" \y "いしきしょうがい" ・失神 XE "失神" \y "しっしん" 】【チアノーゼ XE "チアノーゼ" \y "ちあのーぜ" 】【脱水 XE "脱水" \y "だっすい" 】【黄疸 XE "黄疸" \y "おうだん" 】【発疹 XE "発疹" \y "ほっしん" 】【貧血 XE "貧血" \y "ひんけつ" 】【呼吸困難 XE "呼吸困難" \y "こきゅうこんなん" 】

【運動麻痺 XE "運動麻痺" \y "うんどうまひ" ・筋力低下 XE "筋力低下" \y "きんりょくていか" 】【腹痛 XE "腹痛" \y "ふくつう" 】【悪心 XE "悪心" \y "おしん" ・嘔吐 XE "嘔吐" \y "おうと" 】【下痢 XE "下痢" \y "げり" 】【吐血 XE "吐血" \y "とけつ" ・下血 XE "下血" \y "げけつ" 】【尿量 XE "尿量の異常" \y "にょうりょうのいじょう" ・排尿の異常 XE "排尿の異常" \y "はいにょうのいじょう" 】はＥ1参照）

（３）疾患 XE "疾患" \y "しっか" 
①中毒 XE "中毒" \y "ちゅうどく" 
到達目標：
１）細菌性食中毒 XE "細菌性食中毒" \y "さいきんせいしょくちゅうどく" の病因、症候 XE "症候" \y "しょうこう" と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

２) 急性アルコール中毒 XE "急性アルコール中毒" \y "きゅうせいあるこーるちゅうどく" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

３）有機リン剤 XE "有機リン剤による中毒" \y "ゆうきりんざいによるちゅうどく" 、有機塩素剤 XE "有機塩素剤による中毒" \y "ゆうきえんそざいによるちゅうどく" と有機溶剤による中毒 XE "有機溶剤による中毒" \y "ゆうきようざいによるちゅうどく" の機序、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△４）一酸化炭素中毒 XE "一酸化炭素中毒" \y "いっさんかたんそちゅうどく" の発生機序、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断と治療法を説明できる。

△５）睡眠薬 XE "睡眠薬による中毒" \y "すいみんやくによるちゅうどく" 、向精神薬 XE "向精神薬による中毒" \y "こうせいしんやくによるちゅうどく" と解熱・鎮痛薬による中毒 XE "解熱・鎮痛薬による中毒" \y "げねつ・ちんつうやくによるちゅうどく" の診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△６）麻薬・覚醒剤中毒 XE "麻薬・覚醒剤中毒" \y "まやく・かくせいざいちゅうどく" の症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、依存 XE "依存" \y "いぞん" 、離脱症状 XE "離脱症状" \y "りだつしょうじょう" と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

△７）重金属中毒 XE "重金属中毒" \y "じゅうきんぞくちゅうどく" を概説できる。

△８）フグ XE "フグ中毒" \y "ふぐちゅうどく" とキノコ中毒 XE "キノコ中毒" \y "きのこちゅうどく" を概説できる。

②環境要因による疾患

到達目標：
１）高温 XE "高温" \y "こうおん" による障害を説明できる。

△２）寒冷 XE "寒冷" \y "かんれい" による障害を説明できる。

△３）動揺病 XE "動揺病" \y "どうようびょう" 、振動障害 XE "振動障害" \y "しんどうしょうがい" と騒音障害 XE "騒音障害" \y "そうおんしょうがい" を説明できる。

③熱傷 XE "熱傷" \y "ねっしょう" 
到達目標：

１）熱傷面積 XE "熱傷面積" \y "ねっしょうめんせき" （９の法則 XE "９の法則" \y "９のほうそく" ）と深（達）度 XE "深（達）度" \y "しん（たつ）ど" から熱傷の重症度 XE "熱傷の重症度" \y "ねっしょうのじゅうしょうど" を説明できる。

△２）熱傷時の体液変化 XE "熱傷時の体液変化" \y "ねっしょうどきのたいえきへんか" を説明できる。

△３）熱傷 XE "熱傷" \y "ねっしょう" の治療方針 XE "治療方針" \y "ちりょうほうしん" を概説できる。

５　成長と発達 XE "成長と発達" \y "せいちょうとはった" 
一般目標：
胎児 XE "胎児" \y "たいじ" ・新生児 XE "新生児" \y "しんせいじ" ・乳幼児 XE "乳幼児" \y "にゅうようじ" ・小児期 XE "小児期" \y "しょうにき" から思春期 XE "思春期" \y "ししゅんき" にかけての生理的成長 XE "生理的成長" \y "せいりてきせいちょう" ・発達 XE "発達" \y "はったつ" とその異常の特徴および精神・社会的な問題 XE "精神・社会的な問題" \y "せいしんしゃかいてきなもんだい" を理解する。

（１）胎児・新生児 XE "胎児・新生児" \y "たいじしんせい" 
到達目標：

１）胎児の循環・呼吸の生理的特徴 XE "胎児の循環・呼吸の生理的特徴" \y "たいじのじゅんかん・こきゅうのせいりてきとくちょう" と出生時の変化 XE "出生時の変化" \y "しゅっしょうじのへんか" を説明できる。

２）胎内発育 XE "胎内発育" \y "たいないはついく" の程度を在胎期間 XE "在胎期間" \y "ざいたいきかん" と出生体重 XE "出生体重" \y "しゅっしょうたいじゅう" を加味して評価できる。

３）主な先天性疾患 XE "先天性疾患" \y "せんてんせいしっかん" を列挙できる。

４）新生児 XE "新生児" \y "しんせいじ" の生理的特徴を説明できる。

５）胎児 XE "胎児仮死" \y "たいじかし" ・新生児仮死 XE "新生児仮死" \y "しんせいじかし" の分類を説明できる。

６）新生児マススクリーニング XE "新生児マススクリーニング" \y "しんせいじますすくりーにんぐ" を説明できる。

７）新生児黄疸 XE "新生児黄疸" \y "しんせいじおうだん" の鑑別と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を説明できる。

８）新生児期の呼吸困難 XE "新生児期の呼吸困難" \y "しんせいじきのこきゅうこんなん" の病因を列挙できる。

△９）正常児 XE "正常児の保育" \y "せいじょうじのほいく" ・低出生体重児 XE "低出生体重児の保育" \y "ていしゅっしょうたいじゅうじのほいく" ・病児の保育 XE "病児の保育" \y "びょうじのほいく" の基本を説明できる。

△10）低出生体重児固有の疾患 XE "低出生体重児固有の疾患" \y "ていしゅっしょうたいじゅうじこゆうのしっかん" を概説できる。

△11）救急を要する新生児疾患 XE "救急を要する新生児疾患" \y "きゅうきゅうをようするしんせいじしっかん" （新生児けいれん性疾患 XE "新生児けいれん性疾患" \y "しんせいじけいれんせいしっかん" を含む）を概説できる。
（２）乳幼児 XE "乳幼児" \y "にゅうようし" 
到達目標：

１）乳幼児の生理機能の発達 XE "乳幼児の生理機能の発達" \y "にゅうようじのせいりきのうのはったつ" を説明できる。

２）乳幼児の精神運動発達 XE "乳幼児の精神運動発達" \y "にゅうようじのせいしんうんどうはったつ" の異常を説明できる。

３）乳幼児の保育法 XE "乳幼児の保育法" \y "にゅうようじのほいくほう" ・栄養法 XE "乳幼児の栄養法" \y "にゅうようじのえいようほう" の基本を概説できる。

△４）乳児突然死症候群 XE "乳児突然死症候群" \y "にゅうじとつぜんししょうこうぐん" を説明できる。

（３）小児期全般 XE "小児期全般" \y "しょうにきぜんぱ" 
到達目標：

１）小児の精神運動発達 XE "小児の精神運動発達" \y "しょうにのせいしんうんどうはったつ" を説明できる。

２）小児の栄養上の問題点 XE "小児の栄養上の問題点" \y "しょうにのえいようじょうのもんだいてん" を列挙できる。

３）小児の免疫発達 XE "小児の免疫発達" \y "しょうにのめんえきはったつ" と感染症 XE "感染症" \y "かんせんしょう" の関係を概説できる。

４）小児保健 XE "小児保健" \y "しょうにほけん" における予防接種 XE "予防接種" \y "よぼうせっしゅ" の意義を説明できる。

５）成長 XE "成長" \y "せいちょう" に関わる主な異常を列挙できる。

△６）児童虐待 XE "児童虐待" \y "じどうぎゃくたい" を概説できる。

△７）小児の診断法と治療法 XE "小児の診断法と治療法" \y "しょうにのしんだんほうとちりょうほう" における特徴を概説できる。

△８）小児行動異常 XE "小児行動異常" \y "しょうにこうどういじょう" （注意欠陥多動障害 XE "注意欠陥多動障害" \y "ちゅういけっかんたどうしょうがい"  〈ADHD〉、自閉症 XE "自閉症" \y "じへいしょう" 、学習障害 XE "学習障害" \y "がくしゅうしょうがい" 、チック XE "チック" \y "ちっく" ）を列挙できる。

（４）思春期 XE "思春期" \y "ししゅん" 
到達目標：

１）思春期発現 XE "思春期発現" \y "ししゅんきはつげん" の機序と性徴 XE "性徴" \y "せいちょう" を説明できる。

△２）思春期 XE "思春期" \y "ししゅんき" と関連した精神保健上の問題 XE "精神保健上の問題" \y "せいしんほけんじょうのもんだい" を列挙できる。

６　加齢と老化 XE "加齢と老化" \y "かれいとろう" 
一般目標：

　老化に伴う生理的変化 XE "老化に伴う生理的変化" \y "ろうかにともなうせいりてきへんか" 、老年者に特有な疾患の概念と介護 XE "介護" \y "かいご" に関わる問題を学ぶ。

到達目標：

１）高齢者 XE "高齢者" \y "こうれいしゃ" の心理・精神の変化 XE "心理・精神の変化" \y "しんりせいしんのへんか" を理解し、対応できる。

２）加齢 XE "加齢" \y "かれい" に伴う臓器の構造と機能の変化 XE "臓器の構造と機能の変化" \y "ぞうきのこうぞうときのうのへんか" を説明できる。

３）高齢者 XE "高齢者" \y "こうれいしゃ" における病態 XE "病態" \y "びょうたい" ・症候 XE "症候" \y "しょうこう" ・治療 XE "治療" \y "ちりょう" の特異性 XE "特異性" \y "とくいせい" を説明できる。

△４）高齢者 XE "高齢者" \y "こうれいしゃ" における治療上の留意点を説明できる。

△５）高齢者 XE "高齢者" \y "こうれいしゃ" の栄養摂取 XE "栄養摂取" \y "えいようせっしゅ" の特殊性を説明できる。

△６）老年症候群 XE "老年症候群" \y "ろうねんしょうこうぐん" （誤嚥 XE "誤嚥" \y "ごえん" 、転倒 XE "転倒" \y "てんとう" 、失禁 XE "失禁" \y "しっきん" 、褥瘡 XE "褥瘡" \y "じょくそう" ）の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と予防を説明できる。

△７）高齢者 XE "高齢者" \y "こうれいしゃ" における総合機能評価法 XE "総合機能評価法" \y "そうごうきのうひょうかほう"  〈CGA XE "CGA" 〉 を説明できる。

· ８）高齢者 XE "高齢者" \y "こうれいしゃ" の生活支援 XE "生活支援" \y "せいかつしえん" の要点を概説できる。
７　人の死 XE "人の死" \y "ひとの" 
一般目標：
個体の死 XE "個体の死" \y "こたいのし" について理解する。

到達目標：
１）死の概念 XE "死の概念" \y "しのがいねん" と定義 XE "死の定義" \y "しのていぎ" や生物学的な個体の死 XE "生物学的な個体の死" \y "せいぶつがくてきなこたいのし" を説明できる。

２）死生学 XE "死生学" \y "しせいがく" の基本的な考え方を概説できる。

３）死に伴う家族のケア XE "死に伴う家族のケア" \y "しにともなうかぞくのけあ" を説明できる。

４）尊厳死 XE "尊厳死" \y "そんげんし" と安楽死 XE "安楽死" \y "あんらくし" の概念を説明できる。

５）植物状態 XE "植物状態" \y "しょくぶつじょうたい" と脳死 XE "脳死" \y "のうし" の違いを説明できる。

８　死と法 XE "死と法" \y "しとほ" 
一般目標：

死後変化 XE "死後変化" \y "しごへんか" と異状死体 XE "異状死体" \y "いじょうしたい" の検案について理解する。

到達目標：
１）突然死 XE "突然死" \y "とつぜんし" と事故死 XE "事故死" \y "じこし" を説明できる。

２）死後変化 XE "死後変化" \y "しごへんか" を説明できる。

３）自然死 XE "自然死" \y "しぜんし" と異状死 XE "異状死" \y "いじょうし" および死亡診断書 XE "死亡診断書" \y "しぼうしんだんしょ" と死体検案書 XE "死体検案書" \y "したいけんあんしょ" の違いを説明できる。

４）各種の法医学上の損傷の特徴 XE "法医学上の損傷の特徴" \y "ほういがくじょうのそんしょうのとくちょう" を説明できる。

５）血液型 XE "血液型" \y "けつえきがた" の法医学的意義 XE "法医学的意義" \y "ほういがくてきいぎ" を説明できる。

6） 個人識別の方法 XE "個人識別の方法" \y "こじんしきべつのほうほう" を説明できる。

Ｅ　診療の基本

１　症候・病態からのアプローチ XE "症候・病態からのアプローチ" \y "しょうこう・びょうたいからのあぷろー" 
一般目標：

　主な症候 XE "症候" \y "しょうこう" ・病態 XE "病態" \y "びょうたい" の原因、分類、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" の概要を発達 XE "発達" \y "はったつ" 、成長 XE "成長" \y "せいちょう" 、加齢 XE "加齢" \y "かれい" ならびに性別 XE "性別" \y "せいべつ" と関連づけて学ぶ。

（１）ショック XE "ショック" \y "しょっき" 
到達目標：
１）ショックの定義 XE "ショックの定義" \y "しょっくのていぎ" 、原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）ショック患者の診断 XE "ショック患者の診断" \y "しょっくかんじゃのしんだん" の要点を列挙できる。
３）ショックの治療 XE "ショックの治療" \y "しょっくのちりょう" を概説できる。
（２）発熱 XE "発熱" \y "はつね" 
到達目標：
１）発熱 XE "発熱" \y "はつねつ" の原因と病態生理を説明できる。

２）発熱患者 XE "発熱患者" \y "はつねつかんじゃ" の診断と対症療法 XE "対症療法" \y "たいしょうりょうほう" の要点を説明できる。

（３）けいれん XE "けいれん" \y "けいれ" 
到達目標：
１）けいれん XE "けいれん" \y "けいれん" の種類と原因を列挙できる。
２）けいれん患者 XE "けいれん患者" \y "けいれんかんじゃ" の診断の要点を概説できる。

３）けいれん発作時 XE "けいれん発作時" \y "けいれんほっさじ" の初期治療 XE "初期治療" \y "しょきちりょう" を概説できる。

（４）意識障害・失神 XE "意識障害・失神" \y "いしきしょうがいしっし" 
到達目標：

１）意識障害 XE "意識障害" \y "いしきしょうがい" ・失神 XE "失神" \y "しっしん" の原因を列挙し、その病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）意識障害 XE "意識障害" \y "いしきしょうがい" の程度評価 XE "程度評価" \y "ていどひょうか" (コーマ・スケール XE "コーマ・スケール" \y "こーま・すけーる" )を説明できる。

３）意識障害 XE "意識障害" \y "いしきしょうがい" ・失神 XE "失神" \y "しっしん" をきたした患者の診断の要点を説明できる。

４）意識障害 XE "意識障害" \y "いしきしょうがい" ・失神 XE "失神" \y "しっしん" をきたした患者の治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

（５）チアノーゼ XE "チアノーゼ" \y "ちあのー" 
到達目標：

１）チアノーゼ XE "チアノーゼ" \y "ちあのーぜ" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）チアノーゼ XE "チアノーゼ" \y "ちあのーぜ" を呈する患者の診断の要点を説明できる。

（６）脱水 XE "脱水" \y "だっす" 
到達目標：

１）脱水 XE "脱水" \y "だっすい" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）脱水 XE "脱水" \y "だっすい" をきたした患者の診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" の要点を説明できる。

（７）全身倦怠感 XE "全身倦怠感" \y "ぜんしんけんたいか" 
到達目標：

１）全身倦怠感 XE "全身倦怠感" \y "ぜんしんけんたいかん" をきたす原因を列挙できる。

２）全身倦怠感 XE "全身倦怠感" \y "ぜんしんけんたいかん" を訴える患者の診断の要点を説明できる。

（８）肥満・やせ XE "肥満・やせ" \y "ひまんやす" 
到達目標：

１）肥満 XE "肥満" \y "ひまん" ・やせ XE "やせ" \y "やせ" を定義し、それぞれの原因を列挙できる。

２）肥満 XE "肥満" \y "ひまん" ・やせ XE "やせ" \y "やせ" を呈する患者の診断の要点を説明できる。

（９）黄疸 XE "黄疸" \y "おうだ" 
到達目標：

１）黄疸 XE "黄疸" \y "おうだん" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）黄疸 XE "黄疸" \y "おうだん" 患者の診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" の要点を説明できる。

（１０）発疹 XE "発疹" \y "ほっし" 
到達目標：

１）発疹 XE "発疹" \y "ほっしん" の種類と主な原因を列挙できる。

２）発疹 XE "発疹" \y "ほっしん" の所見を記述して分類できる。

３）発疹患者の診断の要点を説明できる。

（１１）貧血 XE "貧血" \y "ひんけ" 
到達目標：

１）貧血 XE "貧血" \y "ひんけつ" の原因、分類と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）貧血患者の診断の要点を説明できる。

（１２）出血傾向 XE "出血傾向" \y "しゅっけつけいこ" 
到達目標：

１）出血傾向 XE "出血傾向" \y "しゅっけつけいこう" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）出血傾向 XE "出血傾向" \y "しゅっけつけいこう" を呈する患者の診断の要点を説明できる。

（１３）リンパ節腫脹 XE "リンパ節腫脹" \y "りんぱせつしゅちょ" 
到達目標：

１）リンパ節腫脹 XE "リンパ節腫脹" \y "りんぱせつしゅちょう" の原因を列挙できる。

２）リンパ節腫脹 XE "リンパ節腫脹" \y "りんぱせつしゅちょう" を呈する患者の診断の要点を説明できる。

（１４）浮腫 XE "浮腫" \y "ふしゃ" 
到達目標：

１）全身浮腫 XE "全身浮腫" \y "ぜんしんふしゅ" と局所性浮腫 XE "局所性浮腫" \y "きょくしょせいふしゅ" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）浮腫 XE "浮腫" \y "ふしゅ" をきたした患者の診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" の要点を説明できる。

（１５）動悸 XE "動悸" \y "どうか" 
到達目標：

１）動悸 XE "動悸" \y "どうき" の原因を列挙し、その病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）動悸 XE "動悸" \y "どうき" を訴える患者の診断の要点を説明できる。

（１６）胸水 XE "胸水" \y "きょうす" 
到達目標：

１）胸水 XE "胸水" \y "きょうすい" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）胸水 XE "胸水" \y "きょうすい" を呈する患者の診断の要点を説明できる。

（１７）胸痛 XE "胸痛" \y "きょうつ" 
到達目標：

１）胸痛 XE "胸痛" \y "きょうつう" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）胸痛患者の診断の要点を説明できる。

３）胸痛患者に対する初期治療 XE "初期治療" \y "しょきちりょう" を概説できる。

（１８）呼吸困難 XE "呼吸困難" \y "こきゅうこんな" 
到達目標：

1） 呼吸困難 XE "呼吸困難" \y "こきゅうこんなん" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

2） 呼吸困難 XE "呼吸困難" \y "こきゅうこんなん" の程度に関する分類を説明できる。

3） 呼吸困難患者の診断の要点を説明できる。

４）呼吸困難患者に対する初期治療 XE "初期治療" \y "しょきちりょう" を概説できる。

（１９）咳・痰 XE "咳・痰" \y "せきた" 
到達目標：

１）咳・痰 XE "咳・痰" \y "せきたん" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）咳・痰 XE "咳・痰" \y "せきたん" を訴える患者の診断の要点を説明できる。

（２０）血痰・喀血 XE "血痰・喀血" \y "けったんかっけ" 
到達目標：

１）血痰 XE "血痰" \y "けったん" ・喀血 XE "喀血" \y "かっけつ" の原因を列挙できる。

２）血痰 XE "血痰" \y "けったん" ・喀血 XE "喀血" \y "かっけつ" を呈する患者の診断の要点を説明できる。

（２１）めまい XE "めまい" \y "めま" 
到達目標：

１）めまい XE "めまい" \y "めまい" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）めまい XE "めまい" \y "めまい" を訴える患者の診断の要点を説明できる。

（２２）頭痛 XE "頭痛" \y "ずつ" 
到達目標：

１）頭痛 XE "頭痛" \y "ずつう" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）頭痛 XE "頭痛" \y "ずつう" を訴える患者の診断の要点を説明できる。

（２３）運動麻痺・筋力低下 XE "運動麻痺・筋力低下" \y "うんどうまひきんりょくてい" 
到達目標：

１）運動麻痺 XE "運動麻痺" \y "うんどうまひ" ・筋力低下 XE "筋力低下" \y "きんりょくていか" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）運動麻痺 XE "運動麻痺" \y "うんどうまひ" ・筋力低下 XE "筋力低下" \y "きんりょくていか" を訴える患者の診断の要点を説明できる。

（２４）腹痛 XE "腹痛" \y "ふくつ" 
到達目標：

1） 腹痛 XE "腹痛" \y "ふくつう" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

2） 腹痛患者の診断の要点を説明できる。

３）急性腹症 XE "急性腹症" \y "きゅうせいふくしょう" を概説できる。

（２５）悪心・嘔吐 XE "悪心・嘔吐" \y "おしんおう" 
到達目標：

１）悪心 XE "悪心" \y "おしん" ・嘔吐 XE "嘔吐" \y "おうと" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）悪心 XE "悪心" \y "おしん" ・嘔吐 XE "嘔吐" \y "おうと" を訴える患者の診断の要点を説明できる。

（２６）嚥下困難・障害 XE "嚥下困難・障害" \y "えんげこんなんしょうが" 
到達目標：

１）嚥下困難・障害 XE "嚥下困難・障害" \y "えんげこんなんしょうがい" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）嚥下困難・障害 XE "嚥下困難・障害" \y "えんげこんなんしょうがい" を訴える患者の診断の要点を説明できる。

（２７）食思（欲）不振 XE "食思（欲）不振" \y "しょくしよくふし" 
到達目標：

１）食思不振 XE "食思不振" \y "しょくしふしん" をきたす原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）食思不振 XE "食思不振" \y "しょくしふしん" を訴える患者の診断の要点を説明できる。

（２８）便秘・下痢 XE "便秘・下痢" \y "べんぴげら" 
到達目標：

１）便秘 XE "便秘" \y "べんぴ" ・下痢 XE "下痢" \y "げり" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）便秘 XE "便秘" \y "べんぴ" ・下痢 XE "下痢" \y "げり" 患者の診断の要点を説明できる。

（２９）吐血・下血 XE "吐血・下血" \y "とけつげけ" 
到達目標：

１）吐血 XE "吐血" \y "とけつ" ・下血 XE "下血" \y "げけつ" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）吐血 XE "吐血" \y "とけつ" ・下血 XE "下血" \y "げけつ" 患者の診断の要点を列挙できる。

3） 吐血 XE "吐血" \y "とけつ" ・下血 XE "下血" \y "げけつ" 患者の初期治療 XE "初期治療" \y "しょきちりょう" を概説できる。

（３０）腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤 XE "腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤" \y "ふくぶぼうりゅうふくすいをふくむしゅりゅ" 
到達目標：

１）腹部膨隆 XE "腹部膨隆" \y "ふくぶぼうりゅう" （腹水 XE "腹水" \y "ふくすい" を含む）・腫瘤 XE "腹部腫瘤" \y "ふくぶしゅりゅう" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）腹部膨隆 XE "腹部膨隆" \y "ふくぶぼうりゅう" （腹水 XE "腹水" \y "ふくすい" を含む）・腫瘤 XE "腹部腫瘤" \y "ふくぶしゅりゅう" のある患者の診断の要点を説明できる。

（３１）タンパク尿 XE "タンパク尿" \y "たんぱくにょ" 
到達目標：

１）タンパク尿 XE "タンパク尿" \y "たんぱくにょう" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）タンパク尿 XE "タンパク尿" \y "たんぱくにょう" を呈する患者の診断の要点を説明できる。

（３２）血尿 XE "血尿" \y "けつにょ" 
到達目標：

１）血尿 XE "血尿" \y "けつにょう" の原因を列挙できる。

２）血尿 XE "血尿" \y "けつにょう" をきたした患者の診断の要点を説明できる。

（３３）尿量・排尿の異常 XE "尿量・排尿の異常" \y "にょうりょうはいにょうのいじょ" 
到達目標：

１）尿量 XE "尿量の異常" \y "にょうりょうのいじょう" ・排尿の異常 XE "排尿の異常" \y "はいにょうのいじょう" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）尿量 XE "尿量の異常" \y "にょうりょうのいじょう" ・排尿の異常 XE "排尿の異常" \y "はいにょうのいじょう" をきたした患者の診断の要点を説明できる。

（３４）月経異常 XE "月経異常" \y "げっけいいじょ" 
到達目標：

１）月経異常 XE "月経異常" \y "げっけいいじょう" の原因と病態 XE "病態" \y "びょうたい" を説明できる。

２）月経異常 XE "月経異常" \y "げっけいいじょう" を呈する患者の診断の要点を説明できる。

（３５）関節痛・関節腫脹 XE "関節痛・関節腫脹" \y "かんせつつうかんせつしゅちょ" 
到達目標：

１）関節痛 XE "関節痛" \y "かんせつつう" ・関節腫脹 XE "関節腫脹" \y "かんせつしゅちょう" の原因と病態生理を説明できる。

２）関節痛 XE "関節痛" \y "かんせつつう" ・関節腫脹 XE "関節腫脹" \y "かんせつしゅちょう" のある患者の診断の要点を説明できる。

（３６）腰背部痛 XE "腰背部痛" \y "ようはいぶつ" 
到達目標：

１）腰背部痛 XE "腰背部痛" \y "ようはいぶつう" の原因を列挙できる。

２）腰背部痛 XE "腰背部痛" \y "ようはいぶつう" を訴える患者の診断の要点を説明できる。
２　基本的診療知識 XE "基本的診療知識" \y "きほんてきしんりょうちし" 
（１）薬物治療の基本原理 XE "薬物治療の基本原理" \y "やくぶつちりょうのきほんげん" 
一般目標：

　診療に必要な薬物治療 XE "薬物治療" \y "やくぶつちりょう" の基本（薬理作用 XE "薬理作用" \y "やくりさよう" 、副作用 XE "副作用" \y "ふくさよう" ）を学ぶ。

到達目標：
1） 薬物の蓄積 XE "薬物の蓄積" \y "やくぶつのちくせき" 、耐性 XE "耐性" \y "たいせい" 、タキフィラキシー XE "タキフィラキシー" \y "たきふぃらきしー" 、依存 XE "依存" \y "いぞん" 、習慣性 XE "習慣性" \y "しゅうかんせい" や嗜癖 XE "嗜癖" \y "しくせ" を説明できる。

2） 主な薬物アレルギー XE "薬物アレルギー" \y "やくぶつあれるぎー" を列挙し、予防策と対処法を説明できる。

3） 中枢神経作用薬 XE "中枢神経作用薬" \y "ちゅうすうしんけいさようやく" （向精神薬 XE "向精神薬" \y "こうせいしんやく" 、抗うつ薬 XE "抗うつ薬" \y "こううつやく" 、パーキンソン治療薬 XE "パーキンソン治療薬" \y "ぱーきんそんちりょうやく" 、抗けいれん薬 XE "抗けいれん薬" \y "こうけいれんやく" 、全身麻酔薬 XE "全身麻酔薬" \y "ぜんしんますいやく" ）の薬理作用 XE "薬理作用" \y "やくりさよう" を説明できる。

4） 自律神経作用薬 XE "自律神経作用薬" \y "じりつしんけいさようやく" （アドレナリン（エピネフリン）作用薬 XE "アドレナリン（エピネフリン）作用薬" \y "あどれなりん（えぴねふりん）さようやく" 、抗アドレナリン（エピネフリン）作用薬 XE "抗アドレナリン（エピネフリン）作用薬" \y "こうあどれなりん（えぴねふりん）さようやく" 、コリン作用薬 XE "コリン作用薬" \y "こりんさようやく" 、抗コリン作用薬 XE "抗コリン作用薬" \y "こうこりんさようやく" ）の薬理作用 XE "薬理作用" \y "やくりさよう" を説明できる。

5） 循環器作用薬 XE "循環器作用薬" \y "じゅんかんきさようやく" （強心薬 XE "強心薬" \y "きょうしんやく" 、抗不整脈薬 XE "抗不整脈薬" \y "こうふせいみゃくやく" 、降圧薬 XE "降圧薬" \y "こうあつやく" ）の薬理作用 XE "薬理作用" \y "やくりさよう" を説明できる。

6） 呼吸器作用薬 XE "呼吸器作用薬" \y "こきゅうきさようやく" （気管支拡張薬 XE "気管支拡張薬" \y "きかんしかくちょうやく" ）の薬理作用 XE "薬理作用" \y "やくりさよう" を説明できる。

7） 消化器作用薬 XE "消化器作用薬" \y "しょうかきさようやく" （潰瘍治療薬 XE "潰瘍治療薬" \y "かいようちりょうやく" 、消化管運動作用薬 XE "消化管運動作用薬" \y "しょうかかんうんどうさようやく" ）の薬理作用 XE "薬理作用" \y "やくりさよう" を説明できる。

8） 利尿薬 XE "利尿薬" \y "りにょうやく" の薬理作用 XE "薬理作用" \y "やくりさよう" を説明できる。

9） ステロイド薬 XE "ステロイド薬" \y "すてろいどやく" および非ステロイド系抗炎症薬 XE "非ステロイド系抗炎症薬" \y "ひすてろいどけいこうえんしょうやく" の薬理作用 XE "薬理作用" \y "やくりさよう" を説明できる。

10）抗菌薬 XE "抗菌薬" \y "こうきんやく" （抗生物質 XE "抗生物質" \y "こうせいぶっしつ" 、合成抗菌薬 XE "合成抗菌薬" \y "ごうせいこうきんやく" ）の薬理作用 XE "薬理作用" \y "やくりさよう" を説明できる。

11）抗腫瘍薬 XE "抗腫瘍薬" \y "こうしゅようやく" の薬理作用 XE "薬理作用" \y "やくりさよう" を説明できる。

△12）主な薬物 XE "薬物" \y "やくぶつ" の副作用 XE "副作用" \y "ふくさよう" を概説できる。

△13）年齢 XE "年齢" \y "ねんれい" による薬剤投与の注意点を説明できる。

△14）薬物動態的相互作用 XE "薬物動態的相互作用" \y "やくぶつどうたいてきそうごさよう" について例を挙げて説明できる。

△15）処方箋 XE "処方箋" \y "しょほうせん" の書き方、服薬の基本 XE "服薬の基本" \y "ふくやくのきほん" ・コンプライアンス XE "服薬のコンプライアンス" \y "ふくやくのこんぷらいあんす" を説明できる。

△16）生物製剤 XE "生物製剤" \y "せいぶつせいざい" の薬理作用 XE "薬理作用" \y "やくりさよう" と副作用 XE "副作用" \y "ふくさよう" を説明できる。

△17）和漢薬 XE "和漢薬" \y "わかんやく" を概説できる。

（２）臨床検査 XE "臨床検査" \y "りんしょうけんこ" 
一般目標：
検査の方法、適応と解釈を学ぶ。

到達目標：
1） 臨床検査 XE "臨床検査" \y "りんしょうけんさ" の基準値 XE "基準値" \y "きじゅんち" ・カットオフ値 XE "カットオフ値" \y "かっとおふあたい" の意味が説明できる。

2） 検査の特性（感度 XE "感度" \y "かんど" 、特異度 XE "特異度" \y "とくいど" 、偽陽性 XE "偽陽性" \y "ぎようせい" 、偽陰性 XE "偽陰性" \y "ぎいんせい" 、検査前確率 XE "検査前確率" \y "けんさぜんかくりつ" ・予測値 XE "予測値" \y "よそくち" 、尤度比 XE "尤度比" \y "ゆうどひ" ）を説明できる。

３）血液学的検査 XE "血液学的検査" \y "けつえきがくてきけんさ" の目的と適応を説明し、結果を解釈できる。

４）尿検査 XE "尿検査" \y "にょうけんさ" の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。

５）糞便検査 XE "糞便検査" \y "ふんべんけんさ" の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。

６）生化学的検査 XE "生化学的検査" \y "せいかがくてきけんさ" 項目を列挙し目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。

７）免疫学的検査 XE "免疫学的検査" \y "めんえきがくてきけんさ" の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。

８）心電図検査 XE "心電図検査" \y "しんでんずけんさ" の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。

９）動脈血ガス分析 XE "動脈血ガス分析" \y "どうみゃくけつがすぶんせき" の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。

10）呼吸機能検査 XE "呼吸機能検査" \y "こきゅうきのうけんさ" の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。


11）脳脊髄液検査 XE "脳脊髄液検査" \y "のうせきずいえきけんさ" の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。
△12）検査の誤差 XE "検査の誤差" \y "けんさのごさ" や生理的変動 XE "生理的変動" \y "せいりてきへんどう" を説明できる。

△13）正しい検体採取の方法 XE "検体採取の方法" \y "けんたいさいしゅのほうほう" が説明でき、不適切な採取を行ったときの検査値の異常を判断できる。

△14）小児・高齢者の検査値の特徴 XE "小児・高齢者の検査値の特徴" \y "しょうにこうれいしゃのけんさちのとくちょう" を説明できる。

△15）一般細菌 XE "一般細菌" \y "いっぱんさいきん" の塗抹・培養 XE "塗抹・培養" \y "とまつ・ばいよう" の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。

（３）外科的治療と周術期管理 XE "外科的治療と周術期管理" \y "げかてきちりょうとしゅうじゅつきかん" 
一般目標：
　外科的治療 XE "外科的治療" \y "げかてきちりょう" と周術期管理 XE "周術期管理" \y "しゅうじゅつきかんり" の基本を学ぶ。

【外科的治療 XE "外科的治療" \y "げかてきちりょう" 】 

(３（６）を参照)

【周術期管理 XE "周術期管理" \y "しゅうじゅつきかんり" 】 

到達目標：
１）手術の危険因子 XE "手術の危険因子" \y "しゅじゅつのきけんいんし" を列挙し、その対応の基本を説明できる。

２）基本的バイタルサイン XE "基本的バイタルサイン" \y "きほんてきばいたるさいん" の意義とモニターの方法を説明できる。

３）主な術後合併症 XE "術後合併症" \y "じゅつごがっぺいしょう" を列挙し、その予防の基本を説明できる。

△４）手術 XE "手術" \y "しゅじゅつ" に関するインフォームドコンセント XE "インフォームドコンセント" \y "いんふぉーむどこんせんと" の注意点を列挙できる。

△５）周術期管理 XE "周術期管理" \y "しゅうじゅつきかんり" における輸液 XE "輸液" \y "ゆえき" ・輸血 XE "輸血" \y "ゆけつ" の基本を説明できる。

△６）創傷治癒機転 XE "創傷治癒機転" \y "そうしょうちゆきてん" とそれに影響を与える因子を説明できる。

△７）経鼻胃管 XE "経鼻胃管" \y "けいびいかん" の適応と管理上の注意点を列挙できる。

△８）集中治療室 XE "集中治療室" \y "しゅうちゅうちりょうしつ" の役割を概説できる。

（４）麻酔 XE "麻酔" \y "ます" 
一般目標：
　全身麻酔 XE "全身麻酔" \y "ぜんしんますい" ・局所麻酔 XE "局所麻酔" \y "きょくしょますい" の基本を学ぶ。

到達目標：
１）麻酔の概念 XE "麻酔の概念" \y "ますいのがいねん" 、種類と麻酔時の生体反応 XE "麻酔時の生体反応" \y "ますいじのせいたいはんのう"  XE "生体反応" \y "せいたいはんのう" を説明できる。

２）麻酔薬 XE "麻酔薬" \y "ますいやく" と麻酔前投薬 XE "麻酔前投薬" \y "ますいぜんとうやく" の種類と使用上の原則を説明できる。

３）吸入麻酔 XE "吸入麻酔" \y "きゅうにゅうますい" と静脈麻酔 XE "静脈麻酔" \y "じょうみゃくますい" の適応、禁忌、事故と合併症を説明できる。

△４）気管（内）挿管 XE "気管（内）挿管" \y "きかん（ない）そうかん" ・抜管を概説できる。

△５）局所麻酔 XE "局所麻酔" \y "きょくしょますい" 、末梢神経ブロック XE "末梢神経ブロック" \y "まっしょうしんけいぶろっく" 、神経叢ブロック XE "神経叢ブロック" \y "しんけいそうぶろっく" 、脊椎麻酔 XE "脊椎麻酔" \y "せきついますい" 、硬膜外麻酔 XE "硬膜外麻酔" \y "こうまくがいますい" の適応、禁忌と合併症を説明でき

　　　る。      

△６）循環動態 XE "循環動態" \y "じゅんかんどうたい" 、体液 XE "体液" \y "たいえき" ・電解質 XE "電解質" \y "でんかいしつ" 、酸塩基平衡 XE "酸塩基平衡" \y "さんえんきへいこう" 、血液ガス分析 XE "血液ガス分析" \y "けつえきがすぶんせき" の意義と方法を説明し、データを解釈できる。

△７）悪性高熱 XE "悪性高熱" \y "あくせいこうねつ" 症を概説できる。
（５）食事と輸液療法 XE "食事と輸液療法" \y "しょくじとゆえきりょうほ" 
一般目標：
　食事と輸液療法 XE "輸液療法" \y "ゆえきりょうほう" の基本を学ぶ。

到達目標：
１）主な疾患の食事療法 XE "食事療法" \y "しょくじりょうほう" を概説できる。

２）補液・経静脈栄養 XE "補液・経静脈栄養" \y "ほえき・きょうじょうみゃくえいよう" と経腸栄養 XE "経腸栄養" \y "きょうちょうえいよう" の適応、方法と合併症を説明できる。

△３）輸液療法 XE "輸液療法" \y "ゆえきりょうほう" の原則と輸液剤 XE "輸液剤" \y "ゆえきざい" の組成上の特徴を説明できる。

△４）乳幼児 XE "乳幼児の輸液方法" \y "にゅうようじのゆえきほうほう" と小児の輸液療法 XE "小児の輸液療法" \y "しょうにのゆえきりょうほう" を説明できる。

△５）微量元素 XE "微量元素" \y "びりょうげんそ" の生理作用を説明できる。

（６）医用機器と人工臓器 XE "医用機器と人工臓器" \y "いようききとじんこうぞう" 
一般目標：

医用機器 XE "医用機器" \y "いようきき" と人工臓器 XE "人工臓器" \y "じんこうぞうき" の基本を学ぶ。

到達目標：

1） 主な医用機器 XE "医用機器" \y "いようきき" の種類と原理を概説できる。

2） 主な人工臓器 XE "人工臓器" \y "じんこうぞうき" の種類と原理を概説できる。

（７）放射線を用いる診断と治療 XE "放射線を用いる診断と治療" \y "ほうしゃせんをもちいるしんだんとちりょ" 
一般目標：
　放射線診断 XE "放射線診断" \y "ほうしゃせんしんだん" と治療 XE "治療" \y "ちりょう" の基本を学ぶ。

到達目標：
1） エックス線 XE "エックス線" \y "えっくすせん" 、CT XE "CT" 、MRI XE "MRI" と核医学検査 XE "核医学検査" \y "かくいがくけんさ" の原理を説明できる。

2） エックス線 XE "エックス線" \y "えっくすせん" （単純、造影）、CT XE "CT" 、MRI XE "MRI" と核医学検査 XE "核医学検査" \y "かくいがくけんさ" の読影 XE "読影" \y "どくえい" の原理を説明できる。

3） 放射線治療の原理を説明し、主な放射線治療法 XE "放射線治療法" \y "ほうしゃせんちりょうほう" を列挙できる。

４）放射線診断 XE "放射線診断" \y "ほうしゃせんしんだん" ・治療による副作用 XE "副作用" \y "ふくさよう" と障害を説明できる。

５）放射線防護 XE "放射線防護" \y "ほうしゃせんぼうご" を説明できる。

△６）放射線造影法 XE "放射線造影法" \y "ほうしゃせんぞうえいほう" を活用した治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

（８）内視鏡を用いる診断と治療 XE "内視鏡を用いる診断と治療" \y "ないしきょうをもちいるしんだんとちりょ" 
一般目標：
　内視鏡 XE "内視鏡" \y "ないしきょう" の原理とそれによる診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" の基本を学ぶ。

到達目標：
１）内視鏡機器の種類と原理を説明できる。

２）内視鏡検査法 XE "内視鏡検査法" \y "ないしきょうけんさほう" の種類を列挙し、概説できる。

△３）内視鏡 XE "内視鏡" \y "ないしきょう" を用いる治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

（９）超音波を用いる診断と治療 XE "超音波を用いる診断と治療" \y "ちょうおんぱをもちいるしんだんとちりょ" 
一般目標：
　超音波機器 XE "超音波機器" \y "ちょうおんぱきき" の原理とそれによる診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" の基本を学ぶ。

到達目標：
1） 超音波機器 XE "超音波機器" \y "ちょうおんぱきき" の種類と原理を説明できる。

2） 超音波検査法 XE "超音波検査法" \y "ちょうおんぱけんさほう" の種類を列挙し、概説できる。

△３）超音波 XE "超音波" \y "ちょうおんぱ" を用いる治療 XE "治療" \y "ちりょう" を概説できる。

（１０）輸血と移植 XE "輸血と移植" \y "ゆけつといしょ" 
一般目標：
　輸血 XE "輸血" \y "ゆけつ" と移植 XE "移植" \y "いしょく" の基本を学ぶ。

到達目標：
１）輸血の適応 XE "輸血の適応" \y "ゆけつのてきおう" と合併症を説明できる。

２）血液交叉試験を説明できる。

３）血液製剤 XE "血液製剤" \y "けつえきせいざい" の種類と適応を説明できる。

４）同種輸血 XE "同種輸血" \y "どうしゅゆけつ" 、自己輸血 XE "自己輸血" \y "じこゆけつ" 、成分輸血 XE "成分輸血" \y "せいぶんゆけつ" と交換輸血 XE "交換輸血" \y "こうかんゆけつ" を説明できる。

５）臓器移植 XE "臓器移植" \y "ぞうきいしょく" の種類と適応を説明できる。

△６）脳死の判定基準 XE "脳死の判定基準" \y "のうしのはんていきじゅん" を列挙できる。

△７）臓器移植 XE "臓器移植" \y "ぞうきいしょく" と組織適合性 XE "組織適合性" \y "そしきてきごうせい" の関係を説明できる。

△８）臓器移植後の拒絶反応 XE "拒絶反応" \y "きょぜつはんのう" の病態生理と発症時の対応を説明できる。

△９）免疫抑制薬 XE "免疫抑制薬" \y "めんえきよくせいやく" の種類、適応と副作用 XE "副作用" \y "ふくさよう" を説明できる。

（１１）リハビリテーション XE "リハビリテーション" \y "りはびりてーしょ" 
一般目標：
リハビリテーション XE "リハビリテーション" \y "りはびりてーしょん" の基本を学ぶ。

到達目標：
１）リハビリテーション XE "リハビリテーション" \y "りはびりてーしょん" の概念と適応を説明できる。

２）リハビリテーションチーム XE "リハビリテーションチーム" \y "りはびりてーしょんちーむ" の構成を理解し、医師の役割 XE "医師の役割" \y "いしのやくわり" を説明できる。

３）福祉・介護との連携 XE "福祉・介護との連携" \y "ふくし・かいごとのれんけい" におけるリハビリテーション XE "リハビリテーション" \y "りはびりてーしょん" の役割を説明できる。

△４）障害を機能障害 XE "機能障害" \y "きのうしょうがい" 、能力低下 XE "能力低下" \y "のうりょくていか" 、社会的不利 XE "社会的不利" \y "しゃかいてきふり" に分けて説明できる。

△５）日常生活動作 XE "日常生活動作" \y "にちじょうせいかつどうさ" 〈ADL XE "ADL" 〉の評価ができる。

△６）理学療法 XE "理学療法" \y "りがくりょうほう" 、作業療法 XE "作業療法" \y "さぎょうりょうほう" と言語療法 XE "言語療法" \y "げんごりょうほう" を概説できる。

· ７）主な歩行補助具 XE "歩行補助具" \y "ほこうほじょぐ" 、車椅子 XE "車椅子" \y "くるまいす" 、義肢と装具 XE "義肢と装具" \y "ぎしとそうぐ" を概説できる。

（１２）介護と在宅医療 XE "介護と在宅医療" \y "かいごとざいたくいりょ" 
一般目標：

介護 XE "介護" \y "かいご" と在宅医療 XE "在宅医療" \y "ざいたくいりょう" の基本を学ぶ。

到達目標：
１）介護 XE "介護" \y "かいご" の定義と種類を説明できる。

２）日常生活動作 XE "日常生活動作" \y "にちじょうせいかつどうさ" （排泄 XE "排泄" \y "はいせつ" 、摂食 XE "摂食" \y "せっしょく" 、入浴 XE "入浴" \y "にゅうよく" ）の介護 XE "介護" \y "かいご" と環境整備 XE "環境整備" \y "かんきょうせいび" の要点を概説できる。

３）在宅医療 XE "在宅医療" \y "ざいたくいりょう" （酸素療法 XE "酸素療法" \y "さんそりょうほう" 、栄養療法 XE "栄養療法" \y "えいようりょうほう" 、透析療法 XE "透析療法" \y "とうせきりょうほう" ）を概説できる。

（１３）緩和医療 XE "緩和医療" \y "かんわいりょ" 
一般目標：
緩和医療 XE "緩和医療" \y "かんわいりょう" の基本を学ぶ。

到達目標：
１）緩和医療 XE "緩和医療" \y "かんわいりょう" を概説できる。

２）癌性疼痛コントロール XE "癌性疼痛コントロール" \y "がんせいとうつうこんとろーる" の適応と問題点を説明できる。

△３）緩和医療 XE "緩和医療" \y "かんわいりょう" における患者・家族 XE "家族" \y "かぞく" の心理を説明できる。

３　基本的診療技能 XE "基本的診療技能" \y "きほんてきしんりょうぎの" 
（１）問題志向型システム XE "問題志向型システム" \y "もんだいしこうがたしすてむ" 
一般目標：
模擬症例 XE "模擬症例" \y "もぎしょうれい" について基本的診療計画 XE "基本的診療計画" \y "きほんてきしんりょうけいかく" を立てる。

到達目標：
１）基本的診療知識 XE "基本的診療知識" \y "きほんてきしんりょうちしき" にもとづき、症例に関する情報を収集・分析できる。

２）得られた情報をもとに、その症例の問題点を抽出できる。

３）病歴 XE "病歴" \y "びょうれき" と身体所見 XE "身体所見" \y "しんたいしょけん" 等の情報を統合して、鑑別診断 XE "鑑別診断" \y "かんべつしんだん" ができる。

４）主要疾患の症例に関して、診断・治療計画 XE "診断・治療計画" \y "しんだん・ちりょうけいかく" を立てられる。
（２）医療面接 XE "医療面接" \y "いりょうめんせ" 
一般目標：
医療面接 XE "医療面接" \y "いりょうめんせつ" に関する基本的な考え方と技能を学ぶ。　

到達目標：
１）適切な身だしなみ XE "身だしなみ" \y "みだしなみ" 、言葉遣い XE "言葉遣い" \y "ことばづかい" や礼儀 XE "礼儀" \y "れいぎ" を実践できる。

２）医療面接 XE "医療面接" \y "いりょうめんせつ" の目的・意義（情報収集 XE "情報収集" \y "じょうほうしゅうしゅう" 、良好な医師-患者関係 XE "良好な医師-患者関係" \y "りょうこうないし－かんじゃかんけい" 、治療・教育的効果 XE "治療・教育的効果" \y "ちりょう・きょういくてきこうか" ）を説明できる。

３）医療面接 XE "医療面接" \y "いりょうめんせつ" における基本的コミュニケーション技法 XE "基本的コミュニケーション技法" \y "きほんてきこみゅにけーしょんぎほう" を実践できる。

４）病歴情報 XE "病歴情報" \y "びょうれきじょうほう" の種類（主訴 XE "主訴" \y "しゅそ" 、現病歴 XE "現病歴" \y "うつつびょうれき" 、既往歴 XE "既往歴" \y "きおうれき" 、家族歴 XE "家族歴" \y "かぞくれき" 、社会歴 XE "社会歴" \y "しゃかいれき" 、システムレビュー XE "システムレビュー" \y "しすてむれびゅー" ）とそれを聴取する際の手順を説明できる。

（３）診療記録 XE "診療記録" \y "しんりょうきろ" 
一般目標：
問題志向型診療録 XE "問題志向型診療録" \y "もんだいしこうがたしんりょうろく" 〈POMR XE "POMR" 〉と各種診療記録 XE "診療記録" \y "しんりょうきろく" の書き方を学ぶ。

到達目標：
1） 診療録 XE "診療録" \y "しんりょうろく" をPOMR XE "POMR"  形式で記載する方法を説明できる。

2） 診療経過 XE "診療経過" \y "しんりょうけいか" をSOAP XE "SOAP" で記載する方法を説明できる。

（４）臨床判断 XE "臨床判断" \y "りんしょうはんだ" 
一般目標：
臨床的な判断に関する基本的な考え方を学ぶ。

到達目標：
１）臨床判断 XE "臨床判断" \y "りんしょうはんだん" の概念を説明し、考慮すべき要素（病態生理学的 XE "病態生理学的事実" \y "びょうたいせいりがくてきじじつ" ・臨床疫学的事実 XE "臨床疫学的事実" \y "りんしょうえきがくてきじじつ" 、患者の意向 XE "患者の意向" \y "かんじゃのいこう" 、社会的要因 XE "社会的要因" \y "しゃかいてきよういん" ）を列挙できる。

２）科学的根拠にもとづいた医療 XE "医療" \y "いりょう" 〈EBM XE "EBM" 〉を概説できる。

（５）身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさ" 
一般目標：
シミュレーション XE "シミュレーション" \y "しみゅれーしょん" などを通じて基本的な身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" を学ぶ。

【全身状態 XE "全身状態" \y "ぜんしんじょうたい" とバイタルサイン XE "バイタルサイン" \y "ばいたるさいん" 】

到達目標：
１）バイタルサイン XE "バイタルサイン" \y "ばいたるさいん" を説明できる。

２）血圧測定 XE "血圧測定" \y "けつあつそくてい" の原理を説明し、正しく血圧 XE "血圧" \y "けつあつ" を測定できる。

３）脈拍 XE "脈拍" \y "みゃくはく" のチェックポイントを説明し、正しく脈拍 XE "脈拍" \y "みゃくはく" をとれる。

４）呼吸数 XE "呼吸数" \y "こきゅうすう" を測定し、呼吸パターン XE "呼吸パターン" \y "こきゅうぱたーん" を観察できる。

５）体温測定の方法 XE "体温測定の方法" \y "たいおんそくていのほうほう" と注意点を説明し、測定できる。

【頭頸部 XE "頭頸部" \y "とうけいぶ" 】

到達目標：
１）頭部の診察 XE "頭部の診察" \y "とうぶのしんさつ" ができる。
２）眼 XE "眼" \y "め" （視野 XE "視野" \y "しや" 、瞳孔 XE "瞳孔" \y "どうこう" 、眼球運動 XE "眼球運動" \y "がんきゅううんどう" 、結膜 XE "結膜" \y "けつまく" 、眼底 XE "眼底" \y "がんてい" ）の診察ができる。
３）耳 XE "耳" \y "みみ" （外耳道 XE "外耳道" \y "がいじどう" 、鼓膜 XE "鼓膜" \y "こまく" 、聴力 XE "聴力" \y "ちょうりょく" ）の診察ができる。
４）口腔 XE "口腔" \y "こうこう" ・鼻腔 XE "鼻腔" \y "びこう" の診察ができる。
５）甲状腺 XE "甲状腺" \y "こうじょうせん" を含めた頸部 XE "頸部" \y "けいぶ" の診察ができる。
【胸部】

到達目標：
１）胸部診察 XE "胸部診察" \y "きょうぶしんさつ" で確認すべき項目を列挙し、視診 XE "視診" \y "ししん" 、触診 XE "触診" \y "しょくしん" 、打診 XE "打診" \y "だしん" と聴診 XE "聴診" \y "ちょうしん" ができる。

２）乳房 XE "乳房" \y "にゅうぼう" の診察の要点と診察の手順を説明できる。

【腹部 XE "腹部" \y "ふくぶ" と泌尿生殖器 XE "泌尿生殖器" \y "ひにょうせいしょくき" 】
到達目標：
1） 腹部の区分 XE "腹部の区分" \y "ふくぶのくぶん" を説明できる。

2） 腹部診察 XE "腹部診察" \y "ふくぶしんさつ" で確認すべき項目を列挙し、視診 XE "視診" \y "ししん" 、聴診 XE "聴診" \y "ちょうしん" 、打診 XE "打診" \y "だしん" と触診 XE "触診" \y "しょくしん" ができる。

３）泌尿生殖器の診察 XE "泌尿生殖器の診察" \y "ひにょうせいしょくきのしんさつ" の要点と手順を説明できる。

【神経 XE "神経" \y "しんけい" 】

到達目標：
１）意識状態 XE "意識状態" \y "いしきじょうたい" が判定できる。

２）脳神経 XE "脳神経" \y "のうしんけい" の診察ができる。

３）深部腱反射 XE "深部腱反射" \y "しんぶけんはんしゃ" の診察ができる。

４）小脳 XE "小脳機能" \y "しょうのうきのう"  XE "小脳" \y "しょうのう" ・運動機能 XE "運動機能" \y "うんどうきのう" の診察ができる。

５）感覚系 XE "感覚系" \y "かんかくけい" の診察ができる。

６）髄膜刺激所見 XE "髄膜刺激所見" \y "ずいまくしげきしょけん" のとりかたを説明できる。

【四肢 XE "四肢" \y "しし" と脊柱 XE "脊柱" \y "せきちゅう" 】

到達目標：
１）四肢 XE "四肢" \y "しし" ・脊柱 XE "脊柱" \y "せきちゅう" の診察の要点と手順を説明できる。

【小児 XE "小児" \y "しょうに" の診察】

到達目標：
１）新生児 XE "新生児" \y "しんせいじ" ・小児 XE "小児" \y "しょうに" の全身診察 XE "全身診察" \y "ぜんしんしんさつ" の手順を説明できる。

（６）基本的臨床手技 XE "基本的臨床手技" \y "きほんてきりんしょうしゅ" 
一般目標：
基本的臨床手技 XE "基本的臨床手技" \y "きほんてきりんしょうしゅぎ" の目的、方法、適応、禁忌と合併症を学ぶ。

【一般手技 XE "一般手技" \y "いっぱんしゅぎ" 】

到達目標：
１）静脈採血 XE "静脈採血" \y "じょうみゃくさいけつ" の手順、部位と合併症を列挙し、正しく採血できる。

２）血液型判定 XE "血液型判定" \y "けつえきがたはんてい" と交差適合試験 XE "交差適合試験" \y "こうさてきごうしけん" の手順を説明し、実施できる。

【外科手技 XE "外科手技" \y "げかしゅぎ" 】

到達目標：
１）清潔 XE "清潔" \y "せいけつ" と不潔 XE "不潔" \y "ふけつ" の区別を説明できる。

２）器具の清潔操作 XE "器具の清潔操作" \y "きぐのせいけつそうさ" の注意点を説明できる。

３）創の一次的閉鎖 XE "創の一次的閉鎖" \y "きずのいちじてきへいさ" 、遅延一次閉鎖 XE "遅延一次閉鎖" \y "ちえんいちじへいさ" 、二次的癒合 XE "二次的癒合" \y "にじてきゆごう" とデブリドマン XE "デブリドマン" \y "でぶりどまん" を説明できる。

【救命処置 XE "救命処置" \y "きゅうめいしょち" 】

到達目標：
１）一次救命処置 XE "一次救命処置" \y "いちじきゅうめいしょち" （脳心肺蘇生 XE "脳心肺蘇生" \y "のうしんぱいそせい" ）の基本的手技について説明し、モデルを用いて正しく実施できる。
Ｆ　医学・医療と社会

（１）社会・環境と健康 XE "社会・環境と健康" \y "しゃかいかんきょうとけんこ" 
一般目標：
　社会 XE "社会" \y "しゃかい" と健康・疾病との関係 XE "健康・疾病との関係" \y "けんこう・しっぺいとのかんけい" について理解し、個体および集団をとりまく環境諸要因の変化による個人の健康 XE "個人の健康" \y "こじんのけんこう" と社会生活 XE "社会生活" \y "しゃかいせいかつ" への影響について学ぶ。

到達目標：

１）健康 XE "健康" \y "けんこう" 、障害と疾病の概念 XE "障害と疾病の概念" \y "しょうがいとしっぺいのがいねん" を説明できる。

２）社会構造 XE "社会構造" \y "しゃかいこうぞう" （家族 XE "家族" \y "かぞく" 、コミュニティ XE "コミュニティ" \y "こみゅにてぃ" 、地域社会 XE "地域社会" \y "ちいきしゃかい" 、国際化 XE "国際化" \y "こくさいか" ）と健康・疾病との関係 XE "健康・疾病との関係" \y "けんこう・しっぺいとのかんけい" を概説できる。

３）環境 XE "環境" \y "かんきょう" と健康・疾病との関係 XE "健康・疾病との関係" \y "けんこう・しっぺいとのかんけい" （環境と適応 XE "環境と適応" \y "かんきょうとてきおう" 、主体環境系 XE "主体環境系" \y "しゅたいかんきょうけい" 、病因と保健行動 XE "保健行動" \y "ほけんこうどう" 、環境基準 XE "環境基準" \y "かんきょうきじゅん" と環境影響評価 XE "環境影響評価" \y "かんきょうえいきょうひょうか" 、公害 XE "公害" \y "こうがい" と環境保全 XE "環境保全" \y "かんきょうほぜん" ）を概説できる。

４）生態系 XE "生態系" \y "せいたいけい" の変化が健康 XE "健康" \y "けんこう" と生活に与える影響（有害物質 XE "有害物質" \y "ゆうがいぶっしつ" 、環境発がん物質 XE "環境発がん物質" \y "かんきょうはつがんぶっしつ" 、内分泌攪乱物質 XE "内分泌攪乱物質" \y "ないぶんぴつかくらんぶっしつ" ）を概説できる。

△５）病診連携 XE "病診連携" \y "びょうしんれんけい" と病病連携 XE "病病連携" \y "びょうびょうれんけい" を説明できる。

△６）地球環境 XE "地球環境" \y "ちきゅうかんきょう" の変化、生態循環 XE "生態循環" \y "せいたいじゅんかん" 、生物濃縮 XE "生物濃縮" \y "せいぶつのうしゅく" と健康 XE "健康" \y "けんこう" との関係を説明できる。

△７）各ライフステージ XE "ライフステージ" \y "らいふすてーじ" の健康問題について説明できる。

△８）シックハウス症候群 XE "シックハウス症候群" \y "しっくはうすしょうこうぐん" を概説できる。

（２）地域医療 XE "地域医療" \y "ちいきいりょ" 
一般目標：

　地域医療 XE "地域医療" \y "ちいきいりょう" の在り方と現状および課題を理解し、地域医療 XE "地域医療" \y "ちいきいりょう" に貢献するための能力を身に付ける。

到達目標：

１）地域医療 XE "地域医療" \y "ちいきいりょう" に求められる役割と機能および体制等、地域医療 XE "地域医療" \y "ちいきいりょう" の在り方を概説できる。
２）へき地および離島における地域医療 XE "地域医療" \y "ちいきいりょう" の現状と課題について説明できる。

３）医師の偏在（地域及び診療科）の現状について説明できる。

４）地域における、保健 XE "保健" \y "ほけん" （母子保健 XE "母子保健" \y "ぼしほけん" 、老人保健 XE "老人保健" \y "ろうじんほけん" 、精神保健 XE "精神保健" \y "せいしんほけん" 、学校保健 XE "学校保健" \y "がっこうほけん" ）・医療 XE "医療" \y "いりょう" ・福祉 XE "福祉" \y "ふくし" ・介護 XE "介護" \y "かいご" の分野間の連携及び多職種間の連携の必要性について説明できる。

５）地域医療 XE "地域医療" \y "ちいきいりょう" の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解し、実践に必要な能力を身に付ける。

６）地域における、救急医療 XE "救急医療" \y "きゅうきゅういりょう" 、災害医療 XE "災害医療" \y "さいがいいりょう" 、在宅ターミナル XE "在宅ターミナル" \y "ざいたくたーみなる" の体制を説明できる。

△７）災害救急医療 XE "災害救急医療" \y "さいがいきゅうきゅういりょう" におけるトリアージ XE "トリアージ" \y "とりあーじ" を説明できる。

△８）地域医療 XE "地域医療" \y "ちいきいりょう" に積極的に参加・貢献する。
（３）疫学と予防医学 XE "疫学と予防医学" \y "えきがくとよぼういが" 
一般目標：
保健統計 XE "保健統計" \y "ほけんとうけい" の意義と現状、疫学 XE "疫学" \y "えきがく" とその応用、疾病の予防 XE "疾病の予防" \y "しっぺいのよぼう" について学ぶ。

到達目標：
１）人口静態統計 XE "人口静態統計" \y "じんこうせいたいとうけい" と人口動態統計 XE "人口動態統計" \y "じんこうどうたいとうけい" を説明できる。

２）疾病の定義 XE "疾病の定義" \y "しっぺいのていぎ" 、分類と国際疾病分類 XE "国際疾病分類" \y "こくさいしっぺいぶんるい" 〈ICD XE "ICD" 〉を説明できる。

３）疾病 XE "疾病統計" \y "しっぺいとうけい" ・有病 XE "有病統計" \y "ゆうびょうとうけい" ・障害統計 XE "障害統計" \y "しょうがいとうけい" 、年齢調整率 XE "年齢調整率" \y "ねんれいちょうせいりつ" と標準化死亡比 XE "標準化死亡比" \y "ひょうじゅんかしぼうひ" 〈SMR XE "SMR" 〉を説明できる。

４）疫学の概念 XE "疫学の概念" \y "えきがくのがいねん" と疫学の諸指標 XE "疫学の諸指標" \y "えきがくのしょしひょう" について説明できる。

５）予防医学 XE "予防医学" \y "よぼういがく" （一 XE "一次予防" \y "いちじよぼう" 、二 XE "二次予防" \y "にじよぼう" 、三次予防 XE "三次予防" \y "さんじよぼう" ）を概説できる。

△６）生命関数表 XE "生命関数表" \y "せいめいかんすうひょう" （平均余命 XE "平均余命" \y "へいきんよめい" と平均寿命 XE "平均寿命" \y "へいきんじゅみょう" ）を説明できる。

△７）健康管理 XE "健康管理" \y "けんこうかんり" 、健康診断 XE "健康診断" \y "けんこうしんだん" とその事後指導 XE "事後指導" \y "じごしどう" を説明できる。

（４）生活習慣と疾病 XE "生活習慣と疾病" \y "せいかつしゅうかんとしっぺ" 
一般目標：
生活習慣 XE "生活習慣" \y "せいかつしゅうかん" に関連した疾病の種類、病態 XE "病態" \y "びょうたい" と予防治療 XE "予防治療" \y "よぼうちりょう" について学ぶ。

到達目標：
１）生活習慣 XE "生活習慣" \y "せいかつしゅうかん" に関連した疾病を列挙できる。

２）生活習慣 XE "生活習慣" \y "せいかつしゅうかん" と肥満 XE "肥満" \y "ひまん" ・高脂血症 XE "高脂血症" \y "こうしけつしょう" ・動脈硬化 XE "動脈硬化" \y "どうみゃくこうか" の関係を説明できる。

３）生活習慣 XE "生活習慣" \y "せいかつしゅうかん" と糖尿病 XE "糖尿病" \y "とうにょうびょう" の関係を説明できる。

４）生活習慣 XE "生活習慣" \y "せいかつしゅうかん" と高血圧 XE "高血圧" \y "こうけつあつ" の関係を説明できる。

５）生活習慣 XE "生活習慣" \y "せいかつしゅうかん" とがん XE "がん" \y "がん" の関係を説明できる。

６）喫煙 XE "喫煙" \y "きつえん" と疾病の関係と禁煙指導 XE "禁煙指導" \y "きんえんしどう" を説明できる。

（５）保健、医療、福祉と介護の制度 XE "保健、医療、福祉と介護の制度" \y "ほけん、いりょう、ふくしとかいごのせい" 
一般目標：
保健 XE "保健" \y "ほけん" 、医療、福祉 XE "福祉" \y "ふくし" と介護 XE "介護" \y "かいご" の制度の内容を学ぶ。

到達目標：
１）日本における社会保障制度 XE "社会保障制度" \y "しゃかいほしょうせいど" を説明できる。

２）医療保険 XE "医療保険" \y "いりょうほけん" と公費医療 XE "公費医療" \y "こうひいりょう" や介護保険 XE "介護保険" \y "かいごほけん" を説明できる。

３）高齢者福祉 XE "高齢者福祉" \y "こうれいしゃふくし" と高齢者医療 XE "高齢者医療" \y "こうれいしゃいりょう" の特徴を説明できる。

４）産業保健 XE "産業保健" \y "さんぎょうほけん" を概説できる。

５）医療の質 XE "医療の質" \y "いりょうのしつ" の評価（質の定義 XE "質の定義" \y "しつのていぎ" 、クリティカル・パス XE "クリティカル・パス" \y "くりてぃかる・ぱす" ）を説明できる。

６）国民医療費 XE "国民医療費" \y "こくみんいりょうひ" の収支と将来予測を概説できる。

７）医師法 XE "医師法" \y "いしほう" と医療法 XE "医療法" \y "いりょうほう" を概説できる。

８）医療関連法規に定められた医師の義務 XE "医師の義務" \y "いしのぎむ" を列挙できる。

△９）医療資源 XE "医療資源" \y "いりょうしげん" と医療サービス XE "医療サービス" \y "いりょうさーびす" の価格形成 XE "価格形成" \y "かかくけいせい" を説明できる。

△10）医療従事者の資格免許 XE "資格免許" \y "しかくめんきょ" 、現状と役割、連携とチーム医療 XE "チーム医療" \y "ちーむいりょう" を説明できる。

△11）感染症法 XE "感染症法" \y "かんせんしょうほう" ・食品衛生法 XE "食品衛生法" \y "しょくひんえいせいほう" の概要と届け出義務を説明できる。

△12）予防接種 XE "予防接種" \y "よぼうせっしゅ" の意義と現状を説明できる。

△13）医師法 XE "医師法" \y "いしほう" と医療法 XE "医療法" \y "いりょうほう" 以外の医療関係法規 XE "医療関係法規" \y "いりょうかんけいほうき" を概説できる。

（６）診療情報 XE "診療情報" \y "しんりょうじょうほ" 
一般目標：
医療情報 XE "医療情報" \y "いりょうじょうほう" の利用方法、情報管理 XE "情報管理" \y "じょうほうかんり" とプライバシー保護 XE "プライバシー保護" \y "ぷらいばしーほご" について学ぶ。

到達目標：
１）情報管理 XE "情報管理" \y "じょうほうかんり" の原則（情報公開 XE "情報公開" \y "じょうほうこうかい" 、プライバシー保護 XE "プライバシー保護" \y "ぷらいばしーほご" 、取り扱い倫理 XE "取り扱い倫理" \y "とりあつかいりんり" 、セキュリティー XE "セキュリティー" \y "せきゅりてぃー" ）を説明できる。

２）医療で扱う診療諸記録 XE "診療諸記録" \y "しんりょうしょきろく" の種類を説明できる。

３）診療録 XE "診療録" \y "しんりょうろく" の特徴と要件を列挙できる。

△４）電子化された診療情報 XE "電子化された診療情報" \y "でんしかされたしんりょうじょうほう" の作成と管理を概説できる。

（７）臨床研究と医療 XE "臨床研究と医療" \y "りんしょうけんきゅうといりょ" 
一般目標：
　医療の発展における臨床研究 XE "臨床研究" \y "りんしょうけんきゅう" の重要性について学ぶ。

到達目標：
１）副作用報告 XE "副作用報告" \y "ふくさようほうこく" と有害事象報告 XE "有害事象報告" \y "ゆうがいじしょうほうこく" の意義を説明できる。

△２）臨床研究 XE "臨床研究" \y "りんしょうけんきゅう" 、臨床試験 XE "臨床試験" \y "りんしょうしけん" 、治験 XE "治験" \y "ちけん" と市販後臨床試験 XE "市販後臨床試験" \y "しはんごりんしょうしけん" の違いを概説できる。

△３）研究目的での診療行為 XE "研究目的での診療行為" \y "けんきゅうもくてきでのしんりょうこうい" に要求される倫理性 XE "倫理性" \y "りんりせい" を説明できる。

· ４）研究デザイン XE "研究デザイン" \y "けんきゅうでざいん" （二重盲検法 XE "二重盲検法" \y "にじゅうもうけんほう" 、ランダム化比較試験 XE "ランダム化比較試験" \y "らんだむかひかくしけん" 、非ランダム化比較試験 XE "非ランダム化比較試験" \y "ひらんだむかひかくしけん" 、観察研究 XE "観察研究" \y "かんさつけんきゅう" 、ケース・コントロール研究 XE "ケース・コントロール研究" \y "けーす・こんとろーるけんきゅう" 、コホート研究 XE "コホート研究" \y "こほーとけんきゅう" 、メタ研究 XE "メタ研究" \y "めたけんきゅう" ）を概説できる。

· ５）診療ガイドライン XE "診療ガイドライン" \y "しんりょうがいどらいん" の種類と使用上の注意を列挙できる。

· ６）薬物に関する法令 XE "薬物に関する法令" \y "やくぶつにかんするほうれい" と医薬品 XE "医薬品" \y "いやくひん" の適正使用に関する事項を列挙できる。
Ｇ　臨床実習

臨床実習 XE "臨床実習" \y "りんしょうじっしゅう" を行うに当たっては、個々の臨床実習 XE "臨床実習" \y "りんしょうじっしゅう" を独立して行うのではなく、体系的に遂行させる統轄責任者が必要である。 

１　全期間を通じて身につけるべき事項 XE "全期間を通じて身につけるべき事項" \y "ぜんきかんをつうじてみにつけるべきじこ" 
（１）診療の基本 XE "診療の基本" \y "しんりょうのきほ" 
一般目標：

受持ち患者 XE "受持ち患者" \y "うけもちかんじゃ" の情報を収集し、診断して治療計画 XE "治療計画" \y "ちりょうけいかく" を立てることを学ぶ。

【問題志向型システム XE "問題志向型システム" \y "もんだいしこうがたしすてむ" ・科学的根拠にもとづいた医療 XE "科学的根拠にもとづいた医療" \y "かがくてきこんきょにもとづいたいりょう" 】

到達目標：
１）基本的診療知識 XE "基本的診療知識" \y "きほんてきしんりょうちしき" にもとづき、情報を収集・分析できる。

２）得られた情報をもとに、問題点を抽出できる。

３）病歴 XE "病歴" \y "びょうれき" と身体所見 XE "身体所見" \y "しんたいしょけん" 等の情報を統合して、鑑別診断 XE "鑑別診断" \y "かんべつしんだん" ができる。

４）診断・治療計画 XE "診断・治療計画" \y "しんだん・ちりょうけいかく" を立てられる。
５）科学的根拠にもとづいた医療 XE "科学的根拠にもとづいた医療" \y "かがくてきこんきょにもとづいたいりょう" 〈EBM XE "EBM" 〉を実践できる。　
【医療面接 XE "医療面接" \y "いりょうめんせつ" 】

到達目標：
１）礼儀 XE "礼儀" \y "れいぎ" 正しく患者（家族 XE "家族" \y "かぞく" ）に接することができる。

２）プライバシー XE "プライバシー" \y "ぷらいばしー" への配慮し、患者（家族 XE "家族" \y "かぞく" ）との信頼関係 XE "信頼関係" \y "しんらいかんけい" を形成できる。

３）医療面接 XE "医療面接" \y "いりょうめんせつ" における基本的コミュニケーション技法 XE "基本的コミュニケーション技法" \y "きほんてきこみゅにけーしょんぎほう" を実践できる。
４）病歴聴取（主訴 XE "主訴" \y "しゅそ" 、現病歴 XE "現病歴" \y "げんびょうれき" 、既往歴 XE "既往歴" \y "きおうれき" 、家族歴 XE "家族歴" \y "かぞくれき" 、社会歴 XE "社会歴" \y "しゃかいれき" 、システムレビュー XE "システムレビュー" \y "しすてむれびゅー" ）を実施できる。

【診療記録 XE "診療記録" \y "しんりょうきろく" とプレゼンテーション XE "プレゼンテーション" \y "ぷれぜんてーしょん" 】

到達目標：
１）診療録 XE "診療録" \y "しんりょうろく" をPOMR XE "POMR"  形式で記載できる。

２）毎日の所見 XE "毎日の所見" \y "まいにちのしょけん" と治療方針 XE "治療方針" \y "ちりょうほうしん" をSOAP XE "SOAP" 形式で記載できる。

３）受持ち患者 XE "受持ち患者" \y "うけもちかんじゃ" の情報を診療チーム XE "診療チーム" \y "しんりょうちーむ" に簡潔に説明できる。

（２）身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさ" 
一般目標：
　受持ち患者 XE "受持ち患者" \y "うけもちかんじゃ" の基本的な身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" ができる。

【全身状態 XE "全身状態" \y "ぜんしんじょうたい" とバイタルサイン XE "バイタルサイン" \y "ばいたるさいん" 】

到達目標：
１）身長 XE "身長" \y "しんちょう" ・体重 XE "体重" \y "たいじゅう" を測定し、栄養状態 XE "栄養状態" \y "えいようじょうたい" を評価できる。

２）血圧 XE "血圧" \y "けつあつ" ・脈拍 XE "脈拍" \y "みゃくはく" を測定できる。

３）呼吸数 XE "呼吸数" \y "こきゅうすう" を測定し、呼吸パターン XE "呼吸パターン" \y "こきゅうぱたーん" を観察できる。

４）体温 XE "体温" \y "たいおん" を測定できる。

【頭頸部 XE "頭頸部" \y "とうけいぶ" 】

到達目標：
１）頭部 XE "頭部" \y "とうぶ" の診察ができる。
２）眼 XE "眼" \y "め" （視野 XE "視野" \y "しや" 、瞳孔 XE "瞳孔" \y "どうこう" 、眼球運動 XE "眼球運動" \y "がんきゅううんどう" 、結膜 XE "結膜" \y "けつまく" 、眼底 XE "眼底" \y "がんてい" ）の診察ができる。
３）耳 XE "耳" \y "みみ" （外耳道 XE "外耳道" \y "がいじどう" 、鼓膜 XE "鼓膜" \y "こまく" 、聴力 XE "聴力" \y "ちょうりょく" ）の診察ができる。
４）口腔 XE "口腔" \y "こうこう" ・鼻腔 XE "鼻腔" \y "びこう" の診察ができる。
５）甲状腺 XE "甲状腺" \y "こうじょうせん" を含めた頸部 XE "頸部" \y "けいぶ" の診察ができる。
【胸部】

到達目標：
１）胸部の視診 XE "視診" \y "ししん" 、触診 XE "触診" \y "しょくしん" 、打診 XE "打診" \y "だしん" 、聴診 XE "聴診" \y "ちょうしん" ができる。

２）呼吸音 XE "呼吸音" \y "こきゅうおん" を正しく聴診 XE "聴診" \y "ちょうしん" できる。

３）心音 XE "心音" \y "しんおん" と心雑音 XE "心雑音" \y "しんざつおん" を正しく聴診 XE "聴診" \y "ちょうしん" できる。

４）乳房 XE "乳房" \y "にゅうぼう" を診察できる。

【腹部 XE "腹部" \y "ふくぶ" と泌尿生殖器 XE "泌尿生殖器" \y "ひにょうせいしょくき" 】

到達目標：
１）腹部の視診 XE "視診" \y "ししん" 、聴診 XE "聴診" \y "ちょうしん" 、打診 XE "打診" \y "だしん" と触診 XE "触診" \y "しょくしん" ができる。

２）反跳痛 XE "反跳痛" \y "はんはつう" と筋性防御 XE "筋性防御" \y "きんせいぼうぎょ" の有無を判断できる。

3） 直腸 XE "直腸" \y "ちょくちょう" （前立腺 XE "前立腺" \y "ぜんりつせん" を含む）指診 XE "指診" \y "ししん" ができる。

【神経 XE "神経" \y "しんけい" 】

到達目標：
１）意識状態 XE "意識状態" \y "いしきじょうたい" が判定できる。

２）脳神経 XE "脳神経" \y "のうしんけい" を診察できる。

３）腱反射 XE "腱反射" \y "けんはんしゃ" 、病的反射 XE "病的反射" \y "びょうてきはんしゃ" 、筋トーヌス XE "筋トーヌス" \y "すじとーぬす" を診察できる。

４）小脳 XE "小脳機能" \y "しょうのうきのう"  XE "小脳" \y "しょうのう" ・運動機能 XE "運動機能" \y "うんどうきのう" を診察できる。

５）感覚系 XE "感覚系" \y "かんかくけい" の診察ができる。

６）髄膜刺激所見 XE "髄膜刺激所見" \y "ずいまくしげきしょけん" がとれる。

【四肢 XE "四肢" \y "しし" と脊柱 XE "脊柱" \y "せきちゅう" 】

到達目標：

１）四肢 XE "四肢" \y "しし" と脊柱 XE "脊柱" \y "せきちゅう" を診察できる。

２）関節 XE "関節" \y "かんせつ" （関節可動域 XE "関節可動域" \y "かんせつかどういき" を含む）を診察できる。

３）筋骨格系 XE "筋骨格系" \y "きんこっかくけい" の診察ができる。

【小児と高齢者の診察 XE "小児と高齢者の診察" \y "しょうにとこうれいしゃのしんさつ" 】

到達目標：
１）新生児 XE "新生児" \y "しんせいじ" と小児 XE "小児" \y "しょうに" の全身診察 XE "全身診察" \y "ぜんしんしんさつ" ができる（発達状況 XE "発達状況" \y "はったつじょうきょう" の評価も含む）。

２）高齢者 XE "高齢者" \y "こうれいしゃ" を診察でき、総合機能評価 XE "総合機能評価" \y "そうごうきのうひょうか" 〈CGA〉ができる。

（３）基本的臨床手技 XE "基本的臨床手技" \y "きほんてきりんしょうしゅ" 
一般目標：
　基本的臨床手技 XE "基本的臨床手技" \y "きほんてきりんしょうしゅぎ" を学ぶ。
【一般手技 XE "一般手技" \y "いっぱんしゅぎ" 】

到達目標：
１）静脈採血 XE "静脈採血" \y "じょうみゃくさいけつ" の手順、部位と合併症を列挙し、正しく採血できる。
２）末梢静脈 XE "末梢静脈" \y "まっしょうじょうみゃく" の血管確保 XE "血管確保" \y "けっかんかくほ" を見学し、介助ができる。

３）中心静脈カテーテル XE "中心静脈カテーテル" \y "ちゅうしんじょうみゃくかてーてる" 挿入を見学し、介助ができる。

４）動脈血採血 XE "動脈血採血" \y "どうみゃくけつさいけつ" ・動脈ラインの確保 XE "動脈ラインの確保" \y "どうみゃくらいんのかくほ" を見学し、介助ができる。

５）腰椎穿刺 XE "腰椎穿刺" \y "ようついせんし" を見学し、介助できる。

６）胃管の挿入 XE "胃管の挿入" \y "いかんのそうにゅう" と抜去ができる。

７）尿道カテーテル XE "尿道カテーテル" \y "にょうどうかてーてる" の挿入と抜去ができる。

８）ドレーン XE "ドレーン" \y "どれーん" の挿入と抜去を見学し、介助ができる。

９）注射 XE "注射" \y "ちゅうしゃ" の種類、各々の特徴と刺入部位 XE "刺入部位" \y "とげにゅうぶぐらい" を説明できる。

【外科手技 XE "外科手技" \y "げかしゅぎ" 】

到達目標：
１）手術 XE "手術" \y "しゅじゅつ" や手技 XE "手技" \y "しゅぎ" のための手洗い XE "手洗い" \y "てあらい" ができる。

２）手術室 XE "手術室" \y "しゅじゅつしつ" におけるガウンテクニック XE "ガウンテクニック" \y "がうんてくにっく" ができる。
３）基本的な縫合 XE "縫合" \y "ほうごう" ができる。

４）創の消毒 XE "消毒" \y "しょうどく" やガーゼ交換 XE "ガーゼ交換" \y "がーぜこうかん" ができる。

５）骨折 XE "骨折" \y "こっせつ" 時の良肢位 XE "良肢位" \y "りょうあしぐらい" と外固定 XE "外固定" \y "そとこてい" を見学し、介助できる。
【検査手技 XE "検査手技" \y "けんさしゅぎ" 】

到達目標：
１）12誘導心電図 XE "12誘導心電図" を適切に記録できる。

２）尿検査 XE "尿検査" \y "にょうけんさ" （尿沈渣 XE "尿沈渣" \y "にょうちんさ" を含む）を施行し、観察できる。

３）末梢血塗抹標本 XE "末梢血塗抹標本" \y "まっしょうけつとまつひょうほん" を作成し、観察できる。

４）微生物学検査 XE "微生物学検査" \y "びせいぶつがくけんさ" の検体の採取と保存ができ、グラム染色 XE "グラム染色" \y "ぐらむせんしょく" を行い、観察できる。
５）妊娠反応検査 XE "妊娠反応検査" \y "にんしんはんのうけんさ" を施行できる。
２　内科系臨床実習 XE "内科系臨床実習" \y "ないかけいりんしょうじっしゅ" 
（１）内科 XE "内科" \y "ない" 
一般目標：
　基本的内科疾患 XE "内科疾患" \y "ないかしっかん" を受け持ち、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と予後 XE "予後" \y "よご" を学ぶ。



到達目標：
１）主要な疾患、症候 XE "症候" \y "しょうこう" や病態 XE "病態" \y "びょうたい" を診察し、診断と治療計画 XE "治療計画" \y "ちりょうけいかく" の立案・実施に参加できる。

２）他科へのコンサルテーション XE "コンサルテーション" \y "こんさるてーしょん" が必要かどうか判断できる。

３）複数の疾患をかかえる患者を診察し、診断と治療計画 XE "治療計画" \y "ちりょうけいかく" の立案・実施に参加できる。
実習形態：内科系病棟・外来　

症　　例：頻度の高い悪性新生物 XE "悪性新生物" \y "あくせいしんせいぶつ" （肺癌 XE "肺癌" \y "はいがん" 、肝癌 XE "肝癌" \y "かんがん" 、悪性リンパ腫 XE "悪性リンパ腫" \y "あくせいりんぱしゅ" 、白血病 XE "白血病" \y "はっけつびょう" ）

脳血管障害 XE "脳血管障害" \y "のうけっかんしょうがい" 
パーキンソン病 XE "パーキンソン病" \y "ぱーきんそんびょう" 
肺炎 XE "肺炎" \y "はいえん" 
気管支喘息 XE "気管支喘息" \y "きかんしぜんそく" ・慢性閉塞性肺疾患 XE "慢性閉塞性肺疾患" \y "まんせいへいそくせいはいしっかん" ＜COPD XE "COPD" ＞
狭心症 XE "狭心症" \y "きょうしんしょう" ・急性心筋梗塞 XE "急性心筋梗塞" \y "きゅうせいしんきんこうそく" 
心不全 XE "心不全" \y "しんふぜん" 
高血圧症 XE "高血圧症" \y "こうけつあつしょう" 
消化性潰瘍 XE "消化性潰瘍" \y "しょうかせいかいよう" 
肝疾患 XE "肝疾患" \y "かんしっかん" （急性肝炎 XE "急性肝炎" \y "きゅうせいかんえん" ・慢性肝炎 XE "慢性肝炎" \y "まんせいかんえん" ・肝硬変 XE "肝硬変" \y "かんこうへん" ）

腎不全 XE "腎不全" \y "じんふぜん" 
尿路感染症 XE "尿路感染症" \y "にょうろかんせんしょう" 
甲状腺機能亢進症 XE "甲状腺機能亢進症" \y "こうじょうせんきのうこうしんしょう" 
糖尿病 XE "糖尿病" \y "とうにょうびょう" 
高脂血症 XE "高脂血症" \y "こうしけつしょう" 
慢性関節リウマチ XE "慢性関節リウマチ" \y "まんせいかんせつりうまち" 
鉄欠乏性貧血 XE "鉄欠乏性貧血" \y "てつけつぼうせいひんけつ" 
（２）精神科 XE "精神科" \y "せいしん" 
一般目標：
　基本的な精神症状 XE "精神症状" \y "せいしんしょうじょう" の評価の仕方、面接法 XE "面接法" \y "めんせつほう" を学ぶ。


到達目標：
１）精神科 XE "精神科" \y "せいしんか" 以外の一般診療科 XE "一般診療科" \y "いっぱんしんりょうか" においても診療機会が多い精神障害 XE "精神障害" \y "せいしんしょうがい" に対する診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" の初期対応ができる。

２）精神症状 XE "精神症状" \y "せいしんしょうじょう" をもつ患者の診療を行う上での、法と倫理 XE "法と倫理" \y "ほうとりんり" の必須項目を列挙できる。

３）精神症状 XE "精神症状" \y "せいしんしょうじょう" ・精神障害 XE "精神障害" \y "せいしんしょうがい" の初期症状と、どのような場合に専門医へのコンサルテーション XE "コンサルテーション" \y "こんさるてーしょん" が必要か判断できる。
実 習 形 態：精神科外来・病棟　　

（一般診療科においても診療機会が多い精神障害 XE "精神障害" \y "せいしんしょうがい" を学ぶために、外来、あるいは他科からのリエゾン・コンサルテーション XE "リエゾン・コンサルテーション" \y "りえぞん・こんさるてーしょん" を中心とするなど、実習形態を考慮することが望ましい）


症例（症候 XE "症候" \y "しょうこう" ）：気分障害 XE "気分障害" \y "きぶんしょうがい" 
ストレス関連疾病・身体表現性障害 XE "ストレス関連疾病" \y "すとれすかんれんしっぺい"  XE "身体表現性障害" \y "しんたいひょうげんせいしょうがい" 
症状性・器質性精神障害 XE "症状性精神障害" \y "しょうじょうせいせいしんしょうがい"  XE "器質性精神障害" \y "きしつせいせいしんしょうがい" 
統合失調症 XE "統合失調症" \y "とうごうしっちょうしょう" 

 XE "統合失調症" \y "とうごうしっちょうしょう" 
抑うつ XE "抑うつ" \y "よくうつ" ・不安 XE "不安" \y "ふあん" 
睡眠障害 XE "睡眠障害" \y "すいみんしょうがい" （不眠 XE "不眠" \y "ふみん" ）

せん妄 XE "せん妄" \y "せんもう" 
　　　　

（３）小児科 XE "小児科" \y "しょうにお" 
一般目標：
基本的小児科疾患 XE "小児科疾患" \y "しょうにかしっかん" を受け持ち、症候 XE "症候" \y "しょうこう" 、診断、初期治療 XE "初期治療" \y "しょきちりょう" を学ぶ。

到達目標：
１）新生児 XE "新生児" \y "しんせいじ" 、乳・幼児期 XE "乳・幼児期" \y "にゅうようじき" 、学童期 XE "学童期" \y "がくどうき" 、思春期 XE "思春期" \y "ししゅんき" の患者およびその家族 XE "家族" \y "かぞく" と良好な関係を築いて、漏れのない正確な情報を取ることができる。

２）小児 XE "小児" \y "しょうに" の身体診察 XE "身体診察" \y "しんたいしんさつ" を適切に実施できる。

実習形態：小児科病棟・外来　


症    例：てんかん XE "てんかん" \y "てんかん" ・けいれん XE "けいれん" \y "けいれん" 
発疹性疾患 XE "発疹性疾患" \y "ほっしんせいしっかん" 
上気道感染 XE "上気道感染" \y "じょうきどうかんせん" ・肺炎 XE "肺炎" \y "はいえん" 
気管支喘息 XE "気管支喘息" \y "きかんしぜんそく" 
先天性心疾患 XE "先天性心疾患" \y "せんてんせいしんしっかん" 
白血病 XE "白血病" \y "はっけつびょう" ・悪性腫瘍 XE "悪性腫瘍" \y "あくせいしゅよう" 
運動 XE "運動発達" \y "うんどうはったつ" ・精神発達 XE "精神発達" \y "せいしんはったつ" の遅れ

成長障害 XE "成長障害" \y "せいちょうしょうがい" ・低身長 XE "低身長" \y "ていしんちょう" 
脱水 XE "脱水" \y "だっすい" ・下痢 XE "下痢" \y "げり" ・嘔吐 XE "嘔吐" \y "おうと" 
３　外科系臨床実習 XE "外科系臨床実習" \y "げかけいりんしょうじっしゅ" 
（１）外科 XE "外科" \y "げお" 
一般目標：
基本的外科疾患 XE "外科疾患" \y "げかしっかん" を受け持ち、病態 XE "病態" \y "びょうたい" と、治療 XE "治療" \y "ちりょう" としての外科処置 XE "外科処置" \y "げかしょち" を学ぶ。

到達目標：
１）外科的処置 XE "外科的処置" \y "げかてきしょち" の適応を判断し、リスク評価ができる。

２）外科の基本的診療手技 XE "外科の基本的診療手技" \y "げかのきほんてきしんりょうしゅぎ" を実施できる。

３）基本的な術前術後管理 XE "術前術後管理" \y "じゅつぜんじゅつごかんり" ができる。

実習形態：外科系病棟・外科系外来・手術室 XE "手術室" \y "しゅじゅつしつ" 　

症　　例：外科的適応のある悪性腫瘍 XE "悪性腫瘍" \y "あくせいしゅよう" （胃癌 XE "胃癌" \y "いがん" 、大腸癌 XE "大腸癌" \y "だいちょうがん" 、肺癌 XE "肺癌" \y "はいがん" 、乳癌 XE "乳癌" \y "にゅうがん" ）

急性虫垂炎 XE "急性虫垂炎" \y "きゅうせいちゅうすいえん" 
腸閉塞 XE "腸閉塞" \y "ちょうへいそく" （イレウス XE "イレウス" \y "いれうす" ）

腹膜炎 XE "腹膜炎" \y "ふくまくえん" 
鼠径ヘルニア XE "鼠径ヘルニア" \y "そけいへるにあ" 
痔疾患 XE "痔疾患" \y "じしっかん" 
胆石症 XE "胆石症" \y "たんせきしょう" ・胆嚢炎 XE "胆嚢炎" \y "たんのうえん" 
脊髄損傷 XE "脊髄損傷" \y "せきずいそんしょう" 
関節痛 XE "関節痛" \y "かんせつつう" ・関節腫脹 XE "関節腫脹" \y "かんせつしゅちょう" 
自然気胸 XE "自然気胸" \y "しぜんききょう" 
前立腺肥大 XE "前立腺肥大" \y "ぜんりつせんひだい" 
（２）産科婦人科 XE "産科婦人科" \y "さんかふじん" 
一般目標：
基本的産婦人科疾患 XE "産婦人科疾患" \y "さんふじんかしっかん" を受け持ち、女性の健康問題 XE "女性の健康問題" \y "じょせいのけんこうもんだい" 、疫学 XE "疫学" \y "えきがく" 、予防、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" と予後 XE "予後" \y "よご" を学ぶ。

到達目標：
１）正常の妊娠 XE "正常の妊娠" \y "せいじょうのにんしん" 、出産 XE "出産" \y "しゅっさん" と産褥 XE "産褥" \y "さんじょく" の基本的な管理ができる。

２）主な疾患、症候 XE "症候" \y "しょうこう" や病態 XE "病態" \y "びょうたい" を診察し、診断と治療計画 XE "治療計画" \y "ちりょうけいかく" の立案・実施に参加できる。

実習形態：産科婦人科 XE "産科婦人科" \y "さんかふじんか" 病棟・外来・手術室 XE "手術室" \y "しゅじゅつしつ" ・分娩室　
症例：【産　科】正常妊娠 XE "正常妊娠" \y "せいじょうにんしん" ・分娩 XE "分娩" \y "ぶんべん" ・産褥 XE "産褥" \y "さんじょく" 
流産 XE "流産" \y "りゅうざん" 
早産 XE "早産" \y "そうざん" 
異常分娩 XE "異常分娩" \y "いじょうぶんべん" 
妊娠高血圧症 XE "妊娠高血圧症" \y "にんしんこうけつあつしょう" 　　　　　　　　　

【婦人科】子宮・卵巣の腫瘍 XE "子宮・卵巣の腫瘍" \y "しきゅうらんそうのしゅよう" 
骨盤内炎症性疾患 XE "骨盤内炎症性疾患" \y "こつばんないえんしょうせいしっかん" 
性行為感染症 XE "性行為感染症" \y "せいこういかんせんしょう" 
子宮内膜症 XE "子宮内膜症" \y "しきゅうないまくしょう" 
子宮筋腫 XE "子宮筋腫" \y "しきゅうきんしゅ" 
更年期障害 XE "更年期障害" \y "こうねんきしょうがい" ・不正性器出血 XE "不正性器出血" \y "ふせいせいきしゅっけつ" 
月経異常 XE "月経異常" \y "げっけいいじょう" 
不妊症 XE "不妊症" \y "ふにんしょう" 
避妊指導 XE "避妊指導" \y "ひにんしどう" 
４　救急医療臨床実習 XE "救急医療臨床実習" \y "きゅうきゅういりょうりんしょうじっしゅ" 
一般目標：
緊急に対応すべき疾患の病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" を学ぶ。

到達目標：

１）救急病態 XE "救急病態" \y "きゅうきゅうびょうたい" の救命治療 XE "救命治療" \y "きゅうめいちりょう" を介助できる。
２）初期救急病態 XE "初期救急病態" \y "しょききゅうきゅうびょうたい" を鑑別し、初期治療 XE "初期治療" \y "しょきちりょう" を介助できる。
３）外傷の処置 XE "外傷の処置" \y "がいしょうのしょち" を介助できる。
４）救急医療体制 XE "救急医療体制" \y "きゅうきゅういりょうたいせい" を説明できる。
実習形態：救急系外来・病棟、集中治療室 XE "集中治療室" \y "しゅうちゅうちりょうしつ" など

症　　例：（重症救急病態 XE "重症救急病態" \y "じゅうしょうきゅうきゅうびょうたい" ）救命治療 XE "救命治療" \y "きゅうめいちりょう" に参加する。

心肺停止 XE "心肺停止" \y "しんぱいていし" 
ショック XE "ショック" \y "しょっく" 
急性中毒 XE "急性中毒" \y "きゅうせいちゅうどく" 
広範囲熱傷 XE "広範囲熱傷" \y "こうはんいねっしょう" 
多発外傷 XE "多発外傷" \y "たはつがいしょう" 
　　　　　　   （初期救急病態 XE "初期救急病態" \y "しょききゅうきゅうびょうたい" ）鑑別ができ初期治療 XE "初期治療" \y "しょきちりょう" に参加する。（Ｅ参照）

発熱 XE "発熱" \y "はつねつ" 
脱水 XE "脱水" \y "だっすい" 
けいれん XE "けいれん" \y "けいれん" 
意識障害 XE "意識障害" \y "いしきしょうがい" 
頭痛 XE "頭痛" \y "ずつう" 
めまい XE "めまい" \y "めまい" 
動悸 XE "動悸" \y "どうき" 
胸痛 XE "胸痛" \y "きょうつう" 
呼吸困難 XE "呼吸困難" \y "こきゅうこんなん" 
喀血 XE "喀血" \y "かっけつ" 
腹痛 XE "腹痛" \y "ふくつう" 
嘔吐 XE "嘔吐" \y "おうと" 
吐血 XE "吐血" \y "とけつ" ・下血 XE "下血" \y "げけつ" 
下痢 XE "下痢" \y "げり" 
血尿 XE "血尿" \y "けつにょう" 
５　地域医療臨床実習 XE "地域医療臨床実習" \y "ちいきいりょうりんしょうじっしゅ" 
一般目標：

　地域社会 XE "地域社会" \y "ちいきしゃかい" （へき地・離島を含む）で求められる医療・保健 XE "保健" \y "ほけん" ・福祉 XE "福祉" \y "ふくし" ・介護 XE "介護" \y "かいご" の活動について学ぶ。

到達目標：

１）地域のプライマリ・ケアを体験する。

２）病診連携 XE "病診連携" \y "びょうしんれんけい" ・病病連携 XE "病病連携" \y "びょうびょうれんけい" を体験する。　　　　

３）地域の救急医療 XE "救急医療" \y "きゅうきゅういりょう" 、在宅医療 XE "在宅医療" \y "ざいたくいりょう" を体験する。

４）多職種連携のチーム医療 XE "チーム医療" \y "ちーむいりょう" を体験する。

５）地域における疾病予防・健康維持増進の活動を体験する。

実習形態：

　学外の地域病院、診療所、保健所、社会福祉施設など

症　　例：

　地域病院あるいは診療所などの状況に応じた症例

医学教育モデル・コア・カリキュラム：教育内容ガイドラインの概要

１．医学教育モデル・コア・カリキュラム：教育内容ガイドライン作成の背景と考え方

　○　近年の医学の著しい進歩や医学・医療をとりまく社会的変化に対応した医学教育の抜本的改善を目的に作成

　○　２１世紀における我が国の医学・医療の担い手となる医学生が身につけるべきコアとなる基本的学習内容を提示

　○　各医科大学（医学部）が医学教育改革を進める上でのモデル

　○　新しい医学教育の内容を、教員だけでなく医学生や社会一般にも分かりやすい形で表示

　○　選択制カリキュラムの重要性についても強調

２．教育内容の項目とその内容

（項目Ａ）基本事項 XE "基本事項" \y "きほんじこう" ：

　医学教育の６年間を通じて身につけるべき最も重要な、患者中心の医療を展開するための「医の倫理 XE "医の倫理" \y "いのりんり" 」、「患者の権利 XE "患者の権利" \y "かんじゃのけんり" 」、「インフォームドコンセント XE "インフォームドコンセント" \y "いんふぉーむどこんせんと" 」、「安全性の確保 XE "安全性の確保" \y "あんぜんせいのかくほ" 」、「コミュニケーション XE "コミュニケーション" \y "こみゅにけーしょん" 」、「チーム医療 XE "チーム医療" \y "ちーむいりょう" 」、などに関わる事項と、「課題探求 XE "課題探求" \y "かだいたんきゅう" ・解決能力 XE "解決能力" \y "かいけつのうりょく" 」の育成に関わる目標を記述。

（項目Ｂ）医学一般 XE "医学一般" \y "いがくいっぱん" ：

　医学・医療の基礎となる生命科学の基本的知識と疾患の病因と機序について、従来の学問体系の枠を超えて構成。

（項目Ｃ）人体各器官 XE "器官" \y "きかん" の正常構造 XE "正常構造" \y "せいじょうこうぞう" と機能、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" ：

　人体の各器官 XE "器官" \y "きかん" （例えば、脳 XE "脳" \y "のう" 、心臓 XE "心臓" \y "しんぞう" 、消化器など）の構造や働きと、疾患の診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" に関して学習 XE "学習" \y "がくしゅう" すべき内容を、学生が効果的・効率的に理解しやすいように系統立てて構成。

（項目Ｄ）全身におよぶ生理的変化 XE "生理的変化" \y "せいりてきへんか" 、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" ：

　感染症 XE "感染症" \y "かんせんしょう" やアレルギーなど全身に影響が及ぶ疾患、人の誕生から死に至るまでの変化と疾患についての学習内容を記述。

（項目Ｅ）診療の基本 XE "診療の基本" \y "しんりょうのきほん" ：

　【頭痛 XE "頭痛" \y "ずつう" 】【発熱 XE "発熱" \y "はつねつ" 】【めまい XE "めまい" \y "めまい" 】【下痢 XE "下痢" \y "げり" 】など「症状から診断」の視点で構築された学習目標。また、診療に参加する前に身につけておくべき医師としての態度 XE "態度" \y "たいど" ・診察技能、診断と治療 XE "治療" \y "ちりょう" の基本に関する学習項目を記述。

（項目Ｆ）医学・医療と社会 XE "社会" \y "しゃかい" ：

　「社会 XE "社会" \y "しゃかい" ・環境 XE "環境" \y "かんきょう" と健康 XE "健康" \y "けんこう" 」、「疫学 XE "疫学" \y "えきがく" と予防医学 XE "予防医学" \y "よぼういがく" 」、「生活習慣病」、「保健 XE "保健" \y "ほけん" ・医療・福祉 XE "福祉" \y "ふくし" ・介護制度」といった医学・医療が関わる環境 XE "環境" \y "かんきょう" と健康 XE "健康" \y "けんこう" や保健 XE "保健" \y "ほけん" ・医療・福祉 XE "福祉" \y "ふくし" ・介護 XE "介護" \y "かいご" などの社会的側面についての学習項目を記述。

（項目Ｇ）臨床実習 XE "臨床実習" \y "りんしょうじっしゅう" ：

　内科医・外科系における実習を中心として基本的な臨床能力を身につけることを目的とした診療参加型実習を行うための態度 XE "態度" \y "たいど" ・技能・知識の学習内容や臨床実習体制の在り方に関する事項を記述。

平成18年度の改訂における修正事項等
（項目Ａ）基本事項：
　○「医師として求められる基本的な資質」を冒頭に新設（明記）。

　○医療における安全性への配慮 XE "安全性への配慮" \y "あんぜんせいへのはいりょ" 等の記載を充実。

　○患者のプライバシー XE "プライバシー" \y "ぷらいばしー" や個人情報の扱いに関する記載を充実。

　○学習の在り方 XE "学習の在り方" \y "がくしゅうのありかた" も含め、学部教育における研究の視点の記載を充実。

（項目Ｂ）医学一般 XE "医学一般" \y "いがくいっぱん" ：

　○腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" に関する記載の充実のために腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" の記載を項目Ｄに移動。

（項目Ｄ）全身におよぶ生理的変化 XE "生理的変化" \y "せいりてきへんか" 、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" ：
　○腫瘍 XE "腫瘍" \y "しゅよう" に関する記載を充実して新たな中項目として新設。

（項目Ｆ）医学・医療と社会 XE "社会" \y "しゃかい" ：

　○地域医療 XE "地域医療" \y "ちいきいりょう" に関する記載を統合し、中項目として独立させて記載を充実。

（項目Ｇ）臨床実習 XE "臨床実習" \y "りんしょうじっしゅう" ：

　○臨床実習 XE "臨床実習" \y "りんしょうじっしゅう" の体系的遂行の記載を追加。

　○地域医療臨床実習の項目を追加。

平成18年度の改訂における用語・名称等の修正変更等

　○誤字・脱字・脱落部分等の修正・追加。

　○法令の改正等に基づく名称の変更に伴う修正。
　○新しい法制度の追加。

　○医学の進歩等に対応した学名・用語・名称等の変更に伴う修正。

　○医師国家試験出題基準（平成17年度）の用語に準拠した修正。

　○診療報酬記載に準拠した修正。

　○項目・番号の統一。

　○(別表記、補足等）、<略号>の使用を統一。

　○用語・名称等の変更の新旧対照を用意。

平成19年度の改訂における用語・名称等の修正変更等

　○誤字・脱字・脱落部分等の修正・追加。

　○法令の改正等に基づく名称の変更に伴う修正。
　○医師国家試験出題基準（平成17年度）の用語に準拠した修正。

　○用語・名称等の変更の新旧対照を用意。
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 （別表１）　医学教育モデル・コア・カリキュラムの量的提示について
B．医学一般 XE "医学一般" \y "いがくいっぱん" （１８単位）

C．人体各器官 XE "器官" \y "きかん" の正常構造 XE "正常構造" \y "せいじょうこうぞう" と機能、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" （３１単位）

D．全身におよぶ生理学的変化、病態 XE "病態" \y "びょうたい" 、診断、治療 XE "治療" \y "ちりょう" （７単位）

E．診療の基本 XE "診療の基本" \y "しんりょうのきほん" （７単位）

F．医学・医療と社会 XE "社会" \y "しゃかい" （６単位）

G．臨床実習 XE "臨床実習" \y "りんしょうじっしゅう" （２５単位）

（別表２）　臨床実習 XE "臨床実習" \y "りんしょうじっしゅう" の量的提示について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：週、-：不明確なもの

	臨床実習 XE "臨床実習" \y "りんしょうじっしゅう" 
	本ガイドライン
	本邦平均（20校）
	米国平均（15校）
	ハーバード医学校

	内科 XE "内科" \y "ないか" 
	12
	9.5
	12.3
	16

	外科 XE "外科" \y "げか" 
	8
	5.6
	10.7
	12

	小児科 XE "小児科" \y "しょうにか" 
	4
	2.7
	7.6
	6

	産科婦人科 XE "産科婦人科" \y "さんかふじんか" 
	4
	2.4
	6.9
	6

	精神科 XE "精神科" \y "せいしんか" 
	2
	2
	6.1
	4

	家庭医学
	0
	0
	5.9
	3.6

	救急
	4
	-
	-
	-

	選択
	16
	-
	24
	24（基礎を含む）

	合計
	50
	33.8
	76.8
	79.6


※　米国においては「家庭医学」に相当の時間を充てているが、我が国においては内科 XE "内科" \y "ないか" 、外科 XE "外科" \y "げか" 、小児科 XE "小児科" \y "しょうにか" 、産婦人科などに分散されるため、独立した形では示さなかった。また、「救急」を別立てにしたが、米国では内科 XE "内科" \y "ないか" や外科 XE "外科" \y "げか" などに救急が含まれる形になっており、この期間のすべてを、救急を専門とする部門で学ぶという意味ではなく、内科 XE "内科" \y "ないか" や外科 XE "外科" \y "げか" などでも救急疾患を学ぶことを想定して設定したものである。
（別表３）　臨床前医学教育における実習例
1） 人体構造の観察

2） 生体生理機能の観察と測定
3） 物質代謝の測定、微生物 XE "微生物" \y "びせいぶつ" の取り扱いと観察
4） 薬物作用の観察
5） 疾病の成り立ちの観察

6） 医学・医療と社会 XE "社会" \y "しゃかい" に関する実習およびフィールドワーク
7） 早期体験実習
（別表４）　授業形態の違いによる選択制カリキュラムの区分とその例　　

　　・実験・研究形式の例

　　　　免疫学実験研究、環境衛生フィールドワーク、疾患モデル動物の生体機能測定、介護 XE "介護" \y "かいご" ・福祉研究など

　　・講義形式の例

　　　　予防医学総合講義、病態生理統合講義など

　　・演習/セミナー形式の例

　　　　細胞生物学、神経科学の最先端、ウイルス分子生物学、熱帯医学、母子・福祉保健、病理学セミナー、衛生学ワークショップなど

　　・その他の形式の例

　　　　国際医療協力、国内外研究室派遣など
あ　と　が　き
　「医学における教育プログラム研究・開発事業」委員会が平成10・11年に行ったアンケート調査によれば、コアとなるべき医学教育内容をガイドラインとして提示することが望ましいと回答した医科大学・医学部が70％以上を占めた。モデル・コア・カリキュラム作成の重要性は、「21世紀医学医療懇談会」がすでに第１次報告（平成８年６月）において指摘したところであるが、全国的な医学教育改革の進行の波にのって認識が高まってきたことがアンケート結果にうかがえた。しかし医学教育全般に目配りした包括的なガイドラインの作成は優秀なワーキンググループの集中的作業を必要とする難事業であり、これまで実現を見ていない。平成11年末の時点においては、医学教育改革に積極的なスタッフを擁しすでに２年間にわたり調査・研究を続けてきた開発事業委員会が、この難事業の遂行を担うことが自然の流れのように思われたのである。
開発事業委員会ではワーキンググループを特別に組織して当たることとした。もちろんメールによるやりとりも不可能ではないが、ひんぱんに微妙な協議が必要と予想されることから、班員は主として東京および周辺の方々にお願いすることにした（協力者名簿参照）。ワーキンググループの第１回会議は平成12年1月7日に開かれ、それ以後13年3月17日まで合計42回の会議を行っている。それには２泊３日の泊まり込み作業１回も含まれており、またウィークエンドを活用した長時間の協議・作業が多かったため、合計時間は200時間以上にのぼると思われる。その間、班員のみならず多くの先生方にご出席をお願いし討議に参加いただいた（協力者名簿参照）。
　最も時間を要したのは具体的学習目標の項目（本ガイドラインの到達目標）の採取と精選である。これには２、３のカリキュラム改革先進校のシラバスを活用させていただき、いったん学体系別のリストを作成してから、各項目について単なるキーワードにととまらず、コアとして何をどこまで学習しておかなければならないかという観点から精選する作業を行った。それと並行して大項目へのまとめ方についての討議が継続された。大項目（目次だて）はコア・カリキュラムのフィロソフィーであり、従来の医学教育の幣を改善する方策の要でもある。その結果、-ology的縦割り配列からできるだけ統合型配列への転換に踏み切ることにした。
　本ワーキンググループの活動とほぼ時を同じくして平成12年3月に組織された「医学・歯学教育の在り方に関する調査研究協力者会議」（高久史麿座長）には、毎月１回の例会でカリキュラム作成の進捗状況を報告し、問題点についてご意見をいただいた。とくに配列法の決定にあたっては「協力者会議」との協議に励まされたところが大きい。また、臨床実習と診療の基本についても、「効果的な臨床実習の導入・実施の在り方に関する調査研究協力」（福井次矢主査）から貴重な助言と協力をいただいた。
　作業の一つの節目は、平成12年11月17日に開催された「医学における教育プログラム研究・開発事業」シンポジウム（世話校：慶応義塾大学医学部、於明治記念会館）における「医学教育モデル・コア・カリキュラム（試案）」の公表であった。ここでコア・カリキュラムの基本的考え方と概要が全国80の医科大学・医学部代表に報告された。もちろん短期間の集約的作業につきものの不完全な、文字どおりの試案ではあったが、意見集約のための叩き台の役割は十分に果したと思われる。短時日の間にご回答をお寄せいただいた各医科大学・医学部の学部長に心から御礼を申しあげたい。なお、本ガイドラインの目玉の一つである「基本事項」が「医学教育の患者中心への転換」として報道されたことを付記しておきたい（日経 平12.11.18夕刊、医学界新聞 平12.12.4医学生・研修医版）。
　平成12年12月以降は、各大学の回答を参考に、改修作業が行われた。回答には、コメントとともに、臨床実習前のコア項目、卒業時までの学習でよい項目、それ以外の項目にそれぞれ○、△、×を付していただいたが、約1,400にものぼる到達目標項目の全てに対する全大学の回答を記録集計して、討議の参考資料として活用した。また種々の学系の専門家に出席を依頼し、専門家と半素人のワーキング班員とのディスカッションを通じて検討を行った。もちろん毎月の「協力者会議」にも報告し、大所高所からご有益なご意見をいただいたことは言うまでもない。また試案には欠けていた「準備教育」についても案の作成と整備を行い、今回の公表に間に合わせた（本ガイドラインとは別冊子として公表）。
　以上、本ガイドライン作成の経過について簡単に説明した。医学教育改革のために、自己の研究・診療を犠牲にして手弁当で献身してくださった福田・神津・山崎（洋）教授を中心とした班員各位に心から御礼申しあげたい。出来上がりは数十頁の冊子にすぎないが、班員の努力の集積を行間に読み取っていただければ幸いである。
最後に記しておきたい。42回の全ての会議に、東京医科歯科大学医学部の事務部次長および学務課長、同補佐が出席し、班員の活動を支援してくださった。比較的短期間の間に本ガイドラインをまとめることが可能であったのは、諸先生方の努力もさることながら、パソコンの威力と事務職員の協力の賜物であったという思いで一杯である。今後の各大学の教育改革には事務職員の理解と協力がとりわけ重要であることを、この場を借りて強調しておきたい。また、この難事業の遂行にあたって、経済的措置を含めて、プロジェクトの進め方の立案と実行に不慣れなわれわれに適切なご助言と支援を賜った文部科学省医学教育課の皆さん、とくに布村幸彦前課長、村田貴司課長ならびに浅野敦行課長補佐に深甚な謝意を表するものである。　この「医学教育モデル・コア・カリキュラム―教育内容ガイドライン」が、現在各大学で進められている教育改革の参考資料として大いに役立つとともに、科学技術と社会の進歩に対応して適切な改修が続けられ、たえず成長していくことを心から祈るものである。
平成13年3月
医学における教育プログラム研究・開発事業委員会
委員長　佐　藤　達　夫
　　　　　　　　　　　　　協力者名簿（敬称略・順不同）

　○　ワーキンググループ委員

　　◎佐藤　達夫　（東京医科歯科大学）　　　　名川　弘一　（東京大学）

　　　福田康一郎　（千葉大学）　　　　　　　　福井　次矢　（京都大学）

　　　神津　忠彦　（東京女子医科大学）　　　　矢田　純一　（実践女子大学）

　　　山崎　洋次　（東京慈恵会医科大学）　　　廣川　勝昱　（東京医科歯科大学）

　　　鈴木　庄亮　（群馬大学）                齋藤　宣彦　（聖マリアンナ医科大学）

　　　小口　芳久　（慶應義塾大学）　　　　　　北 村　 聖　（東京大学）

　　　後藤　英司　（横浜市立大学）　　　　　　吉田  素文　（九州大学）

　　　福 島　 統　（東京慈恵会医科大学）　　　瀬戸口聡子　（九州大学）

　　　中島　祥夫　（千葉大学）　　　　　　　　岩 田　 勲　（九州大学）

　　　和 田　 勝　（東京医科歯科大学）　　　　畑　　  裕　（東京医科歯科大学）

　　　山崎久美子　（東京医科歯科大学）　　　　四宮  謙一　（東京医科歯科大学）

　　　阿部　好文　（東海大学）　　　　　　　　大久保善朗　（東京医科歯科大学）

　　　麻生　武志　（東京医科歯科大学）　　　　福本  陽平　（山口大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小泉  俊三　（佐賀医科大学）

　　　◎はワーキンググループ委員長

○　作業協力者　　　　　　　　　　　　　　　○協力大学

　　　金澤  一郎　（東京大学）　　　　　　　　　      群馬大学

　　　岩 田　 誠　（東京女子医科大学）　　　　　　　　千葉大学

　　　笠 貫 　宏　（東京女子医科大学）　　　　　　　　東京医科歯科大学

　　　高桑  雄一　（東京女子医科大学）　　　　　　　　横浜市立大学

　　　永井　厚志　（東京女子医科大学）　　　　　　　　慶應義塾大学

　　　遠 藤　 仁　（杏林大学）　　　　　　　　　　　　東京慈恵会医科大学

　　　島崎  修次　（杏林大学）　　　　　　　　　      東京女子医科大学

　　　明石  勝也　（聖マリアンナ医科大学）　　　

　　　河野  陽一　（千葉大学）　　　　　　　　　　　　※上記大学の多数の先生方に

　　　米本  恭三　（東京都立保健科学大学）　　　      ご協力頂きました。

　　　齋藤  寿一　（自治医科大学）　　　　　　　　　　　

　医学教育モデル・コア・カリキュラムに対する調査については、７８大学から回答を、また、５４大学等から貴重なご意見をいただきました。

医学教育モデル・コア・カリキュラム及び歯学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に関する恒常的な組織の設置について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１９年５月３０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  高等教育局長決定
１．目　的
　　「医学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議」の報告を踏まえ、医学教育モデル・コア・カリキュラム及び歯学教育モデル・コア・カリキュラム（以下「モデル・コア・カリキュラム」という。）の改訂に関する恒常的な組織を設置する。
２．役　割
（１）医師国家試験出題基準及び歯科医師国家試験出題基準の改正や法制度・名称等の変更に対応した、モデル・コア・カリキュラムの改訂
（２）学生への教育効果の検証等、モデル・コア・カリキュラムの検証・評価
（３）モデル・コア・カリキュラムの改訂に必要な調査研究
（４）モデル・コア・カリキュラムの関係機関への周知徹底、各大学の取組状況の検証等、モデル・コア・カリキュラムの活用に必要な事項
（５）その他モデル・コア・カリキュラムの改訂に必要な事項
３．設置組織の構成等
（１）専門的な調査研究等を行いモデル・コア・カリキュラムの改訂の原案の作成等を行う組織（モデル・コア・カリキュラム改訂に関する専門研究委員会）と、モデル・コア・カリキュラムの改訂等を決定する組織（モデル・コア・カリキュラム改訂に関する連絡調整委員会）を設置し、文部科学省が主催する。
（２）（１）の委員会の構成は別紙のとおりとする。
（３）必要に応じ、調査研究等を分担させるため必要な組織を置くこと　　　ができるものとする。
（４）必要に応じ、関係者からの意見等を聴くことができるものとする。
４．委　員
（１）委員については医学教育または歯学教育のカリキュラム、医師又は歯科医師の国家試験等について優れた識見を有する者のうちから委嘱する。
（２）委員の任期は、委嘱した日の属する会計年度の翌会計年度末までとする。
（３）必要に応じ委員を追加することができる。
（４）委員は再任されることができる。
５．その他
　３の組織に関する庶務は、高等教育局医学教育課が処理する。

（別紙）
    モデル・コア・カリキュラム改訂に関する連絡調整委員会名簿
文部科学省高等教育局医学教育課長　三浦　公嗣
全国医学部長病院長会議会長　大橋　俊夫
歯科大学学長・歯学部長会議常置委員会委員長　安井　利一
社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構理事長　高久　史麿
東京医科歯科大学医歯学教育システム研究センター長　奈良　信雄
     モデル・コア・カリキュラム改訂に関する専門研究委員会名簿
（医学教育モデル・コア・カリキュラム）
社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構副理事長　福田　康一郎
東京医科歯科大学医歯学教育システム研究センター長　奈良　信雄
東京医科歯科大学医歯学教育システム研究センター助教授　仁田　善雄
国際医療福祉大学医学教育研修センター長　齋藤　宣彦
（歯学教育モデル・コア・カリキュラム）
社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構副理事長　江藤　一洋
東京医科歯科大学医歯学教育システム研究センター教授　荒木　孝二
東京医科歯科大学教授　俣木　志朗
東京歯科大学教授　一戸　達也
（事務局）
文部科学省高等教育局医学教育課専門官　森田　啓行
文部科学省高等教育局医学教育課専門官　大原　里子
文部科学省高等教育局医学教育課課長補佐　田中　聡明
文部科学省高等教育局医学教育課課長補佐　三枝　広人
（オブザーバー）
厚生労働省医政局医事課課長補佐　井内　努
厚生労働省医政局歯科保健課課長補佐　鳥山　佳則
本改訂に関する協力者名簿（敬称略、順不同）
医学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議

	◎高久　史麿　　（自治医科大学）　

荒川　義弘　　（東京大学）　　　　
小川　秀興　　（順天堂大学）　

北村　聖　　　（東京大学）　　
新道　幸惠　　（青森県立保健大学）　
辻本　好子　　（特定非営利法人支えあい医療人権センターＣＯＭＬ）
名川　弘一　　（東京大学）

垣生　園子　　（東海大学）

南　　砂　　　（読売新聞）　

吉田　修      （奈良県立医科大学）
吉新　通康    （東京北社会保険病院、社団法人地域医療振興協会）
	○福田　康一郎　（千葉大学）

大橋　俊夫　　（信州大学）

川崎　名德　　（学校法人川崎学園）

佐藤　慎哉　　（山形大学）
水田　祥代　　（九州大学病院長）

田中　雄二郎　（東京医科歯科大学）

寺尾　俊彦　　（浜松医科大学）

飯沼　雅朗　　（社団法人日本医師会）
福井　次矢　　（聖路加国際病院）

松尾　清一　　（名古屋大学）

吉村　博邦    （北里大学）


◎は座長、○は副座長

「医学教育モデル･コア･カリキュラム」の改訂に関するワーキング･グループ名簿
	◎福田　康一郎　（千葉大学）

相川　直樹　　（慶應義塾大学）

梶井　英治　　（自治医科大学）

奈良　信雄　　（東京医科歯科大学）

福島　統　　　（東京慈恵会医科大学）
松村　理司　　（医療法人社団洛和会洛和会音羽病院）
	○北村　聖　　　（東京大学）

　相澤　好治　　（北里大学）

齋藤　宣彦　　（国際医療福祉大学）
仁田　善雄　　（東京医科歯科大学）
　福本　陽平　　（山口大学）




◎は主査、○は副主査（以下同じ）

教育者･研究者養成方策の充実に関するワーキング･グループ名簿
	◎大橋　俊夫　　（信州大学）
飯島　俊彦　　（秋田大学）
　児玉　龍彦　　（東京大学）

　高野　健人　　（東京医科歯科大学）
前原　喜彦　　（九州大学）

　森下　竜一　　（大阪大学）
	○垣生　園子　　（東海大学）
　河上　裕　　　（慶應義塾大学）
　祖父江　元　　（名古屋大学）
鍋島　陽一　　（京都大学）
宮園　浩平　　（東京大学）


診療参加型臨床実習の在り方に関するワーキング･グループ名簿

	◎名川　弘一　　（東京大学）

大久保　善朗　（日本医科大学）

岡井　崇  　　（昭和大学）

　後藤　英司　　（横浜市立大学）

高瀬　浩造　　（東京医科歯科大学）
丹生　健一　　（神戸大学）

吉田　素文    （九州大学）
	○田中　雄二郎　（東京医科歯科大学）

　大滝　純司　　（東京医科大学）
河野　陽一　　（千葉大学）
新保　卓郎　　（国立国際医療センター）
名郷　直樹　　（社団法人地域医療振興協会）
平出　敦      （京都大学）
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※大項目、中項目、小項目は太字にて別表記
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９の法則
37
12
12誘導心電図
53

Ａ
ADH不適切分泌症候群
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ADL
45

AFP
23

ARDS
21

Ａ型肝炎
24

Ａ型肝炎ウイルス
9

Ａ群レンサ球菌
34

Ｂ
BSE
33

Ｂ型肝炎
24

B型肝炎ウイルス
9

Ｃ
CA19-9
23

CEA
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CGA
38

CMV
9

COPD
53

CT
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Ｃ型肝炎
24

C型肝炎ウイルス
9

Ｄ
DIC
14, 27

DNA
8, 33

DNAウイルス
9

DNAゲノム
8

Ｅ
EBM
46, 51

EBV
9

Ｆ
FAB分類
13

FSH
26

Ｈ
hCG
26

HIV
9, 33

HUS
14

Ｉ
ICD
49

IgA腎症
25

Ｋ
KOH直接鏡顕法
17

Ｌ
LＨ
26

Ｍ
MCTD
36

MHCクラスⅡ
10

MHCクラスI
10

MRI
18, 21, 26, 45

MRI検査
15

MRSA
34

Ｐ
PCR
8

POMR
46, 51

Ｒ
RNA
8

RNAウイルス
9

RNAゲノム
8

Ｓ
SIRS
33

SMR
49

SOAP
46, 51

Ｔ
Th1/Th2細胞
10

T細胞抗原レセプター
10

T細胞抗原レセプター遺伝子
10

Ｗ
WPW症候群
20

あ
悪性関節リウマチ
36

悪性高熱
44

悪性黒色腫
17

悪性腫瘍
17, 18, 29, 34, 35, 54

悪性新生物
53

悪性リンパ腫
13, 53

アクチンフィラメント
6

アシドーシス
25

アスペルギルス
9

アスペルギルス症
34

アセチルコリン
14

亜脱臼
18

アデノウイルス
9

アトピー性皮膚炎
17
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向精神薬による中毒
36

合成・代謝経路
28

抗生物質
43

光線テスト
17

酵素
6, 8

梗塞
11

拘束性障害
21

後天性免疫不全症
9, 10

喉頭
31

喉頭癌
31

高ナトリウム血症
25

高二酸化炭素（血）症
21

高尿酸血症
30

更年期障害
55

広範囲熱傷
55

紅斑症
17

広汎性発達障害
32

公費医療
50

紅皮症
17

抗不整脈薬
20, 43

高プロラクチン血症
29

興奮（刺激）伝導系
19

興奮収縮連関
19

興奮性
7

硬膜外麻酔
44

絞扼性
24

絞扼性神経障害
18

高リン血症
25

抗リン脂質抗体症候群
36

高齢者
38, 52

高齢者医療
50

高齢者福祉
50

誤嚥
38

コーマ・スケール
39

呼吸運動
20

呼吸音
52

呼吸器感染症
21

呼吸器系
20

呼吸器系
7, 20

呼吸器系の画像検査
21

呼吸器作用薬
43

呼吸機能検査
43

呼吸筋
20

呼吸困難
41

呼吸困難
19, 21, 33, 35, 36, 41, 55

呼吸数
47, 51

呼吸中枢
21

呼吸調節
21

呼吸パターン
47, 51

呼吸不全
21

国際化
49

国際疾病分類
49

コクサッキーウイルス
9

黒質
14

国民医療費
50

個人識別の方法
38

個人的背景
2

個人の健康
49

個体の死
38

個体の調節機構とホメオスターシス
7

個体の発生
7

個体の反応
8

骨塩定量
18

骨格筋
6

骨格筋支配
14

骨・関節疾患
19

骨吸収
18

骨形成
18

骨形成不全症
19

骨髄
13

骨髄異形成症候群
13

骨髄腫
13

骨折
18, 53

骨粗鬆症
18

骨軟骨異形成症
19

骨盤
18

骨盤位
27

骨盤位牽出術
28

骨盤内炎症性疾患
55

骨盤内感染症
27

骨盤内臓器
26

言葉遣い
46

五炭糖リン酸
8

コホート研究
50

鼓膜
47, 51

コミュニケーション
3

コミュニケーション
3, 57

コミュニケーションとチーム医療
3

コミュニティ
49

コリン作用薬
43

コレラ菌
9

混合性結合組織病
36

コンサルテーション
53, 54

コンサルテーション・リエゾン精神医学
32

コンパートメント症候群
19

コンプライアンス
20

さ
災害医療
49

災害救急医療
49

再吸収
24

細菌
9, 10

細菌学的診断
33

細菌感染症
33

細菌性食中毒
36

細菌培養法
17

細隙灯顕微鏡検査
30

再興感染症
33

再生
7

再生不良性貧血
13

在胎期間
37

在宅医療
46, 56

在宅ターミナル
49

サイトカイン
10

サイトメガロウイルス感染症
33

細胞運動
6

細胞外液
6

細胞間質
6

細胞骨格
6

細胞死
10, 11

細胞周期
6

細胞集団
6

細胞傷害
11

細胞傷害・変性と細胞死
11

細胞診
23, 26, 35

細胞性免疫
7, 8

細胞接着
6

細胞・組織診断法
28

細胞内液
6

細胞内シグナル伝達過程
7

細胞内輸送システム
6

細胞の基本構造と機能
6

細胞の増殖
6

細胞分裂
6

細胞膜
6

再利用経路
8

裁量権
2

作業療法
45

鎖肛
23

坐骨神経痛
16

サルコイドーシス
22

サルモネラ菌
9

酸塩基平衡
24, 44

産科救急
27

産科手術
28

産科出血
27

酸化的リン酸化
8

産科婦人科
55

産科婦人科
55, 60

産科麻酔
28

産業保健
50

三叉神経痛
16

産褥
27, 55

産褥期
27

産褥熱
27

三次予防
49

酸素
21

酸素療法
46

産婦人科疾患
55

し
ジアルジア症（ランブル鞭毛虫症）
34

シェーグレン症候群
36

自家感作性皮膚炎
17

視覚
15

痔核
23

視覚器
7

視覚情報の受容
30

資格免許
50

弛緩出血
27

色覚障害
31

色素異常
17

鰓弓
7

子宮外妊娠
27

子宮癌
27

子宮筋腫
27, 55

子宮頸部
26

子宮腺筋症
27

子宮内膜症
27, 55

子宮復古不全
27

子宮卵管造影
26

子宮・卵巣の腫瘍
55

軸索の変性
7

軸索輸送
7

嗜癖
43

シグナル
10

止血
11, 13

止血法
31

自己
10

自己学習
4

自己決定権
2

自己抗体
35

事故死
38

事後指導
49

事故調査委員会
3

自己評価
4

死後変化
38

事故報告書
3

事故防止委員会
3

自己免疫疾患
9, 10, 35

自己免疫性水疱症
17

自己輸血
45

四肢
19, 47, 52

支持組織
6

脂質
8, 11, 28

痔疾患
54

脂質代謝異常
11, 30

四肢の主な動脈
19

四肢の関節
18

四肢の骨格
7

四肢の主要筋群
18

四肢の骨
18

歯周病
31

思春期
38

思春期
37, 38, 54

思春期発現
38

視床下部
15

視床下部・下垂体疾患
29

視床下部・下垂体の画像検査
29

視床下部ホルモン
28

指診
52

視診
47, 52

視神経症
31

システムレビュー
46, 51

ジストニア
15

姿勢
18

死生学
38

姿勢制御
31

自然気胸
55

自然経過
33

自然死
38

自然免疫
10

死体検案書
38

疾患・障害
32

失禁
38

シックハウス症候群
49

失神
15, 19, 33, 34, 36, 39

湿疹
17

湿疹
17

湿疹反応
17

質の定義
50

疾病統計
49

疾病の定義
49

疾病の予防
49

児童虐待
37

死と法
38

シナプス
7

シナプス伝達
7

死に伴う家族のケア
38

鰓嚢
7

死の概念
38

死の定義
38

紫斑
17

市販後臨床試験
50

紫斑病
14

紫斑病性腎炎
25

耳鼻・咽喉・口腔系疾患
31

耳鼻・咽喉・口腔系
31

ジフテリア
34

ジフテリア菌
9

自閉症
32, 37

ジベルばら色粃糠疹
17

司法解剖
3

死亡診断書
38

シミュレーション
47

視野
47, 51

視野異常
30

社会
4, 49, 57, 58, 60

社会・環境と健康
49

社会構造
49

社会生活
49

社会的背景
2, 3

社会的不利
45

社会的要因
46

社会保障制度
50

社会歴
46, 51

若年性関節リウマチ
36

視野検査
30

射精
26

射精障害
26

シャント率
19

縦隔
20

縦隔気腫
22

縦隔疾患
22

縦隔腫瘍
22

習慣性
43

周期性四肢麻痺
16

重金属中毒
37

充血
11

周産期脳障害
16

周術期管理
44

重症救急病態
55

重症急性膵炎
24

重症筋無力症
16

集中治療室
44, 55

修復
8, 34

絨毛癌
27

絨毛性疾患
27

手技
53

手術
44, 53

手術室
53, 54, 55

手術の危険因子
44

主訴
46, 51

主体環境系
49

出血
11

出血傾向
40

出血傾向
13, 14, 40

出血性乳房
28

術後合併症
44

出産
55

出生
7

出生時の変化
37

出生体重
37

術前術後管理
54

受動輸送過程
6

種特異性
8

ジュネーブ宣言
2

腫瘍
34

腫瘍
17, 25, 26, 34, 35, 58

受容機序
14, 15

腫瘍細胞
34

受容体
6, 7

受容体結合
10

腫瘍の病理・病態
34

腫瘍マーカー
23, 26, 35

循環器系
19

循環器系
19

循環器作用薬
43

循環器疾患
19

循環障害
11

循環障害
11

循環調節
19

循環動態
44

循環反応
19

常位胎盤早期剥離
27

消化
7, 22

生涯学習
4

生涯学習者
4

生涯学習への準備
4

障害統計
49

障害と疾病の概念
49

消化管運動
22

消化管運動作用薬
43

消化管カルチノイド
23

消化管の正常細菌叢
22

消化管ポリポーシス
23

消化管ホルモン
22

消化器官
22

消化器系
22

消化器系
22

消化器系疾患の画像検査
23

消化器作用薬
43

消化器内視鏡検査
23

消化性潰瘍
23, 53

上気道感染
54

症候・病態からのアプローチ
39

症状精神病
32

症状性精神障害
54

上大静脈症候群
20

小腸
22

小腸疾患
23

情動行動
15

消毒
53

小児
16, 24, 47, 52, 54

小児科
54

小児科
60

小児科疾患
54

小児期
37

小児期全般
37

小児期の気管支喘息
21

小児行動異常
37

小児・高齢者の検査値の特徴
43

小児と高齢者の診察
52

小児の栄養上の問題点
37

小児の診断法と治療法
37

小児の精神運動発達
37

小児の免疫発達
37

小児の輸液療法
44

小児白血病
13

小児腹部固形腫瘍
29

小児保健
37

小脳
14, 47, 52

小脳機能
47, 52

小脳性運動失調
15

上皮小体
28

上皮性腫瘍
34

上皮組織
6

情報管理
50

情報公開
50

情報収集
46

情報伝達
7

静脈
19

静脈採血
48, 52

静脈疾患
20

静脈麻酔
44

初期救急病態
55

初期治療
39, 41, 42, 54, 55

食後
8

食事と輸液療法
44

食思不振
42

食思（欲）不振
42

食思（欲）不振
23, 35

食事療法
30, 44

触診
47, 52

褥瘡
38

食中毒
33

食道
22, 31

食道癌
23

食道疾患
23

食道静脈瘤
23

食品衛生法
50

植物状態
38

女性化乳房
28

女性生殖器
26

女性生殖器疾患
27

女性の健康問題
55

女性ホルモン
28

ショック
39

ショック
19, 33, 34, 35, 36, 55

ショック患者の診断
39

ショックの治療
39

ショックの定義
39

処方箋
43

徐脈性不整脈
20

自律機能
15

自律神経
22

自律神経系
7

自律神経作用薬
43

視力検査
30

視力障害
30

痔瘻
23

脂漏性皮膚炎
17

腎
24, 36

深（達）度
37

腎移植
25

腎糸球体
24

心音
52

腎外傷
25

人格障害
32

腎芽腫
29

心カテーテル検査
19

腎癌
25

心機能
19

心機能曲線
19

心筋
6

真菌
9

真菌
9

心筋炎
20

真菌感染症
34

心筋細胞
19

心筋疾患
20

真菌培養法
17

神経
7, 15, 19, 47, 52

神経因性膀胱
26

神経芽腫
29

神経管
7

神経系
14

神経系
14, 15

神経系疾患
14

神経支配
18, 24, 31

神経叢
14

神経叢（頸神経叢、腕神経叢、腰仙骨神経叢
14

神経叢ブロック
44

神経組織
6

神経痛
16

心血管系
7

腎血管障害
25

腎血管性高血圧症
25

新興感染症
33

進行性筋ジストロフィー
16

人口静態統計
49

人工臓器
44

人口動態統計
49

人工妊娠中絶
28

心雑音
52

心室中隔欠損
20

心周期
19

滲出性中耳炎
31

尋常性乾癬
17

心身症
32

腎生検
24

新生児
37, 47, 52, 54

新生児B群レンサ球菌感染症
34

新生児黄疸
37

新生児仮死
37

新生児期の呼吸困難
37

新生児けいれん性疾患
37

新生児呼吸促迫症候群
22

新生児マススクリーニング
37

真性多血症
13

腎性糖尿
25

振戦
15

心臓
19, 57

心臓・大血管
19

診断
35

靱帯
18

身体所見
46, 51

身体診察
46, 51

靱帯損傷
18

身体表現性障害
32, 54

診断・治療計画
46, 51

診断・検査・治療の基本
33

心タンポナーデ
20

人畜共通寄生虫症
9

身長
51

伸張反射
14

心電図
20

心電図検査
43

浸透圧
6, 24

振動障害
37

心内圧
19

腎に作用するホルモン
24

侵入
8

腎・尿路系
24

腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）
24

じん肺
21

心肺停止
55

心拍出量
19

深部感覚
14

深部腱反射
47

深部静脈血栓症
20

心不全
19, 53

腎不全
25, 53

心房中隔欠損
20

心膜疾患
20

じんま疹
17

信頼関係
2, 3, 32, 51

心理検査法
32

心理・精神の変化
38

心理的背景
3

診療ガイドライン
50

診療記録
46

診療記録
46, 51

診療経過
46

診療情報
50

診療諸記録
50

診療チーム
51

診療の基本
51

診療の基本
57, 60

診療の基本的事項
35

診療録
46, 50, 51

す
随意運動
14

膵液
22

膵外分泌系
22

膵癌
24

膵臓疾患
24

錐体路
14

膵・胆管合流異常症
24

水痘
33

膵島
28

水頭症
16

水疱症
17

水疱症鑑別のための検査法
17

髄膜・脳室系
14

髄膜炎
16

髄膜炎菌
9

髄膜刺激所見
47, 52

睡眠時無呼吸症候群
22

睡眠障害
54

睡眠薬による中毒
36

頭蓋内圧亢進
15

筋トーヌス
52

頭痛
41

頭痛
15, 30, 33, 35, 41, 55, 57

ステロイド薬
43

ストレス関連疾病
32, 54

ストレス反応
15

スピロヘータ
9

スピロヘータ検出法
17

すべり症
19

せ
生化学的検査
43

生活支援
38

生活習慣
49, 50

生活習慣と疾病
49

清潔
48

生検
23

性行為感染症
34, 55

性交痛
26

性差
18

精子形成
26

静止電位
6

性周期発現
26

成熟
8, 13

正常構造
14, 22, 57, 60

正常児の保育
37

正常組織
10

正常妊娠
27, 55

正常妊娠・分娩・産褥
27

正常の妊娠
55

正常分娩
27

生殖医療
27

生殖機能
26

生殖腺
26

精神科
53

精神科
53, 60

精神科医療の法と倫理
32

精神科診断分類法
32

精神科面接
32

精神系
32

精神疾患
32

精神・社会的な問題
37

精神障害
32, 53, 54

精神症状
53, 54

成人スチル病
36

精神遅滞
32

精神的・身体的苦痛
3

成人白血病
13

精神発達
54

精神保健
49

精神保健上の問題
38

精神保健福祉法
32

精巣
26

精巣機能障害
26

精巣腫瘍
27

精巣と前立腺の検査法
26

生体
7, 10

生体機能
7

生態系
49

生態循環
49

生体と微生物
8

生体と放射線・電磁波・超音波
10

生体と薬物
10

生体の恒常性
7

生体の反応
33

生体反応
8, 44

生体物質の代謝
8

生体物質の代謝
8

生体防御
7, 9

生体防御機構
9

生体防御反応
10

生体膜通過
10

性徴
38

成長
37

成長
39

成長障害
54

成長と発達
37

成長発達
28

成長ホルモン分泌不全性低身長
29
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線維結合
14

線維成分
6

遷延分娩
27

前癌状態
17

全期間を通じて身につけるべき事項
51

線条体
14

染色体
8

染色体異常
11, 34

全身倦怠感
39

全身倦怠感
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